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　幸こう徳とく秋あき良らという女を一言で表現するならば、災害である。




　初対面の人間は、もしかしたら彼女を美少女と評するかもしれない。

　容姿は端たん麗れいである。

　腰まで伸びた漆しつ黒こくの髪はしっとりとした光こう沢たくを放ち、切れ長の瞳ひとみと端正な顔立ちは、男女を問わず人の心を惹ひきつける魅み力りよくがある。けがれのない白い肌は、ほのかに光ってみえるほど美しい。まるで月のように、艶なまめかしく。

　そう、彼女は美しい──薄うす気き味み悪わるい、という点に目をつぶれば。

　幸徳秋良は不気味である。

　彼女は毎日学校の図書準備室に立たて籠こもり、偏かたよった分野の古こ文もん書じよや学術書を乱読している。そして自分のひとりよがりな解釈に合致する記述を見つけては、ニタァと不気味に笑っている。

　醜しゆう悪あく、という形容がふさわしい屈折した笑え顔がおである。

　心しん臓ぞうの弱い者ならば──悲鳴をあげる、とまではいかないまでも──その姿にそら寒い恐怖を感じることだろう。

　古くから、怖ろしい幽ゆう霊れいというものは、美しい女の姿をしていることが多い。

　その意味で美しさと不気味さは矛む盾じゆんしない。

　だが彼女は幽霊ではない。

　神秘的なもの──という点で方向性は少し似ているが、幸徳秋良は陰おん陽みよう師じである。少なくとも彼女は、そう主張している。

　実際彼女の家系は中ちゆう世せいから続く陰陽師の血統ということではある。が──現代の常じよう識しきでは、陰陽師はあくまで伝説であり、また彼女が伝説のような神じん通つう力りきを用いたところを見た者はだれもいない。

　つまり彼女は美しく、不気味で、とても痛い人間である。




　この物語は、幸徳秋良の式しき神がみ・久く遠おん久きゆうが自分の人生を取り戻す愛と感動の、卑ひ猥わいで残ざん虐ぎやくでゲスな物語である。

　式神──といっても、久遠久は妖よう怪かい変へん化げの類たぐいではない。

　幸徳秋良と同じ高校に通う男子高校生である。

　簡かん単たんに言うと彼は、幸徳秋良という災害に巻き込まれた、被害者である。
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　久く遠おん久きゆうは、屍しかばねのような高校生だった。

　生きる理由はなく、かといっていますぐ死ぬ理由もなく、ただ緩かん慢まんなる死へ向かう余生のような青春を送っていた。

　学校の休み時間。教室は、さまざまな雑音でごった返している。

　近くに開店した新しいタピオカ屋の話、

　週刊誌に載った人気アイドルのスキャンダル、

　古典の男性教師の頭髪が植毛かカツラかの議ぎ論ろん──。

　同級生が放つ雑音はチャイムが鳴るといったん止やみ、すぐにまた教師の口から似たような雑音が響ひびいてくる。

　久遠久にとって、すべてはどうでもいいことだった。

　学校の成せい績せきも、何でも言い合える友人も、甘酸っぱい恋愛も、意味のあるものとは思えない。というより自分の人生そのものが、大きな意味や価値があるような、そんな重要なものとは思えなかった。

　ハンムラビ法ほう典てんの昔から、十代の少年少女が自らの存在価値に悩むのはよくあることだ。知ったかぶりのスクールカウンセラーはそう言った。

　ある種の人間はその悩みから一五歳の夜に盗んだバイクで走り出すし、その悩みが内側へ向かった人間は、暗い自分の部へ屋やに何年も引きこもるという。

　久遠久は違う。

　生きる熱ねつ量りようがない。手て応ごたえがない。

　悩みなどない。焦しよう燥そうなど存在しない。

　久は何も感じず学校へ登校し、何も感じず下校し、何も感じず眠り──ただ時間が過ぎるのを待つ毎日を続けた。

　当然、両親を含めた周りの大人おとな達は、久の異常さには気づいていた。しかし少なくとも久がそうなった理由を知った大人は、訳知り顔で彼にありがた迷惑な説教をたれることはなかった。

　屍のような毎日。

　もう何年、それを続けただろう。

　久遠久は高校二年生となった。

　そして久は、ひとりの風変わりな女と出会った。




　それは水すい曜よう日びの放ほう課か後ごだった。

　久は、保健準備室でスクールカウンセラーを待っていた。

　週に一回二〇分間のカウンセリングを受け、その証拠のハンコをもらうことが、久に課かせられた義務だった。

　学校のカウンセリングは本来、希望者が利用するためのものらしい。

　しかし久きゆうが知るかぎり、その利用者は少なかった。

　世の中に悩みのある人間は多いが、その悩みを素直に他人に打ち明けられる人間は少ない。くだらないことで一いつ喜き一いち憂ゆうする同級生たちであればなおさらだ。

　自じ意い識しき過剰な者にとっては、カウンセリングを受ける──ということ自体が、学校で大便をすることよりもずっと恥ずかしく感じることだろう。その若々しい羞しゆう恥ちの前では、守秘義務などなんの役にも立たない。

　そのスカスカの利用状況を埋めるために大人おとなたちがとった処置は、問題があるとみなした生徒を、強制的にカウンセリングルームへ送り込むことだった。

　それはただ問題児にカウンセリングを受けさせていましたよ、という証拠を残したいだけの、大人たちの責任逃れのようにも思えた。

　ともあれ久にとっては、どうでもいいことだった。

　保健準備室のソファに二〇分間座り、ハンコをもらう。それだけのことだ。

　久は壁かべの時と計けいに目を向ける。

　とっくに時間は過ぎていたが、スクールカウンセラーが来ない。

　去年度までのスクールカウンセラーは、中年の男性だった。四月からは若い女が来ている。しばしば生徒と間違われるほどの童顔で、その顔に似合わず妙に胸が大きいのが、新しい女性カウンセラーの特徴だった。

　男性カウンセラーのときは、もっぱら、少年よ大志を抱け──などと、どこかで聞いたことがある説教を聞き流すだけだったが、四月から女性カウンセラーになってからは、むしろその女の悩みを、久が聞いていた。

　もっとも、久が彼女の悩みに何かしらの答えを与えるわけでもなく、聞き流すだけなのは変わらなかった。

　ソファに二〇分間座り、ハンコをもらう。久にとっては一いつ緒しよのことだった。

　久の背後で、戸が開く音がした。

「おや？　先生は、来ていないのか？」

　保健準備室に入ってきたのはスクールカウンセラーではなく、ひとりの女子生徒だった。

「──まだ来ていない」

「そうか。では待とう」

　女子生徒は当然のように久の正面のソファに腰をかけた。そこはいつも、スクールカウンセラーが座る場所だった。

　正面の女子生徒と目が合う。

　長い黒髪の美人である。蠱こ惑わく的てき──とでも言えばいいのだろうか。瞳ひとみには妖よう艶えんな色気があり、新任のスクールカウンセラーなんかより、ずっと大人の女に見えた。その女の、甘酸っぱい果実のような唇が、艶つやめいた笑えみを浮かべた。

「おまえのことは、知っている。──久く遠おん久きゆうだろう」

　女にしては低い、凜りんとした声でそう言った。

「──なぜ、俺おれの名前を知っている」

「毎週私の前に予約が入っているからだ。だから私はおまえに、少し興きよう味みを持っている」

「──興味？」

「そうだ」

　女がじっと、久の顔を見つめてくる。少し気味が悪い、と久は思った。

　他人のことをとやかく言える立場にはないが、毎週カウンセリングを受けているということは、なにかしらの問題を抱えている人間なのだろう。

　壁かべの時と計けいを見ると、予約の時間から一〇分が経過していた。あと一〇分待てば、一応義務は果たしたことになるだろうか。

「なにに対しても無関心、というのは本当か？　久遠久」

　女が質問をしてきた。

　久は不ふ審しんに思った。

「──なぜ、そんな質問をする」

「おまえに興味があると言っただろう」

「それを、どうやって調しらべた」

「カウンセリングの資料を読んだ。めぐみちゃんは、いろいろと管理が甘いからな」

　女は妖あやしく微笑ほほえんだ。

　めぐみちゃんというのは、澁しぶ澤さわめぐみ──新任のスクールカウンセラーの名前である。

　久はため息をついた。澁澤めぐみに身の上話をしたことは一度もない。その資料は、あれこれ質問に答えねばならなかった前任者が作成したものだろう。

「答えろ久遠久。あの資料に書かれていたことは、本当なのか？」

「──お前には関係ないだろう」

「関係ある。私はおまえに、興味があるからな」

「迷惑だ。ほっといてくれ」

　女が立ち上がった。

　保健準備室を出て行くのかと思ったら、久の隣となりに腰をかけてきた。女の甘い匂においがした。

「──性欲は、あるのか？」

　耳元でそう囁ささやいて、体を久に寄せてきた。密着する肩と太ふと腿もも。

　久はソファの腰を少しずらして距きよ離りをとった。

　女はさらに腰を寄せ、また体と体が密着する。そして今度はなんと、久の股こ間かんを触ってきた。

　白く華きや奢しやな女の指で、もにゅっと股間に触ふれられる無防備な感覚──久はすぐに女の手を振り払った。

「なにをするのだ」

「それは、こっちのセリフだ」

「私はただ、おまえがインポテンツなのかを確たしかめたいだけなのだ」

「──精神を、病んでいるのか？」

「言葉の意味がわからないかもしれないから説明をすると、インポテンツとは勃ぼつ起き不全のことだ。男性が性的な刺し激げきを得ても陰いん茎けいが充血せず、勃起を充分に維持でき──」

「知っている。説明しなくていい」

「なら話は早い。ペニスを触らせろ」

「断る」

「いいだろう。減るものではない」

　女は身を乗りだして久きゆうに顔を近づけている。まるで恋人に、口づけをせがむかのように。

「──お前は、変態なのか？」

「私は変態ではない。探求者だ」

「どっちでもいい。お前のカウンセリングは、次の枠だろう。廊下に出ていってくれないか。お前と会話するのは、俺おれの仕事じゃない」

「めぐみちゃんなら、今日きようは来ないぞ」

「──は？」
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「さきほど女子トイレに閉じ込めておいた。私がおまえと、二人ふたりきりになるためにな」

「────正気か？」

　久きゆうのカウンセリング時間は、すでに半分以上経過していた。いまから澁しぶ澤さわめぐみが来ても、授業なら欠席扱いである。

　艶なまめかしく微笑ほほえみながら、女は久の顔をのぞき込んでくる。

「交換条件ではどうだ？　私がおまえのペニスを触る対価として、おまえは私の胸を触っていい。誰だれも損をしない。Ｗｉｎ─Ｗｉｎだ」

「やめろ」

　女が久の手を摑つかみ自分の胸に押し当てようとしてきたので、慌てて久は手を引いた。

「なぜそんなに私を拒絶する。私はただおまえが、勃ぼつ起きをするか確かく認にんしたいだけだ」

「確認してどうする」

「勃起をしたら、私のおまえへの興きよう味みは減退する。標準的な男子中高生は、ごく僅わずかな性的刺激で、まるで喜び狂ったバカな小型犬のように陰いん茎けいに血液を充血させる。それが普通だ。普通の人間になど、私は興味がない」

「──勃起しなかったら？」

「私のおまえへの興味が、飛ひ躍やく的てきに増大する。それはおまえが、普通の人間とは違うことを意味するからだ」

　口づけを迫る勢いで、女の顔が近づいてくる。それと同時に、久の股こ間かんに女の指がせまる。

「おいやめろ」

　久がそう語気を荒げたとき──

　ガラガラガラ。

　──保健準備室の戸が開いた。

「ごめんなさい久く遠おんくん。なんかトイレの鍵かぎが壊こわれちゃってて、──あれ？」

　戸を開けたのは、澁澤めぐみだった。

　童顔のくりくりとした瞳ひとみで、保健準備室のソファで寄り添う二人を不ふ思し議ぎそうに眺めていた。

「──ご、ごめんなさい。もしかして、邪じや魔ましちゃったかな？」

「いいや邪魔じゃない。よく来てくれた」

　そう言って久は立ち上がった。謎なぞの女子生徒が、舌打ちをするのが聞こえた。




　久のカウンセリングは、すぐに終わった。

　澁澤めぐみは申し訳ないから延長しようと主張したが、もともと久は希望してカウンセリングを受けているわけではない。ハンコをもらえれば、それでよかった。

　澁澤めぐみは朱肉のついた印にふーと息を吹きかけてから、丁てい寧ねいに受診証明書に押しつけた。

「はい、久遠くん」

　子供のように無邪気な笑え顔がおで、久きゆうに紙を手渡す澁しぶ澤さわめぐみ。

　カウンセリングの受診証明書はスタンプカードのようなもので、この紙にハンコがいっぱい押してあれば、仮に生徒が銃乱射事件を起こしても、学校の教師はその責任をスクールカウンセラーに押しつけることができる。久にとってはそんな認にん識しきの紙だった。

「ひとつ聞きたいことがあるのだが──」

「なーに？　珍しいね、久く遠おんくんが質問してくれるなんて」

　澁澤めぐみがうれしそうに微笑ほほえむ。

　下からのぞき込まれると、いやでも彼女の豊満な胸の谷間が目についた。

「──さっきこの部へ屋やにいた女、あれは何者なんだ？」

「え？　幸こう徳とくさんのこと？　あなたたち、付き合ってるんじゃないの？　あの──とても仲が良さそうだったから、私てっきり」

「仲良くない。今日きようはじめて会った。──向こうは、こちらを知っていたみたいだが」

　久は無造作に机に置かれたカウンセリング資料に目を向けた。

　次の時間のカウンセリング資料だろうか。表紙には「幸徳秋あき良ら　女子　二年生」と書かれている。二年なら久と同学年である。

「──もしかして、一ひと目め惚ぼれしちゃった？　幸徳さん、可愛かわいいもんね」

「そんなんじゃない」

「またまた～。恥ずかしがらなくたっていいじゃない。私これでも、スクールカウンセラーなんだからね。なんでも相そう談だんしてよ」

「変な勘違いをしないでくれ」

　久ははっきりとそう否定したが、澁澤めぐみはウフフとうれしそうに笑うだけだった。

「その、幸徳秋良は、どういう病状なんだ？」

　机のカウンセリング資料を指して、そう質問をした。

「だ、だめよ」

　慌てて澁澤めぐみは資料を隠す。

「相談者のプライベートは、教えられないよ。守秘義務があるんだから」

「守秘義務、ねえ──」

　久のカウンセリング資料は、すでに幸徳秋良に読まれている様よう子すだった。そのことに、この脳天気なスクールカウンセラーは気がついているのだろうか。

「あ、でもこれだけは教えてあげる。ときどき勘違いしちゃう人もいるけど、カウンセリングを受けているからといって、その人が特殊な人間ってわけじゃないわ。普通の人が、普通の悩みを解決するのを、ちょっとだけお手伝てつだいする。それがカウンセリングなの。なにが言いたいかというと、幸徳さんは、とっても可愛らしい、普通の女の子だってこと」

「普通──？　俺おれはあの女が普通だったとは、とても思えないが」

「そうね。恋をしちゃった女の子は、もしかしたら普通とは、言えないのかもしれないわね」

　そう言って澁しぶ澤さわめぐみは意味深に笑う。

「次は幸こう徳とくさんだから、私からそれとなく脈アリって、伝えちゃおうかな～」

「お願ねがいだから、余計なことをしないでくれ」

「うふふ。でも、うれしいな──」

「は？」

「──こうやって私が久く遠おんくんとお話ができたのは、初めてかもしれない」

　無邪気な童顔で、澁澤めぐみは笑っていた。




　保健準備室を出ると、次のカウンセリングの幸徳秋あき良らと目が合った。

　切れ長の瞳ひとみでじっと久きゆうの顔を見つめ、それからにやりと笑った。

　一般的尺度からは、間違いなく美しい女ではある。それもとびきり美しい。しかしなにか得体えたいの知れない不気味さが、彼女にはあった。

「私はおまえに、興きよう味みがある」

　すれ違いざまにそう言って、幸徳秋良は保健準備室に入っていった。







　翌日。

　休み時間の教室。いつものように久がひとりで時間が経たつのを待っていると、いつもとは違うねっとりとした不快な視し線せんに気づく。

　廊下から、幸徳秋良がじっと久を見ていた。

　その彼女を、教室を出入りする生徒たちがいぶかしげに眺めている。彼女はそんな生徒を意にも介さず、ただ久を見つめている。

　久もまた幸徳秋良を意に介さなかった。久は目をつぶり、ただ次の授業が始まるのを待った。

　チャイムが鳴る。

　昼休み。久が鞄かばんから弁当を取り出したとき──机の前に女の脚が見えた。

　顔を上げると、幸徳秋良が、こちらを見下ろしていた。

「おまえと、二人ふたりきりになりたい」

「断る。俺おれは弁当を食べる」

「ならば食べ終わってからでいい。ここで待つ」

「──勝手にしろ」

　かまわず久は、弁当を食べ始めた。

　教室で、久はいつもひとりで弁当を食べている。

　世の中には、ひとりで弁当を食べることに引け目を感じ、トイレの個室などで隠れるように弁当を食べる人間がいる。そういう人間は、自分に比べればよほど社会性のある人間なのだろう、と久きゆうは思っている。

　ひとりでいることに引け目を感じる人間は、逆に言えば、コミュニケーションを求めている人間なのだ。

　久は違う。

　休み時間や昼食、そんなときに、他人と会話することを望んでいない。だから雑音だらけの昼休みの教室でひとり弁当をしていようと、居い心地ごこちの悪さは感じない。

　ただ目の前で、直立不動の女にじっと見下ろされながら弁当を食べることは、非常に居心地が悪かった。

　そして困ったことに、弁当は、五分もかからず完食してしまった。

「──食べ終わったな。行こう。二人ふたりきりになれる場所がある」

「正直に言おう。俺おれはお前とのコミュニケーションを望んでいない。これはお前に限ったことではないが、特にお前とは関かかわりたくないと思っている。だから、帰ってくれないか」

　拒絶の言葉。

　それを聞いた幸こう徳とく秋あき良らがほんの一いつ瞬しゆん、悲しそうな表情をしたのが見えた。その顔はいままでの大人おとなびた印象とは違い、無む垢くで内気な、か弱い少女のように見えた。

「昨日きのうのことは、反省をしている。あんなアプローチで、おまえを私のものになどできるわけが、ないのにな──」

「わたしの、もの？」

「言い方が悪かったのなら謝あやまろう。私は、不器用な言い方しかできない」

　そう言ってまた幸徳秋良は、じっと久の顔を見つめてくる。

　教室の喧けん噪そうのなか、無言の二人の時が過ぎる。

「──ずっと、そうしているつもりなのか？」

「私は──おまえと、二人きりになりたいのだ」

　昼休みは長い。昼休みじゅうずっと真正面から見つめられているのは、久にとっても居心地が悪かった。

　久はひとつ大きなため息をついた。

「──で、どこに行けばいいんだ？」

　その言葉に、幸徳秋良の顔がぱっと明るくなった。




「こっちだ」

　廊下。久は幸徳秋良の後ろについて歩く。

　ときどき幸徳秋良は振り返り、久がちゃんとついて来ているか確かく認にんする。彼女の後ろ姿は、どこかはずんでいるように見えた。

　たどり着いたのは図書室──。

　しかし目的地は、そこではないようだった。ずんずんと図書室の中を進んでいく幸こう徳とく秋あき良ら。彼女は図書室の書棚の間をさらに進んだ一番奥、古ぼけた木製扉の前で止まった。

　図書準備室──と、プレートに書かれている。

　その扉を開くと、壁へき面めんすべてが、書棚であった。

　ジャンプしても手が届きそうにない天てん井じようまでびっしりと本で埋め尽くされ、窓はない。

　板張りの床には、寄木細工の幾何学模様。

　部へ屋やの真ん中には木製の長机と数脚の椅い子すがあった。が、仮にそこで本を読んでいるときに少し大きめの地じ震しんでも来たら、四方からの本の雨で圧死するに違いない。

　許容量以上の書しよ籍せきを無む理り矢や理り詰め込んだ、異様──という表現がふさわしい空間だった。

「私は、図書委員をしている。だからこの部屋を自由に使えるのだ」

「まるで自分ひとりのもののように言うが、他ほかの委員は怒らないのか？」

　急に、幸徳秋良の声のトーンが落ちる。

「みんな、辞めてしまった。私のことが嫌いらしい。普通の人間ばかりだった」

「──まあ、わからないでもない」

「でも悪いことばかりじゃないぞ。それから私はスクールカウンセラーと面めん談だんするようになった。そこで私は、おまえを見つけることができた」

　幸徳秋良はそう言って、久きゆうに微笑ほほえみかけてきた。

　その儚はかなげな微笑は、素直に可愛かわいいと思えた。

「で、二人ふたりきりになったぞ。お前の望みは、かなったのか？」

「そうだな。ここに座ってくれ」

　久は言われるままに椅い子すについた。その椅子に、幸徳秋良はぴったりと自分の座る椅子を横付けした。

「これを、私と一いつ緒しよに見て欲しいのだ」

　笑え顔がおの彼女が書棚から取り出した一冊の本は──

　裸の幼女のグラビアが表紙だった。

「──なんだこれは？」

「北ほく欧おうの幼女のヌード写真集だ。昨日きのういろいろ考えたのだが、おまえが真性のペドフィリアである可能性があると思ってな。ほら、私の胸には見向きもしなかったろう？」

「──なぜお前とこれを見なきゃならないのか、本気でわからない」

「国内では所持すら非合法な、貴重な写真集なのだぞ？」

「俺おれはロリコンじゃない」

「では熟じゆく女じよ好ずきか、しようのない男だな」

「待て。俺はそういうことを言いたいんじゃない──」

　久きゆうの制止を無視して、幸こう徳とく秋あき良らはまた書棚で別の写真集を物ぶつ色しよくしはじめた。

　図書準備室は、司書や図書委員の作業部べ屋やであり、資料の保管庫でもある。そこには図書室の書棚に入りきらない書物や、開架に適さない書物が保管されている。

　その開架に適さない書物というのは──卑ひ猥わいな内容のものも含まれる。

「もう面めん倒どうだ。これを一いつ緒しよに読むのだ」

　どさっと、目の前に置かれる書しよ籍せきの山。

　さまざまな嗜し好こうのエロスの世界が広がった。

　幼女のヌード写真集。異常に乳房の大きい女の絵が表紙のマンガ。きつく荒あら縄なわで縛しばられた裸の女のグラビア。見覚えのあるアニメキャラが陵りよう辱じよくされている同人マンガ。五〇代とおぼしき女性のヌード。睦む月つき影かげ郎ろうの官能小説──。

　隣となりでは、幸徳秋良が爛らん々らんと目を輝かがやかせて久を見ている。

「──お前は、昨日きのうの痴ち女じよ行為を反省してるんじゃなかったのか？」

「反省している。おまえが同世代の女に興きよう味みがない、特殊な性せい癖へきの持ち主である可能性を考こう慮りよしていなかった。私などでは、勃ぼつ起きしない男かもしれない」

　久はその痴女から再び本の山に目を移した。

　ここは高等学校の一室である。なぜこんな有害図書が、しかも大量に保管されているのだろう。久は素朴に疑問を抱いた。

「──発注の一部は、図書委員に任されている。私は私が必要だと思う本を発注した。残念ながら開架は許されなかった」

　卑猥な書籍の山に不ふ審しんの目を向ける久に、幸徳秋良はそう説明した。

　久はため息をつく。

　ここにやって来たのは完全に自分のミスだ。同じスクールカウンセラーのハンコを必要とする面めん倒どうな境遇に同情し、少しでも心を許したことを後悔した。しかし──

（──まあ、どうでもいいか）

　とも思った。

「このエロ本を、お前と一緒に読めばいいんだな？」

「そうだ。ときどき股こ間かんを確かく認にんしてもいいか？」

「──勝手にしろ」

　舌打ちをして久はそう言った。

　久にとっては、授業で教師の話を聞くのも、カウンセリングを受けるのも、少々頭のおかしい女の好奇心に付き合うのも、同じようにどうでもいいことだった。

　どこかの時点で自分が股間を勃起させれば、この女のつきまといも終わるだろう。

　──その判断が大きな間違いだったと、久が気づくのには、そう時間はかからなかった。




　ふたりきりの図書準備室。

　仲なか睦むつまじい恋人同士のように寄り添って、いやらしい書しよ籍せきのページをめくっていった。

　ときどき幸こう徳とく秋あき良らは、久きゆうの股こ間かんをまさぐった。勃ぼつ起きしてないことを確かく認にんすると、うれしそうに微笑ほほえんだ。




　昼休みを終え、授業数限を費やし、戦いは終わった。

「──これで、満足か？」

　睦む月つき影かげ郎ろうの最後のページを閉じて、久が口を開く。

　彼女の瞳ひとみは、少し潤うるんでいた。

「やっと出会うことができた。──おまえは、私の理想だ」

「おい離はなせ」

　幸徳秋良が抱きついてきたので、肩をつかんで押し離した。

　エロスの洪こう水ずいに股間がまったく反応しなかったことは、久にとっても意外だった。

　確たしかに自分は、ここ数年勃起をしていないように思う。しかし特に気にしてはいなかった。この幸徳秋良が指摘しなければ、数年間勃起していないことにすら気づかなかっただろう。

　すべては、どうでもよいことだと思っていた。

　生きることに真ま面じ目めでない久にとって、まさに生きる象徴のような、性器の勃起という生理現象自体が、遠い世界の話に思えた。

　とはいえ、そんな自分の本能的な欠落をあらためて丁てい寧ねいに証明されることは、決していい気分ではなかった。

「──帰っていいか？」

「だめだ」

　幸徳秋良が久を引き留める。

「おまえは、私のものだ」

「俺おれはお前のものじゃない。誰だれのものでもない。ただお前には礼を言う。来週から、スクールカウンセラーに相そう談だんする話題ができた」

　久は立ち上がって出口に向かったが、すぐに制服の袖そでを幸徳秋良に摑つかまれた。

「──まだ、なにかあるのか？」

　久が面めん倒どう臭くさそうに振り返る。

　幸徳秋良は怖ろしいほど美しい、妖よう艶えんな笑えみを浮かべていた。

「──おまえはまだ、インポテンツじゃないかもしれない」

「なに？」

　いたずらっぽく少し考える仕し草ぐさをした後、幸徳秋良は言った。

「──私を、殴れ」

「は？」

「おまえは、サディストかもしれない。それを確かく認にんする必要がある」

「俺おれはサディストじゃない。さっき嫌いやってほどＳＭ写真を見せたろう」

「写真でなにがわかる。実際に私を殴る生々しい骨の感触で、傷ついた私の顔を見て、おまえは激はげしく勃ぼつ起きをするかもしれない」

　久きゆうを見つめる幸こう徳とく秋あき良らの顔は、笑っていた。

「──お前は、変態なのか？」

「安心しろ。私はマゾヒストではない。──どちらかというと、嗜し虐ぎやく性向のほうが強い」

　彼女は自慢気にそう言った。

　久はため息をついた。

　性的に興こう奮ふんするかは抜きにして、久はこの女を殴りたくなってきた。

　むしろ久でなければ、とっくに殴っていたかもしれない。殴るに値するだけの仕打ちを、すでにこの女からは受けている。

　本人が殴れというのだ。どうなろうと知ったことではない。

　そして仮に女を殴ることで自分が性的に興奮したとしても──そのときはそのときで自らの特殊な性せい癖へきに戦せん慄りつするかもしれないが──少なくとも、自分の性せい機き能のうに問題がないことは確認できる。

「──わかった。そんなに言うなら、殴ってやる」

「手加減しなくていい。思いっきり殴るんだぞ？」

「いくぞ──」

　パシン。

　平手で打った。さらさらと彼女の黒髪が宙に舞まう。

　人間を殴ることは悪いことだ。女を殴ることは悪いことだ──そんな常じよう識しき的てきな倫りん理り観かんは久にはない。そういった常識は、きちんと社会で生きている人間のものである。

　ただ衆しゆう人じん環かん視しの場で人を殴れば、面めん倒どうなことになる。久にとってはそれだけのことだった。

　──いまこの図書準備室に、目もく撃げき者しやはだれもいない。

　平手で打たれた幸徳秋良の片かた頰ほおは、軽く紅こう潮ちようしていた。

　しかしその表情は、妙に不満気だった。

「──だめだ。ぜんぜん弱い。グーで来い」

「知らんぞ」

　どうにでもなれという気持ちで、言われるがままに、今度は拳こぶしでいった。

　バシン──。

　殴られた反動で彼女は背中から書棚にぶつかり、その衝しよう撃げきでバラバラと数冊の本が落ちた。

　乱れた髪の間から、にやりと妖よう艶えんに笑う彼女の口元が見えた。

　唇が少し切れ、口から血が垂れている。

　わかっていたことではあるが、久きゆうにサディズムの気けはない。女を殴ることで性的興こう奮ふんなどしない。当然、勃ぼつ起きなどしない。

「いいぞ。そのまま私を押し倒せ」

　言われるままに、幸こう徳とく秋あき良らを床に押し倒す。

　もしかしたら、それで勃起するかもしれない。

「──よし、いいぞ。次は強引に私の制服を脱がすのだ。ボタンなど気にしなくていい。引き裂くように、無む理り矢や理りブラウスを破るのだ」

　言われるままに、制服を破る。

　──もしかしたら、それで勃起するかもしれない。

　ブラウスのボタンがいくつか弾はじけ、彼女の雪のような肌が露ろ出しゆつした。華きや奢しやで色っぽい鎖さ骨こつのライン、意外と子供っぽいコットンのブラ、なだらかにくびれたウエスト──。

　ふたりきりの図書準備室。

　ブラ姿の幸徳秋良に、馬乗りになる久。

　しばらく見つめ合った。

　彼女は美しかった。

　寄木細工の床に広がる長い黒髪。それと対照に、ほのかに光って見えるホクロひとつない純白の肌。子供っぽいブラに隠された、やわらかな曲きよく線せんを湛たたえるかたちの良い乳房──。

　嗜し虐ぎやく心しんを誘うような、少し怯おびえた表情で、幸徳秋良は久を見つめてくる。

　もちろん久に性的興こう奮ふんはまったくない。股こ間かんは大人おとなしいものである。

「──わかったか？　俺おれは、サディストじゃない」

　そのとき怯えた表情だった幸徳秋良の口元が、にたりと──不気味に形を変えた。

　それは久には到底理解できない、おぞましい悦よろこびの笑えみに見えた。

「やはりお前は、ただの変態か──」

　久はため息をついた。

「お前はきっと、不能者をからかって遊び、笑い、それで快楽を得る特殊な性せい癖へきの持ち主なんだろう。自分は犯されないという安全な位置から男の劣等感をあざ笑う、実に醜しゆう悪あくな趣しゆ味みだ。醜悪だとは思うが、別に俺はそれを否定はしない。お前のゲスな趣味など、俺にはどうでもいいことだ。

　ただ悪いが、勃起しないことに俺は劣等感など感じていない。焦ってもいない。勃起しようがしまいが、俺にとってはどうでもいいことだからだ。──残念だったな。俺にはお前を、満足させるような振ふる舞まいはできない」

　久は女の制服から手を放し、立ち上がった。

「──付き合っていられない。二度と俺に干渉するな。一人ひとりでやってくれ」

　そのまま図書準備室の出口へ進んでゆく。

「待て」

　幸こう徳とく秋あき良らはブラ姿のまま素す早ばやく久きゆうを追い越し、ガチャリと後ろ手で準備室の扉の鍵かぎを閉めた。

「なんのつもりだ」

「もう逃がさない」

「どけ──」

　力ずくで部へ屋やを出ようとした久に、幸徳秋良が急に顔を近づける。

「おまえは合格だ、インポテンツ──」

　口づけをするような顔の近さで、彼女は言った。

「──おまえには、式しき神がみになる才能がある」

「あ？──」

　彼女の発する言葉の意味が、久にはさっぱり理解できなかった。




　静かだった。

　非合法を含む多彩なアダルト書しよ籍せきが並ぶ図書準備室で、若さをもてあます十代の男女が二人ふたりきり、吐息の届く距きよ離りで互いを見つめ合っている。

　女の服装は乱れ、半裸と言って良い格好である。
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　しかしその二人ふたりの間には、目と目のいたずらとか、苦しく甘酸っぱい恋愛感情とか、溢あふれ出す青春のリビドーとか、そんな空気は一切ない。

　その瞬しゆん間かん、久きゆうの中にあったもの。

　それは不ふ審しんと混乱、そしてささやかな恐怖である。

「──しきがみ？」

「そう、式しき神がみ。古来より陰おん陽みよう師じが使し役えきした鬼神のことだ」

　幸こう徳とく秋あき良らは真顔でそう言った。

「喜べインポテンツ。これから私がおまえの主人として、立派な式神になれるよう導みちびいてやろう」




　冷たい静寂が、図書準備室を流れる。




「──正直に言おう。いま俺おれはパニック寸前だ。その式神とやらと、いままで俺にさんざん付き合わせた変態行為と、いったい何の関係がある」

「関係おおアリだ。だがまずおまえの勘違いを正そう」

「勘違い？」

「神話や伝説に登場する魔ま物ものや怪物は、実は空想の産物ではない。魔物に象徴化された被征服民族──つまり人間であり、そのいにしえの民族征服譚たんが寓ぐう話わ的てきにまとめられた物語、それが神話や伝説なのだ」

「──いったい、何の話だ？　俺はそんなことは聞いてない。俺にエロ本を読ませたり、思いっきり殴らせたりしたのは何だったのか、それを聞いている」

「説明は順を追ってしなければならない」

「もういい。扉を開けろ」

　語気を強めて言ったが、幸徳秋良はドアの前から動こうとしない。

「私が言いたいことは、陰陽師が使役する式神も、そういった魔物と同様に、実際にはある種の人間を象徴したものだということだ」

「客きやつ観かん的てきに自分を見ることができない──そういう類たぐいの病気なのか？　一応状況を説明すると、いまお前はブラジャー姿でひとりの男子生徒を図書準備室に閉じ込め、わけのわからない妄想話を語っている」

「妄想などではない。真実だ」

「どっちでもいい。そこをどけ」

「式神となるある種の人間とは〝人であって、人に非あらざる者〟──つまり、おまえだ」

　久の耳元に口を寄せ、女がそう呟つぶやいた。

「お前の言いたいことはだいたいわかった。要はエロ本を読んで勃ぼつ起きしない男は人間ではないということか。──くだらない」

「それだけではないぞ。式しき神がみとはその名が示す通り神の一形態だ。人が神に近づくためには、それ相応の犠ぎ牲せいをともなう。生殖機き能のうや、社会的幸福や、肉体的快楽や、その他さまざまな人間性を捧ささげ聖別されたものだけが、神になれる。古来より式神は身分制度の外に置かれた異い形ぎようの者が担っていたが──現代には、そういった制度的異形は残されていない」

「どけ。お前に必要なのは俺おれとの会話じゃない。カウンセリングだ」

「だめだ。おまえには才能がある。逃がしはしない」

　あくまで扉の前に立ちふさがる幸こう徳とく秋あき良ら。

「どう思おうが俺には関係ない。無む理り矢や理りにでも出て行く」

「おまえは、もう、逃げられない」

「止められるものなら止めればいい。お前が妄想するその神とやらの力が、本当にあるのならな」

「──いかにも私は神の力を使し役えきすべき陰おん陽みよう師じではあるが、いまここでおまえをその力で止めることはできない。腕力はおまえに劣るし、残念ながら神じん通つう力りきを操あやつることもできない。しかし私は最初から、そんな力に頼るつもりは毛頭ない──」

　久きゆうはこれ以上、妄想話に付き合うつもりはなかった。邪じや魔まする幸徳秋良を押しのけ、図書準備室の扉に手をかける。

　幸徳秋良は抵抗らしい抵抗もせず、ただ久の耳元にこう囁ささやいた。

「──そのままこの部へ屋やから出たら、おまえはレイプ犯になる」

　一いつ瞬しゆん、時が止まる。

「──なに？」

　久は扉に手をかけたまま、混乱する頭を整せい理りした。

「俺はレイプなどしていないし、したいと思ったこともない。それはお前自身が確かく認にんしたことだろう」

「私をこの図書準備室に連れ込んで、二人ふたりきりになると嫌いやがる私を暴ぼう力りよくで従わせ、自らの怒ど張ちようした陰いん茎けいを強引に私の性器に挿そう入にゆうし身勝手に射精した。何度も何度も──処女なのに」

「噓うそをつくな。殴ったのだって、お前に言われてやっただけだ」

「ああその通り、噓だ。──しかしあの映像を観みて、裁判官はどう思うかな？」

　女の指先を目で追って行くと、それはあった。

　──書棚の隙すき間まに、どす黒く光るカメラのレンズが。

（クソッ）

　素す早ばやく久は書棚の本をかき分けて、そのカメラを奪い取る。記き録ろくを消去してやろうと思ったが、それはいわゆるビデオカメラではなく、本体のないただのＣＣＤカメラであった。

「無む駄だだ。記録媒体は別の場所にある。カメラも一台ではない」

　周囲の書棚をよく見ると、確たしかにレンズらしき無数の黒い光を確かく認にんできた。

「──俺おれを、はめたのか？」

「自じ衛えいの手段でもある。もしインポテンツでなければ、エロティックな書しよ籍せきで猿のように興こう奮ふんしたおまえに、本当に強ごう姦かんされる可能性もあったからな」

「何台のカメラで撮さつ影えいしようが、服を脱がすところまでの映像しかないはずだ」

「充分だ。どうにでも演出できる。おまえが無む理り矢や理り私の制服を引き裂き、私が抵抗した拍子に本が崩れて映像が途と切ぎれ、あとは私が泣き叫ぶ音声だけが延々と続く──そんな陰惨な証拠が法廷で流されて、おまえは被告人席で、どんな視し線せんに晒さらされることになるのかな？」

「俺は、なにもしていない」

「──もしいまおまえがこの部へ屋やから出て行ったら、私はここで処女膜を破り、泣きながら病院へ駆け込んで処女膜裂傷の診断をもらい、そのまま警けい察さつに被害届を提出しておまえを強姦致傷罪で告訴する手続きに入る」

「待て。俺はお前が言うように──性的に興奮しない。訴えられてもそう主張する」

「ならば私は、おまえが私を強姦をした後に、刑事手続きの心理的ストレスからインポテンツになったのだと主張する。私には処女膜裂傷の診断書がある。暴ぼう行こう現場の映像もある。おまえはどのようにして、以前から勃ぼつ起き不全だったことを証明するというのだ？」

「待て──」

　久きゆうは深呼吸をして、そして少し考えた。

　ど変態だと思った女が本当にマジキチで、思わぬ巧妙な罠わなにはめられ、おまけに自分の処女膜を破るぞと、自じ爆ばくテロのような脅迫にさらされている。

　これまで久は、自分の人生などどうでもいいという感覚で生きてきた。それはいまでも変わらない。

　どうでもいい──たとえ自分が強姦その他の凶悪犯罪で刑務所に収しゆう監かんされたとしても、大した問題だとは思わない。

　ただしそれは、自らの意志と責任で、罪を犯した場合だ。

　身に覚えのない罪で人生が面めん倒どうな方向へ進むことは、とても看過できるものではない。

　つまりいま久は、どうでもよくはない状況に身を置いていた。

　幸こう徳とく秋あき良らが、かすかに微笑ほほえんだ。

「いまおまえには、選択肢が二つある。強姦致傷罪で裁かれ相応の期間矯きよう正せい施設で罪を償つぐなうことになるか、それとも──おとなしく私と契約をし、式しき神がみとなるかだ」

「……」

　少しだけ我慢して、このマジキチ女に話を合わせれば、とりあえず裁判沙ざ汰たになる面倒は避けられる。その間に録ろく画がデータを消去するなり、状況を打開できるチャンスは訪れるはずだ。

「ふふふ。いい子だ」

　よどんだ静寂の図書準備室。

　茫ぼう然ぜんと立ちつくす久きゆうの体を、幸こう徳とく秋あき良らが愛いとおしそうに抱きしめた。
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「はい、あ～んして」

　幸こう徳とく秋あき良らが箸はしで食べさせるごはんを、久く遠おん久きゆうがおとなしく咀そ嚼しやくする。

「──ふふふ。どう？　おいしい？」

　昼休み。

　むつまじく向かい合って座る幸徳秋良と久遠久。

　久遠久の同級生たちは驚きよう愕がくの表情で、ラブラブな二人ふたりの様よう子すをうかがっていた。

　幸徳秋良が、丹精を込めて手作りした弁当──。

　味は、激げき烈れつにまずい。

　当然である。白飯に数種類のプロテインが混ぜてあるだけの、家畜のエサ以下の弁当なのだから。

　久は、味には鈍どん感かんなほうである。食事は栄養摂取の手段にすぎない。食べ物の味などどうでもいい。そう思っていた──のだが──この攻こう撃げき的てきに嘔おう吐とを誘ってくる地じ獄ごくの固形物を、ストレスなく食べるのはさすがに難むずかしかった。

「おいインポテンツ──」

　さきほどの猫なで声とはうって変わった低い声で、幸徳秋良が久を呼んだ。これが彼女の地声である。

「もっと美お味いしそうに食べろ。たとえまずいと感じても、脳を騙だませ。少なくとも美味しいと思い込むことで、栄養の吸収率や免疫力が高まるのだ」

　そう真顔で凄すごんでから、また噓うそくさい笑え顔がおに戻った。

「はい、あ～んして」




　昨日きのうから久遠久は、幸徳秋良の式しき神がみとなった。

　人の形をした和紙に互いの名前を血液で書き合う珍妙な儀ぎ式しきを強要されたが、その後とくに不ふ思し議ぎが起こるわけでもなく、久の肉体や精神に変化もなかった。

　ただ儀式の後、幸徳秋良から大学ノートを破いた一枚の紙を渡された。

「なんだこれは？」

「筋力トレーニングのメニューだ。毎日やってもらう。さぼるなよ」

「腕立て・腹筋──ちょっと待て。陰おん陽みよう師じとか式神がどんなものか俺おれは知らないが、こんな体育会系のものなのか？」

「式神の強化が、すなわち私の力の強化となる。古こ文もん書じよに記された伝統的手法も試すが、それだけに頼るつもりはない。目的のためにあらゆる手段を尽くすのが、陰陽師だ」

「──」

「なんだその反抗的な目は。いまからでも処女膜を破って、おまえを強ごう姦かん魔まにしてやっても良いのだぞ？」




　久く遠おん久きゆうはヘドのようにまずい白飯を嚙かみながら、頭の中に天てん秤びんを描いていた。

　このまま幸こう徳とく秋あき良らの言うがままに式しき神がみとして生活するか、それとも思い切って強ごう姦かん罪ざいで刑務所に入るか──いまの久には、どちらもそう変わらないことのように思えた。

　ただどこかで昨日きのうの録ろく画がデータを消去できれば、久は式神にも強姦魔まにもならずに済む。その希望にすがり、くそまずい白飯をなんとか飲み込んだ。

　録画されたデータがどこにあるのかは、まだわからない。

「どう？　おいしい？」

　目の前では幸徳秋良が作つくり笑え顔がおで少し首を傾かしげ、久にそう尋ねてくる。

「どう？　おいしい？」

　しつこく尋ねてくる。

「──おいしい」

　作り笑顔が毒蛇のような表情に変わってきたので、久は形式的に返答した。

「うふふ。うれしい」

　彼女は満足そうに、また箸はしで地じ獄ごくの固形物をすくうのだった。

　喜怒哀楽に乏とぼしい久も、いささか腹が立ってきた──とはいえ、すでに吐きそうだった。このままでは何かの拍子に嘔おう吐としてしまう。

「ひとつ聞きたいのだが──」

　とにかく少し味覚と胃を休める必要がある。

　久は幸徳秋良に話題をふった。

「お前の目的はなんだ？　俺おれを脅おどして従わせ、この拷ごう問もんを楽しむことか？」

「拷問とは心外だな。これは愛情を込めた育成だ。私は決して自分の快楽のために、おまえにこのまずそうな飯を食わせているわけではない」

「まずい、ということは認めるんだな」

「これはおいしい弁当だ。まずいと感じるのはおまえの心の問題だ」

「自分でいま、まずそうな飯と言っただろう」

「──当面の目的は、おまえの強化だインポテンツ。この弁当だって、そのためにわざわざ私が少し早く起きて作ってきたのだぞありがたいと思えわかったらとっとと口を開けろ」

「それならばせめてプロテインはプロテインで、白飯は白飯で食べたい。なぜ一いつ緒しよに食べる必要があるんだ」

「それでは、愛情を込めた手料理にならないではないか！」

　狂っている──。

　やはりこの女は何を考えているのかまるで理解不能だ。久はそう思った。




　幸こう徳とく秋あき良らが作ったまずい弁当を食べ、放ほう課か後ごは幸徳秋良の監かん視し下かで筋トレをする。

　そういう拷ごう問もんが何日か続いた。

　そして水すい曜よう日びがやってきた。スクールカウンセラーに、ハンコをもらう日である。




　保健準備室のソファに腰をかけた。

　久きゆうは意を決して、童顔で胸の大きいスクールカウンセラー・澁しぶ澤さわめぐみに、幸徳秋良の異常さを訴えることにした。

「──思うに幸徳秋良は、いますぐ入院が必要なレベルだと思う」

「ど、どうしたの？　いきなり」

「あいつは頭がおかしい。自分が陰おん陽みよう師じだと主張している。そして俺おれを自分の式しき神がみだと言ってきた」

　澁澤めぐみは大きな瞳ひとみをくりくりさせて、久の顔を見た。

　顔に比して大きすぎる胸が、白衣の中で窮きゆう屈くつそうにしている。

「──それって、幸徳さんに告白されたってこと？」

「どうしてそういう解釈になる。陰陽師と、式神だぞ？」

「あのね久く遠おんくん。十代の女の子がオカルトにハマることは、よくあることなんだよ。私だってよくやったよコックリさんとか」

「──言っておくが、あいつのは、そういうレベルじゃない」

「そういうレベルだよ。知ってる？　コックリさんってこう──狐こつ狗く狸りさん、とも書くけど、告白の〝告こくりさん〟だって説もあるの。恥ずかしがり屋の女の子はね、そうやって狐きつねとか心しん霊れいとかのせいにしながら、好きな人にそれとなく告白してたんだよ、昔から」

「だから何度言えばわかってくれる。幸徳秋良は、そんなに可愛かわいい女じゃない」

「あら。先生の目から見たら、幸徳さんはとっても恥ずかしがり屋で、不器用な、可愛い女の子だよ。久遠くんは、もっと女心がわかるようにならなきゃ、女の子にモテないぞ。せっかく可愛い顔してるのに」

　澁澤めぐみは笑いながらいたずらっぽく、久の鼻先を指ではじいた。

　久は舌打ちをした。この女に相そう談だんしたのが大きな間違いだった。

　処女膜を破るぞと脅迫されている件を言おうか──と、久は迷って、やめた。

　必然的に自分の勃ぼつ起き不全を打ち明けなければならないし、いまのタイミングでは澁澤めぐみに変な勘違いをされかねない。幸徳秋良に愛の告白をされたが、自分の性的不能に葛かつ藤とうする悩み多き男子高校生である、と。

　そもそも澁澤めぐみのカウンセリング資料は、幸徳秋良に筒抜けである。情報が漏ろう洩えいした場合、まずい弁当を食わされるくらいでは済まないだろう。

「──でね、聞いてよ久遠くん。先生が高校生のとき友達とコックリさんをしたんだけどさ、ずーっと〝め・ぐ・み・し・ね〟になったことがあるの。私ってばすごく怖くなっちゃったんだけど、後から聞いたら、その友達の好きな人っていうのがね──」

　澁しぶ澤さわめぐみの世間話が始まり、そのまま久きゆうのカウンセリング時間は終わった。

　久はハンコをもらい、廊下に出た。

　廊下には次の番の、幸こう徳とく秋あき良らが待っていた。

「──先に図書準備室に行って、私を待っていろインポテンツ」

　今日きようも筋トレは、休みではないようだ。

　幸徳秋良がカウンセリングを受けている間、久は図書準備室で録ろく画がデータを探した。ＣＣＤカメラは無む線せんで、どこに記録媒体があるのかはわからなかった。




「はい、あ～んして」

　あいかわらずの、プロテイン弁当だった。

　昼休みの教室。久は自分の味覚を殺して、その地じ獄ごくの白飯を咀そ嚼しやくし飲み込んだ。

「おいしい」

　久はいつものように儀ぎ礼れい的てきな感想を述べた。

　その久を、幸徳秋良はじっとり湿気を帯びた目で見つめてくる。

「なにか──私に詫わびることがあるのではないか？　インポテンツ」

　久は少し考えた。澁澤めぐみに、幸徳秋良の入院措置を促した件だろうか。

「──おまえは昨日きのう、私がいない間に、図書準備室でカメラに触っていたな」

（しまった──録画されていたのか）

「あ、あれは──単純な好奇心だ。カメラというものに興きよう味みがあった」

　そう言ってごまかした。

「ほう。おまえは無関心・無気力・無感動な人間ではなかったのか？　確たしかに昨日のめぐみちゃんの資料には、おまえの様よう子すが変わってきたとは書かれていたが」

「──待て。どんなことが書かれていた」

「めぐみちゃんは、いい加減だからな。あまり詳細にメモをとらない。おまえの様子が変わったことと、私の名前と、ハートマークだけが書かれていた」

（あの女──）

　しかしカルテにそれだけしか書かれなかったのは、不幸中の幸いだったかもしれない。

「私はおまえが昨日めぐみちゃんと何を話していたのか興味がある。言え」

「それはプライバシーだな。言いたくない」

「おまえは私の式しき神がみで、私のものだ。プライバシーかどうかは私が決める」

「それだ。お前のことを話していた」

「なに──」

　幸こう徳とく秋あき良らがほんの少し、驚おどろいた顔をした。

「私の、どんなことを話したのだ。言えインポテンツ」

「その陰おん陽みよう師じとか、式しき神がみとかのことだ」

「──めぐみちゃんは、何と言っていた」

「十代の女の子がオカルトに夢中になることは、よくあることだと言っていた」

「馬ば鹿かめ。私の陰陽道はそんな生なま半はん可かな気持ちではない」

「俺おれもそう思う」

「そうか気が合うな」

　そう言って幸徳秋良はまた箸はしでプロテインご飯をすくった。

「はい、あ～ん」

　その地じ獄ごくのまずさには、なかなか慣なれなかった。

「おいしい」

　そう言わないと幸徳秋良が怒るので、不本意な感想を述べた。

「少しだけ質問があるのだが──」

「なんだ」

「──筋トレさせて、プロテインを食わせ、このまま俺をボディビルダーにでもするつもりなのか？」

「おまえは私の式神だと、言ったはずだ。式神を強化することで、私は本物の陰陽師となる」

「いま暗に、自分を偽物だと認めたな」

「偽物ではない。まだ力を、発揮していないだけだ」

「ではどうしたら、その陰陽師の力とやらを発揮できるんだ？」

「ほう。おまえも陰陽道に興きよう味みをもってきたか。身も心も、私のものになりつつある証拠なのかもしれぬな、ふふふ──」

　幸徳秋良は噓うそくさい笑みを浮かべ、

「いい子」

　と言って久きゆうの頭を撫なでた。

　それから指先で久の口唇くちびるを少し撫でてから、その指を突っ込んで口をこじ開けた。

「はい、あ～んして」

「おゴっ──」

　口の中に押し込まれる地獄の固形物。

「どう？　おいしい？」

　久は無言で咀そ嚼しやくし、ぎりぎり飲み込んだ。

「ふふふ。いい子」

　満足そうに微笑ほほえむ幸徳秋良。

「いい子だから教えてあげる。私は現代の陰おん陽みよう師じよ。式しき神がみに筋トレさせたり、愛情を込めた手作り料理を食べさせたりするのは、私のオリジナルなの。すごいでしょ」

「やはり偽物なんだな。というかそのブリっ子演技をやめろ気味が悪い」

「私は本物よ。家も陰陽師の血筋なんだから。家系図だってあるわ」

「──両親も、お前みたいにアレな感じなのか？」

「ううん。パパは公務員よ。数代前から、もう陰陽師は廃業してる。でも私は、失われた陰陽道の家系を復活させる、中ちゆう興こうの祖そになりたいの」

「お前が勝手に考えたことなら、とりあえずこのプロテイン弁当は、やめてもいいんじゃないかな」

「だめよ。いい？　陰陽師は、魔ま法ほう使つかいじゃないの。目的のためにあらゆる手段を尽くす周到なる執行者のことよ。このお弁当も、大切なあなたを強化する手段のひとつ。これは式神強化のためのごく現代的なアプローチではあるけど、私は伝統的なアプローチも否定はしない。これからあなたには、その伝統的手段も試そうかと、思っているの」

「伝統的手段？」

　そのとき幸こう徳とく秋あき良らの美しく不気味な笑え顔がおが、久きゆうの鼻先まで迫った。

「──復ふく讐しゆうよ」




　復讐──リベンジ、報復、倍返し。

　幸徳秋良に言わせると、中ちゆう世せいの昔から陰陽師というものは時の権力者の政敵を排除したり、あるいは逆にそういった政敵に味方して権力者の打倒に暗あん躍やくしたのだという。

　その過程で生まれる嫉しつ妬とや憎悪、さまざまな怨おん念ねん。それを昇華し吸収していくことで、陰陽師の式神はより強い力を得る。

　怨念を昇華・吸収する手段。それこそが、復讐である──ということだった。




「──で？　なぜ俺たちはここにいる」

　１年Ｃ組。久と幸徳秋良は、その教室の前にいた。

　つい二ふた月つき前まで中学生だった生徒たちの生命力あふれる喧けん噪そうが、昼休みの教室を包んでいる。

「以前から、目をつけていた物件がある。──あれだ」

「物件？」

　幸徳秋良が指した先に目をやると──和気あいあいとした教室の他ほかの生徒たちとは違う、異様な雰囲気のグループがあった。

　体格のひときわ大きな男が、小さく華きや奢しやな少年の頭を床に踏みつけている。その横で、派は手でなギャル風の女がケタケタと笑っていた。

　小さな少年は土下座してひたすら床にひたいを擦こすりつけていたが、大男はかまわず少年のわき腹を蹴けり上げ、女はそれを見てまた大きな声で笑っていた。

（──いじめか）

　他ほかの生徒たちは、見て見ぬふりである。この手の標的は、簡かん単たんに入れ替わるからだろう。

　──面めん倒どう臭くさい。久きゆうは正直にそう思った。

「あんなものは、教員に任せておけばいい。学年主任かなんかに報告すればそれで終わりだ。なんならスクールカウンセラーに相そう談だんしたっていい」

「そんなもったいないことを、私がすると思うのか？　そもそも我々の目的はいじめをやめさせることではない。──復ふく讐しゆうだ。教員は倫理だの法律だの教育委員会だのと勝手な理屈をつけて、いじめの加害者に充分な制裁を加えない」

「倫理や法律を勝手な理屈と解釈するのは結構だが、その復讐ってのを〝我々の〟目的と複数形にするのはやめろ。それはお前の目的だ。俺おれの目的じゃない」

「同じことだろう。私の目的は、即すなわちおまえの目的でもある」

　やれやれ、というように、久は大きなため息をついた。




「少年よ──」

　幸こう徳とく秋あき良らは、先ほどのいじめられっ子の背中に声をかけた。

　彼は洗面所でガムのついた髪を洗っていたが、振り向き怯おびえた表情で幸徳秋良を見上げた。

　ちなみにここは、男子トイレである。

「な、なんですか？　お金ならありませんよ」

「貴様を、救いに来た」

「えっ、ちょっ──」

　濡ぬれたままの髪の滴しずくを廊下に垂らしながら、少年は幸徳秋良と久の二人ふたりに拉ら致ちされていったのだった。




　図書準備室──。

「最初に伝えておく。この部へ屋やの様よう子すは全すべて記き録ろくされている。貴様が虚偽の発言を行うか、もしくは後になって虚偽と判明した場合、私の判断でその罪に応じた制裁が加えられる。その制裁は、おそらく貴様が想像するよりずっと重いものとなるだろう。つまり噓うそは、貴様のためにはならないということだ。──それを踏まえて、まずは答えろ。貴様の名は何だ」

「あの、すみません。本当にごめんなさい」

「私は貴様の名を訊たずねている！」

　幸徳秋良が長机をバンと手のひらで叩たたく。まるで警けい察さつの取とり調しらべ室しつのようだった。

　少年と幸徳秋良が正対して座り、逃げられぬように少年の背後には久が立っている。

　少年──まさにそう呼ぶにふさわしい童顔で、線せんも細く、声変わりもしていない。制服を着ていなければ、小学生だと勘違いしてもおかしくないだろう。

　背が高いとか低いとか、太っているとか瘦やせているとか、そういうくだらない理由でいじめが始まることは、珍しいことではない。

　バン──ともう一度、幸こう徳とく秋あき良らが机を叩たたいた。

「いいかげんに答えろ！　自分の名前くらい言えんのか！」

「──もう、許してください」

　少年はとうとう泣き出した。

「ええい、なぜ泣く。我々は、貴様の救世主なのだぞ」

「うっく──」

　しくしくと泣いてばかりいる少年。

　久きゆうはため息をついた。

　すでに予よ鈴れいは鳴っていた。久は授業などどうでもいいと思っているし、成せい績せきの善よし悪あしも気にしていない。しかしこの幸徳秋良の身勝手な道楽のためにわざわざ授業を欠席できる日数を減らすことは、できれば避けたかった。

　この面めん倒どうを早く済ませれば、遅刻程度で済むだろう。いつまでも、犬のおまわりさんにはつきあっていられない。

「阿あ見み野の佳よし彦ひこ、１年Ｃ組。９月24日生まれ、一五歳──」

　久は少年の胸ポケットから抜き取った生徒手帳を読み上げていた。

　その久を、少年はこの世の終わりのような顔で見上げた。

「なんてことするんですか！」

「でかしたぞ、インポテ──」

　幸徳秋良が何か言いかけたのを、久は片手で制す。

「安心しろ。俺おれたちは、お前からカツアゲしたいんじゃない」

「へ？」

　キョトンとした表情で、阿見野佳彦が久を見た。

「その女は幸徳秋良と言って、いじめ問題の対策委員だ。少々頭がおかしく見えるかもしれないが心配はいらない。お前の味方だ」

「──本当、ですか？」

　おそるおそる、阿見野佳彦が幸徳秋良に顔を向ける。

「そうだ私は味方だ。さあ語れ。いままで貴様が、どんな辱はずかしめを受けてきたのかを」

　獲え物ものを見つけた獣けもののような顔で、幸徳秋良は笑っていた。




　少年・阿見野佳彦の体たい験けん談だんは、凄せい惨さんを極めた。

　暴ぼう行こうや金品を奪われるのは日常。万引きを強要させられる、バッタの死し骸がいを食べさせられる、全裸で自じ慰い行為を強要される、親のキャッシュカードからお金を引き出される──。

　自殺していてもおかしくない仕打ちである。

　その苛酷な話を、久きゆうは喜怒哀楽のない無表情で、幸こう徳とく秋あき良らは嬉き々きとした表情で聞いていた。

「実に充実した価値ある体たい験けんだ。よくぞ今日きようまで、死なずに生きた」

　満足げに幸徳秋良は笑った。

「──しかし確かく認にんすべき点がある。貴様は一年だ。春に入学して一ヶ月あまり。いじめの標的にされ、内容が段階的に過か激げきになり、それだけの仕打ちを受けるには期間が短すぎる」

「あの、それはぼくが中学生のときからいじめられているからでして──」

　幸徳秋良の顔が曇くもる。

「貴様はあの二人ふたりに強力な怨うらみがあるのではないのか？　不特定多数が相手では、怨おん念ねんも分散してしまうぞ」

「あの二人？」

「教室でお前を踏みつけていた頭の悪そうな男と、その横で笑っていた下品な女だ」

「ああ、山やま田だくんと小こ網あみさんですね。山田くんは高校からですけど、小網さんは中学からの友達です」

「友達──？」

　幸徳秋良の形ぎよう相そうが変わる。
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「あれは友達ではない。貴様の敵だ。あいまいな境きよう界かい線せんなどない、明確な敵だ。そもそも貴様のように何も出来ない矮わい小しような存在に友達などいない」

「え──」

「とにかく、いじめの主犯はだれなのだ。貴様の怨おん念ねんは、そいつに集まっている」

「主犯というか──中学のときから、いつも中心になってぼくにいじわるをするのは小こ網あみさんですけど──」

「そうだそういうのを早く言え。そいつを潰つぶすのが手っ取り早い」

「あの、潰すとか、そういう怖いこと言わないでください。ぼくは別に、小網さんを怨うらんではいませんから」

　幸こう徳とく秋あき良らは、あからさまに不ふ機き嫌げんそうな顔になった。

「──貴様は、マゾヒストなのか？」

「そんなんじゃありません！」

「ではあれか、非ひ暴ぼう力りよく不ふ服ふく従じゆうとか、憎しみの連れん鎖さは断たなければならないとか──そういう偽善的なことを言う、私が最も軽けい蔑べつするタイプの人間か？」

「ぎ、偽善って。そんなんじゃないですけど、小網さんがぼくをいじめるのは──ぼくのせいなんです──」

「はあ？　いじめられてるのは自分のせいだあ？　意味がわからん。説明しろ！」

「──ぼくは小網さんの、好きな人を奪ってしまったんです」

　キンコンと午後の授業が始まるチャイムが鳴る。話はまだ終わりそうにない。

　午後の５限は欠席になるだろう。

　久きゆうは深く、ため息をついた。




　長ったらしい阿あ見み野のの話をまとめると、こうだった。

　小網七なな海みと阿見野佳よし彦ひこは同じ中学で、二人ふたりにはあこがれの先せん輩ぱいがいた。サッカー部のエースフォワードで、背が高くて、日に本ほん代表ＧＫの川かわ島しま永えい嗣じに似ている男前だった。

　２年生の運動会のとき、先輩に近づく絶好のチャンスが訪れた。

　種目に学年混合で行われる二人三脚があり、先輩とペアを組めれば、練習時間を含めていっぱい話すことができる。それも体を密着させて。

　先輩とのペア決め──。まずは小網が勇敢に手を挙げた。それに遅れて、引っ込み思案だった阿見野も手を挙げた。

　先輩が選んだのは、阿見野だった。

　それから運動会の本番まで、阿見野は先輩と夢のような時間を過ごしたが、その後から徐々に小網主しゆ導どうによるいやがらせが始まり、それは先輩が卒業してますますエスカレートしてゆき、高校に入学した現在も続いている──。




「──というわけです」

　阿あ見み野のの話を聞き、久きゆうはなんとも言えない、妙な感覚になった。

「貴様は──気持ちの悪いやつだな」

　言葉にならなかった久の気持ちを、幸こう徳とく秋あき良らは難なんなく一言で代弁した。

「な、なんですか気持ち悪いって」

「貴様は小こ網あみをだし抜いて、その先せん輩ぱいとアナルセックスをした。それで小網にいじめられることになった。つまりそういうことだろう？」

「ア、アナルセックスなんて、してませんよ！」

　顔を真まっ赤かにして、阿見野は反はん論ろんした。

「ほう、アナルセックスの意味は知っているのか。顔は幼いくせに、そういう知ち識しきだけはあるんだな。いやらしいやつだ。どうせ貴様はその先輩とのアナルセックスを想像して、夜な夜なその身勝手な欲望を満たしていたのだろう」

「そんな想像してませんっ！　そりゃあ、一いつ緒しよに手を繫つないで下校できたらいいなあ、くらいの想像はしましたけど──」

　阿見野は下を向いて、もじもじと恥じらった。

「アナルセックスをしたことについては目をつぶってやってもいい──貴様が気持ち悪いのは、そのことに負い目を感じて現在進行形で行われているいじめに抵抗していないことだ。それがますます敵を増長させている」

「だからアナルセックスは、していませんってっ！」

「いいかよく聞けアナルセックス。敵には二種類いる。話の通じる相手と、話が通じない相手だ。話が通じない相手に無抵抗を貫いても、一方的にやられるだけだぞ」

「──」

　阿見野は反論できなかった。

　話が通じないのは幸徳秋良も一緒だ。

　久はそう思ったが、指摘しても面めん倒どうなので黙だまっていた。

「──じゃあどうすればいいんですか。ぼくなんて力も弱いし、抵抗したって──」

　うつむいて弱々しく、阿見野が言う。

　にやりと妖あやしく、幸徳秋良が笑った。

「そのために我々がいるのだ。安心しろアナルセックス。貴様の復ふく讐しゆうを、我々が代行しよう」




　復讐のターゲットが決まり、ベテラン刑事の取とり調しらべのようにみっちりと阿見野からできる限りの情報を引き出していると、もう下校の時刻になっていた。

　結局午後の授業は、全すべて欠席となった。

「あの、あり、ありがとうございました」

「礼は復ふく讐しゆうが完遂してからでよいぞ、アナルセックス」

　阿あ見み野のは何度も頭を下げて、逃げるように図書準備室を出て行った。

「──さて、我々も帰るか」

　すでに授業は終わり、校庭から部活動のかけ声が聞こえていた。校門を出て、駅までは一〇分あまりの道のり。下校路の生徒はまばらであった。

「──おいインポテンツ」

　しばらく無言で歩いた後、幸こう徳とく秋あき良らが久きゆうに声をかけた。

「なんだ」

「今日きようは、私と手をつなげ」

　高圧的なしぐさで、幸徳秋良は片手を差し出してきた。

「なぜだ」

「命令だ。さもないと──」

「わかった」

　幸徳秋良の意図はわからなかったが、手をつなぐだけで強ごう姦かん魔まにならずに済むのであれば、久は手をつなぐ。

　幸徳秋良と手をつなぎ、また一いつ緒しよに歩き出す。

「あ──」

　いくらも歩かずに、

「逆だ。おまえが車道側を歩け。式しき神がみは、主人を護まもるものだぞ」

　幸徳秋良はそう言って、つなぐ手を変えた。

　どうでもいい、と久は思った。暴ぼう走そう車しやが突っ込んで来たら、どちら側で歩こうと死ぬときには死ぬ。

　そのまま二人ふたりはずっと、黙だまって歩いた。

　犬の散歩とすれ違っても無言。信号待ちの間も終始無言。目の前で幼児が転んで泣いても無言で通過し──駅についた。

「──ふん。こんな感じか」

　幸徳秋良が自分勝手に手を放す。

　家が逆方向なので、二人は駅で別れることになる。

「おいインポテンツ──」

　別れ際、幸徳秋良が言った。

「おまえを気に入っている点がひとつある。それはおまえが、ひとりなところだ。教室でお前の様よう子すを観かん察さつしていたことがあるが、だれひとりおまえに話しかけようとしなかったし、おまえもまただれにも話しかけなかった。そういうおまえは好きだ。信用できる」

「──そりゃどうも」

「いいか。私の好意を無にするなよ。おまえは私のものだ。裏切ったら、──私はおまえを許さない」

　久きゆうは自分がいま誉ほめられているのか、脅迫されているのか、よくわからなかった。

　ただ駅のせわしい雑踏の中で、じっとたたずんでこちらを見つめる幸こう徳とく秋あき良らの姿は、場違いなほど美しく見えた。

「俺おれはまだ、刑務所には入りたくない」

「そうだ。それを忘れるな。──家での筋力トレーニングも忘れるなよ。ゆめゆめ、な」

　そう念を押して、幸徳秋良はホームへ消えていった。








　１年Ｃ組、小こ網あみ七なな海み、一五歳、女──。

　明るいアッシュブラウンの髪を胸まで伸ばし、毛先をゆるく巻いているゴージャスな髪型。ぱっちりとした印象的な瞳ひとみにギャル風のメイクで決めている。

　新聞部が勝手に公表している校内美少女ランキングで、一年生にして七位に入っている美少女である。

　阿あ見み野のからの情報によると、相当プライドの高い女であるということである。運動神経は良いようだが、一番になれないとすぐやめてしまうため、中学時代は部活を点々としていた。

　帰宅部となってからは、取り巻きの男子を従えて行動するようになる。阿見野がいじめを受けるようになったのもこの時期からである。

　いじめを陰であやつるも、自らは手を下さない。中学時代、阿見野のほかにひとりの女子を不登校に追い込んだことがあるが、厳げん重じゆう注意を受けて出席停止処分になったのは小網七海ではなく別の生徒だった。




　１年Ｃ組、山やま田だ束つか麿ま呂ろ、一六歳、男──。

　片側を刈上げた短髪の大男。幼少期から空手の道場で鍛きたえており、首回りが太く体つきも逞たくましい。高校から空手部に入部し、インターハイでの活かつ躍やくが期待されている。

　阿見野からの情報によると、己おのれの強さに絶対の自信を持っていて、実際強いという。

　空手部の入部当日に二年生のエースと練習試合をして勝利した。以来、三年生も山田束麿呂との勝負を避けているという噂うわさがある。

　小網七海と知り合ったのは高校からだが、いつも一いつ緒しよにいる。二人ふたりは交際しているとみて間違いない。

　小網の誘ゆう導どうによって阿見野をいじめているが、それをむしろ楽しんでいる様よう子す。弱い者を痛めつけることに良心の呵か責しやくがない残ざん虐ぎやくな性格のようである。









「ひとつ聞きたいことがあるのだが──」

　小こ網あみ七なな海みと山やま田だ束つか麿ま呂ろの調ちよう査さ資料を読み、久きゆうは疑問がわいた。

「お前は俺おれなんかより、この山田束麿呂という男を式しき神がみにしたほうが、ずっと楽だったんじゃないか？　強いみたいだぞ」

「何度も言わせるな。式神は、人に非あらざる者だ。こんなセックスしまくりのリア充じゆうを式神になどできるか」

「セックスしまくりというのは、お前の想像だろう」

「私はそんな下品な想像などしない」

「ここでエロ本を見せながら俺の股こ間かんを触っていた女が、よくそんなこと言えるな」

「私は自分の性的欲望を満たすために、おまえの陰いん茎けいの形状を確認していたのではない」

　昼休みの図書準備室。

　プロテイン弁当を食べた後の久は、いつも少し機き嫌げんが悪かった。

　幸こう徳とく秋あき良らは口だけで久の相手をしながら、長机で「復ふく讐しゆう計画書」に向かっている。久には信じられない勢いで、大学ノートになにやら良からぬ計画を記述していた。

　録ろく画がデータさえ処分できれば、彼女の復讐計画に付き合う必要もなくなるし、彼女のまずい弁当を食う必要もなくなるのだが。

　久は舌打ちをひとつして、なんとなしに長机にあった校内新聞の号外、校内美少女ランキング最新版を手に取った。

　復讐の標的のひとり、小網七海は最新版の七位にランクインしている。記事には、ばっちりキメ顔の自じ撮どり写真が掲載されていた。

　まぁ美少女である。目は大きいし、顔は整ととのっている。しかしそのキメ顔の自撮りは、どこか必死すぎる感じがして、久はあまり良い印象を抱かなかった。阿あ見み野ののいじめ報告を聞いていた先せん入にゆう観かんもあるのかもしれない。

（ん？──）

　目を疑ったのは、その小網七海の下の八位に、なんと幸徳秋良の名前があることだった。

　解説にはこうある。

　幸徳秋良──図書室の痴ち女じよ。昨年の入学時には二位を獲かく得とくするも、人格に難なんがあり徐々にランクを落とす。マニア層に根強い人気で今回八位をキープ。

　写真の幸徳秋良は、教室の机で頰ほお杖づえをついて、ぼんやりと窓の外を眺めていた。その物もの憂うげな瞳ひとみは、久が見たことのないものだった。

　奇跡の一枚というやつだろうか。

　見る者によっては世界を憂うれう慈悲深い聖女のようにも見えるだろうし、見る者によっては戦場の恋人を想おもう孤独な乙おと女めのようにも見えるだろう。

　名のある画家が描かき上げた神秘的な絵画のようだった。

　いつもの気味の悪い笑え顔がおの写真にすれば、もっとランクは下がるだろうに、と久きゆうは思った。

「──なにを読んでいる」

　ランキング八位の本人が声をかけてきた。

「校内新聞に、お前の写真が載っていた」

「それか。いまいましい新聞部が勝手に隠し撮りをしたものだ。仮にも新聞記者を称しながら肖像権という概念をまるで理解していない」

「悪い写真じゃない。よく撮れている。お前にしては」

「そうか──」

　そのまま黙だまって、幸こう徳とく秋あき良らはまた「復ふく讐しゆう計画書」に向かった。

「幸徳さん──」

　図書準備室の扉が力なく開く。

　入口で少年が泣いていた。阿あ見み野の佳よし彦ひこだった。

　阿見野の両頰ほおと額ひたいにはそれぞれ、油性マジックで女性器のマークが描かれていた。誰だれにやられたかは、たずねるまでもない。

「素す晴ばらしい」

　幸徳秋良が喜びの笑顔で席を立つ。

「その怨うらみを、決して忘れるなアナルセックス。貴様を虐しいたげる者への憎しみを増幅させろ。生きよ、憎め。その正当な手順の外に、真に人間を救い得る便利な近道が有りうるだろうか」

「──なにを言ってるのか──ぜんぜんわかりません。それにぼくは──アナルセックスという名前じゃありません」

　泣きながら阿見野は言った。

「そうだアナルセックス。貴様に必要なのは、反抗だ。我々はその反抗に力を貸そう。貴様を苦しめる小悪党・小こ網あみ七なな海みと山やま田だ束つか麿ま呂ろを再起不能になるまで痛めつけ、人としての尊そん厳げんを完全に破は壊かいし、生きる希望の全すべてを奪い去るのだ」

「──反抗」

「次の日にち曜よう日び、体育祭にて復讐を遂行する。そこに座れアナルセックス。これからそのための、作戦会かい議ぎを開く──」

　大学ノートの「復讐計画書」を広げ、幸徳秋良は不気味に微笑ほほえんだ。

　その計画は、反抗というよりは、犯行に近かった。
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　小こ網あみ七なな海みには野望があった。

　それは、芸能界に入ることだ。

　七海は中学生のとき、某芸能プロダクションが主催する国民的美少女コンテストに応募し、書類審しん査さで落とされた。プライドが傷ついた。自分の存在価値を否定されたと思った。

　そのときのグランプリと、自分の顔に差があるようには思えなかった。

　むしろ自分のほうが可愛かわいいように思う。

　そこにあるのは大人おとなのコネクションの差と、プロによるメイク技術の差でしかない。少なくとも七海はそう思った。

　メイクを勉強した。メイクの基き礎そ教本を読み、雑誌の特集もくまなくチェックし最新の流行も把握した。いまでは自分のメイク技術に、絶対の自信を持っている。

　自分のプライドを傷つけたグランプリの子が、芸能界で苦戦しているというニュースをたまに見かける。そんなとき、七海は体の底から湧わき出るような幸福感に包まれる。

　ざまあみろ。最後に勝つのは、自分なのだ。

（うん。今日きようもバッチリ──）

　七海はメイクを終え、自分の部へ屋やの鏡かがみにウインクをする。

　まだ、芸能界はあきらめていない。

　七海には戦略がある。それはまず高校で一番の美少女になって、その話題をネットで拡散し、千年に一度の美少女とか卑ひ弥み呼こ以来の逸材とか適当に情報操そう作さをして、大手芸能事務所の目にとまらせるというものだ。

　繁はん華か街がいを歩けばスカウトくらいはされるが、大手の事務所じゃなければ意味はない。芸能界ではコネクションがものをいう。

　高校で一番の美少女になる。そのために多少の得票活動を行い、新聞部の校内美少女ランキングで七位に入った。入学早々ということを考こう慮りよすれば上出来だろう。

　今日は、体育祭である。

　自分の美び貌ぼうを全校生徒にアピールし、認知度を高める絶好の機き会かいだ。

（うふふ。可愛い七海。行ってくるね）

　七海は鏡に軽くキスをして、上じよう機き嫌げんで家を出た。




　小網七海が校内美少女ランキングで一位になるために、障害になる人物が二人ふたりいた。

　一人ひとり目めは、織おり口ぐちしのぶ。

　二年生の女子で、テニス部のエースで、容姿端たん麗れいで成せい績せきも良い。校内美少女ランキングでぶっちぎりの一位の完かん璧ぺき女子だ。当然男子生徒からの人気も高い。芸能界で大手事務所に所属しているグランプリの子と比べても、織口しのぶのほうがずっと強敵だと、七海は思っている。

　七海は一年後こう輩はいであるが、彼女の卒業まで待つつもりは毛頭ない。

　いずれ彼女の弱点を見つけ、そこにつけ込み、ネガティブな噂うわさを拡散させれば盤ばん石じやくな男性票も切り崩せるだろう。七なな海みには、それを成し遂げる自信があった。

　二人ふたり目めの障害は、阿あ見み野の佳よし彦ひこだ。

　阿見野とは同じ中学で、七海が国民的美少女コンテストで落選したときその腹いせでいじめていた相手だ。殴るとか蹴けるとか、直接的なことは一切しなかったが、それをバカな男子たちにけしかけて楽しんだ。中学を卒業して、後腐れ無くさようなら──と思っていたのだが、あろうことか、阿見野は同じ高校に入学してきたのだった。

　七海には怖れていることがある。

　それは、アイプチがバレることだ。

　七海は高校入学と同時に、腫はれぼったい奥おく二ぶた重えのまぶたを、くっきりとした二重にしている。毎朝、化粧品で固めているのだ。その効果は絶大で、瞳ひとみはより大きく魅み力りよく的てきになり、それだけで顔全体の印象がぱっと明るく変わった。

　もちろんお化粧をする女子にとって、アイプチやメザイクなど何ら珍しいものではない。しかしこの二重の瞳が偽物だとわかったら、バカな男子たちはどう思うだろうか。偽二重だ整せい形けいだ詐さ欺ぎだと騒さわぎ立てられ、自分の人気は確かく実じつに落ちる。七海はそれが怖かった。

　七海がアイプチだと知っている人物が校内に一人ひとりいる。

　それが阿見野佳彦だ。

　目障りだった。すぐに七海は腕力が強そうな山やま田だ束つか麿ま呂ろを味方につけ、阿見野を虐ぎやく待たいした。阿見野が服従すればよし、そのまま転校してくれればなお理想的だった。




「おはよう、七海ちゃん！」

　電車を降り駅を出たところで、女生徒に声をかけられた。

「あ、幸こう徳とくさん。おはよ」

　幸徳秋あき良ら。最近仲良くなった二年生だ。七海は幸徳と並んで、学校までの道を歩く。

「七海ちゃんは今日きようも可愛かわいいね」

「そうかな」

「そうだよ。芸能人みたいだもん。七海ちゃんと一いつ緒しよに歩いてると、なんだか私までセレブになったみたいで、テンション上がっちゃう」

「──そう、かな」

　芸能人みたいと言われて、七海も悪い気はしなかった。

「七海ちゃんはイッコ下なのに、なんか尊敬しちゃう」

　無邪気な笑え顔がおで、幸徳秋良は七海に微笑ほほえみかけた。

　幸徳秋良は、透明感のある色白美人だ。七海の美び貌ぼうは絶え間ない努力の上に努力を重ねて築き上げたものだが、幸徳の美しさは、生まれたままの自然なものだった。近くでみると、まざまざとそれを見せつけられる。

　七なな海みはそのナチュラルな美しさが羨うらやましくもあり、脅威にも感じた。

　この人が自分くらい努力をしたら、いったいどれほど美しくなるのだろう。

　ただ校内美少女ランキングでは、七海のほうが上だ。その事実が七海を安心させた。

　校内新聞は幸こう徳とく秋あき良らのことを人格破は綻たん者しやのように書きたてているが、ぜんぜんそんなことはない。むしろ穏おだやかで可愛かわいらしく、性格はすこぶる良い。きっと幸徳の美しさに嫉しつ妬とした何者かが、彼女のあらぬ噂うわさを校内に流しているに違いない。実際にそういった工作で何人もの女子を陥れている七海には、それがわかる。

「いいなー。私も七海ちゃんみたいに、可愛くなりたいなー」

「えーうちなんかより、幸徳さんのほうが可愛いよー」

「きゃー。噓うそでも嬉うれしいなっ。えへ」

　幸徳秋良とは、このまま友人関係でいよう。七海はそう考えている。

　幸徳秋良のポテンシャルは高い。

　いまのランキングは八位だが、彼女の天使のように愛らしい性格が生徒の間に浸透したら、七海の順位どころか、一位の織おり口ぐちしのぶを脅おびやかす可能性さえある。

　しかし案ずることはない。

　彼女の友人でいる限り、それはコントロールができる。

　それらしく間違ったメイク方法を教えることもできるし、リアリティのある醜しゆう聞ぶんをまき散らすこともできる。友人でいるほうが、かえって幸徳秋良の脅威を感じずに済むのである。

「じゃあ体育祭、思いっきり楽しもうねっ！」

　校門で無邪気にそう笑って、幸徳秋良は自分の教室へ走っていった。

　ピュアな彼女には、七海の裏側にある黒い打算など、想像もできないだろう。

　男子も女子も、鈍どん感かんな教員たちも、うす汚れた芸能界の大人おとなたちも、世の中の全員がバカに見えた。

　高校生活は、小こ網あみ七海の思うがままだった。




　体育祭。

　紅白に分かれ、全校生徒が土の校庭に並ぶ。

　更年期のババア校長の挨あい拶さつと、偉そうなメガネの生徒会長の選手宣誓と、かったるいラジオ体たい操そうの後、パンッとピストルの音が響ひびき競きよう技ぎが始まった。

　七海はクラス別に並んだ席に座り、白い鉢巻きをリボンのように髪に巻いて、できる限り可愛らしく応援をした。

　障害物競走、つなひき、パン食い競走──実につまらない種目である。すべては自分の活かつ躍やくの前座にすぎない。七海は心でそう思っていた。

　ただ七なな海みにも、誤算がひとつあった。

　応援合戦である。

　紅白に分かれて繰くり広げられる応援合戦は、学校の制服はブレザーのくせに黒い学ランを着て行われるわけのわからないもの──だと思っていた。実際男子はその通りのものなのだが、女子は違った。

　可愛かわいらしいチアリーダーの衣装を着て、全校生徒の前で自分の魅み力りよくを大いにアピールできる格好の機き会かいだったのだ。

　現に白組の女子代表の織おり口ぐちしのぶは、憎たらしくボンボンを振って脚を上げ、乳を揺らし、男子生徒たちの目を釘付けにしている。

　七海は爪つめを嚙かんだ。

　もし自分が応援団に立候補をしていたら、織口しのぶの身には不ふ慮りよの事故がおそいかかり、今いま頃ごろあんな場所で笑っていられなかったろうに。

（だいたい応援団なんて、名前がいけないのよ。団とか言われたら、チアリーダーがあるなんて思わないじゃないっ！）

　そんなことを思いながら七海は、キラキラと輝かがやく織口しのぶの表情を睨にらんでいた。

「痛いっ」

　イライラしたので、視界に入った阿あ見み野の佳よし彦ひこを蹴け飛とばした。七海が彼を直接痛めつけたのは初めてかもしれない。

　阿見野は嗜し虐ぎやく心しんを誘う卑ひ屈くつな上うわ目め遣づかいで、びくびくと七海を見上げていた。

「邪じや魔まよ。クソガキ」

「ご、ごめんなさい。もうしません」

「──のどが渇いたから、苺いちご牛ぎゆう乳にゆう買ってきて」

「は、はい」

　大昔のディズニーアニメみたいに跳びあがってから、阿見野は自じ販はん機きへ走っていった。その無ぶ様ざまな姿を見ていたら、七海のいら立ちも少しはまぎれた。

　──女子騎き馬ば戦せんの出場者は、入場アーチ前に集合してください──

　阿見野が戻ってくる前に、女子騎馬戦の呼び出しがかかった。

　女子騎馬戦は午前の部最大の山場であり、七海の出番である。活かつ躍やくして目立ち、票を獲かく得とくするチャンスだった。

　苺牛乳など飲みたくもない。七海はすぐに集合場所へ向かった。

「がんばろうね、七海ちゃん」

　集合場所で並んでいると、幸こう徳とく秋あき良らが声をかけてきた。

「あれ？　幸徳さんって騎馬戦の選手だったの？」

「ううん。代表の子が風か邪ぜで休んじゃって、その代理なの」

「へー。そうなんだ」

　幸こう徳とく秋あき良らは、赤い鉢巻きをしていた。七なな海みは白組である。

「敵同士だけど──手加減はしないぞぅ」

　そう言って幸徳秋良は天使のように微笑ほほえんだ。

「うちも、手加減はしない」

　七海もこのチャンスをみすみす逃のがすつもりはない。あざやかに勝利して自分の存在を誇示するか、負けるにしても怪け我がアピールやウソ泣きを駆使してなるべく可愛かわいらしく負け、男性の保ほ護ご欲よくを煽あおるのだ。

　準備の声がかかる。

　七海は騎き馬ばにまたがり、心しん臓ぞうを落ち着かせた。騎馬の用意は万全だ。体重八〇キロ台のみすず先せん輩ぱいを前面に、両サイドにもぽっちゃりを揃そろえる重戦車編へん成せいである。多少の当たりには、びくともしない。

　開始のピストルが鳴った。両軍の騎馬が一斉に動き出す。

「いけぇぇぇっ！」

　七海の的てき確かくな指示により、騎馬の動きは最高だった。まさに人馬一体。ときにガリガリの騎馬を力で押しつぶし、ときに漁夫の利を狙ねらって騎手の鉢巻きを奪い、七海は確実に敵の数を減らしていった。

　敵の一群にひとつ、動きの違う騎馬があった。

　その騎馬は、動かない。しかしその騎馬を討うち取ろうと突っ込んでいった味方は、ことごとく返り討ちにあっていた。

　幸徳秋良の騎馬だった。

　馬上の彼女は、王権を神授された女王のようだった。鉢巻きを奪いにきた敵の腕をいなして体を入れ替え、流れるような動きで相手の鉢巻きを奪う。無む駄だな動きが一切ない。ただ囲まれぬよう、位置取りにだけ気を配っているようだった。

　彼女は図書委員で、運動は苦手だと聞いていた。それは女子特有の、意地の悪い謙けん遜そんだった。

　激戦の中、敵も味方も、次々と討ち取られていく。

　残ったのはとうとう、七海と幸徳秋良だけとなった。

　一騎討ちである。

　やや距きよ離りをとって、幸徳秋良の様よう子すをうかがう。七海の背中に、一筋の冷たい汗が流れ落ちた。直接対たい峙じして初めてわかったが、幸徳秋良の騎馬には、一種独特のオーラがあった。

　蛇のような──毒のある狡こう猾かつな捕食動物が放つ粘ねばり気けのある殺気。

　いったい何をしたら、あんな殺気をまとえるのだろうか。普ふ段だんの天使のような彼女の笑え顔がおからは、想像もできないものだった。

　あの怖ろしい瘴しよう気きの中で戦う勇気が、自分にあるだろうか。七海はしばらく距離をとったまま逡しゆん巡じゆんしていた。

　七なな海みが最も怖おそれていることは、髪の毛を引っ張り合ったり顔をひっかき合う泥仕合の末に、メイクが崩れることだった。アイプチが剝はがれて、元の腫はれぼったい奥おく二ぶた重えに戻る可能性もある。それだけは絶対に避けたかった。

　勝てるとしたら、騎き馬ばの差だ。幸こう徳とく秋あき良らの騎馬たちは、いたって普通の体型である。あんな瘦やせ馬うまたちで、よく最後まで残ったものだと思う。

　七海は自分が乗る重戦車に目をむける。

「ぜぇ、ひゅー」

（ちょっ、笑えないんだけど。頑張ってよっ）

　七海の騎馬の核・みすず先せん輩ぱいは肩を大きく揺らし、肥満体特有の、気管から直接漏れ出すような醜みにくい音の息をたてていた。

（あんたみたいな樽たるデブが役に立つことなんて、そのみじめな生涯でここしかないのよっ！）

　七海は心の中でそう毒づいていたが、先輩あと一人ひとりですファイト、と声をかけて励ました。

　残された時間は少ない。

　覚悟を決めた。

　七海は勇気を振り絞り、幸徳秋良が放つ瘴しよう気きの中へ突っ込んでいった。

　幸徳秋良は不動のまま、そら寒い笑え顔がおでそれを迎むかえ撃うつ。

　先手は七海だった。近づくと同時に間合いギリギリから刺すように手を伸ばし、幸徳秋良の赤い鉢巻きを狙ねらう。その七海の右手を、パシンと幸徳秋良が払って、軌道を変えた。

　かかった──ほくそ笑えんだのは、七海のほうだった。

　右手はおとりだ。腰を入れない、見せかけだけの攻こう撃げきである。いなされても、バランスを崩すことはない。

　本命は左。左腕のグリコーゲンを爆ばく発はつさせ、最高速度で、一気に赤の鉢巻きを奪う──

　パシン。

　その七海の左手が、難なんなく幸徳秋良にいなされる。

　バランスを失いよろける七海。まったくの無防備な体勢となった。笑顔のままの幸徳秋良の顔が、とてつもなく怖ろしいものに見えた。

　幸徳秋良の攻撃が伸びてくる。それが、スローモーションで見えた。

　その幸徳秋良の手は、どこか異常だった。

　まず、軌道がおかしい。七海の鉢巻きを奪うにしてはコースが低い。このままでは七海の左目あたりに当たる。

　もうひとつは、形がおかしかった。鉢巻きを取るために指を伸ばすのではなく、完全に手のひらがこちらを向いていた。

　これは掌しよう底ていだ。正面から見る七海にはそれがわかった。

（やだ、そんな──）

　このままあの攻こう撃げきを食らったら、アイプチが剝はがれるどころか、左目の眼がん球きゆうが飛び出すのではないか。そんな恐怖が七なな海みを襲おそった。

（いやよっ。や、やめてぇぇぇっ）

　そのとき──みすず先せん輩ぱいが吠ほえた。

「うおおおおおおおっ！」

　体当たりで幸こう徳とく秋あき良らの攻撃を殺し、それだけでは終わらず、そのまま相手の貧弱な騎き馬ばを押おし潰つぶした。

「いててて」

　騎馬が崩れ、地面に尻しりもちをつく幸徳秋良。

　女子騎馬戦に勝利したのは、七海だった。

「おおおおおっ！　おうっ！　おうっ！」

　獰どう猛もうなカバのように雄お叫たけびをあげるみすず先輩。勝負の行方ゆくえを見守っていた観かん客きやくたちからは、自然とみすずコールが湧わき上がっていた。

「いやぁ。負けちゃった。七海ちゃんのチーム、強かったなー」

「う、うん」

　天使のようなあどけない笑え顔がおで、幸徳秋良は七海に近寄ってきた。彼女が求めた握手に、七海は釈然としない気持ちで応じた。

　校庭では、まだみすずコールが続いている。

　笑えない。女子騎馬戦の主役は、自分のはずだった。幸徳秋良に主役の座を渡すものかと戦っていたら、いつのまにか主役はみすず先輩となっていた。

　七海も幸徳秋良も、これではみすず先輩のかませ犬である。

「あー楽しかった。これで午前の部は終わりだね。七海ちゃん、一いつ緒しよにお弁当食べようよ」

「──う、うん」

　一緒に食事をしようと幸徳秋良に誘われた。

　幸徳秋良はどこか不気味である──と、七海は感じ始めていた。しかしそれだけの根拠の乏とぼしい疑念では、食事の誘いを断る理由にはならなかった。




　木陰の芝生しばふに、レジャーシートを広げた。

「うお、うまそう」

「こらっ。つまみ食いしない」

　山やま田だ束つか麿ま呂ろが弁当に伸ばした手を、幸徳秋良がはたく。

「なんだよ。いーじゃねーかよ」

「いただきます、してからでしょ？」

　いつもは粗そ暴ぼうな山やま田だ束つか麿ま呂ろが幸こう徳とく秋あき良らに注意され、大人おとなしく引き下がった。子供を諭さとすような幸徳秋良の仕し草ぐさが天使のように愛らしく、そのせいだろう、と七なな海みは思った。

　本心では、七海はこのランチに山田束麿呂を呼びたくはなかった。

　最近、山田束麿呂は増長が著いちじるしい。

　七海にとって彼は、便利な駒こまにすぎない。阿あ見み野の佳よし彦ひこを痛めつけて屈服させ、万が一のときのボディーガードにもなる。そのくらいの気持ちで接していたのだが、近ごろ勝手にカレシづらをするようになってきた。

　自分は近い将来、芸能人になる女である。だれがお前のような脳筋ゴリラなどカレシにするものか。七海は内心そう憤いきどおっていたが、次の駒は、まだ見つかっていなかった。

　そんな彼をここに呼んだのは、七海の見み栄えのためである。

　原因は久く遠おん久きゆう──幸徳秋良のカレシだ。

　シャープな目元で鼻筋が綺き麗れいに通っており、全体的に涼しげな顔。どこかクールで、ミステリアスな印象を漂わせる──七海の好みのタイプだった。

　騎き馬ば戦せんのあと、幸徳秋良に紹介された彼を見て、七海は少なからず緊きん張ちようした。

　そして目の前で久遠久に抱きつく幸徳秋良の姿に、ジュクジュクと粘ねばりつく、毒どく紫むらさき色いろの感情が湧わいてきたのだった。

　あれ？　七海ちゃんは、カレシを呼ばないの？　──久遠久を嬉うれしそうに見上げる幸徳秋良の横顔に、そう言われた気がした。

　仲なか睦むつまじい二人ふたりの前でひとり寂しく弁当を食べることなど、七海のプライドが許さなかった。

『いっただっきまーすっ！』

　レジャーシートの上で、四人のランチが始まった。

　幸徳秋良が作ってきたという絢けん爛らん豪ごう華かな弁当が広がる。鶏とりの唐から揚あげ、山菜の天ぷら、銀だらの粕かす漬づけ、彩り美しい野菜の煮物、しっとりとした旨うま味み色いろのだし巻き卵、よくわからない魚の練ねり物、あさりご飯、海え老びの天むす──。

　その超高校級の豪華さに、七海はみじめな自分の弁当をそっとシートの脇わきに寄せた。

「はい、あ～んして」

　幸徳秋良はこれ見よがしに、久遠久とのラブラブ具合をひけらかしてくる。

「どう？　おいしい？」

「うまいな──まるで、料亭の仕出し弁当みたいだ」

「おいインポテ──ふふふ。久遠くんったら。嬉しいな。そこまで誉ほめてくれるなんて」

　つんつんと腕を突かれたので横を見ると山田束麿呂が、俺おれにもあ～ん、というジェスチャーをしている。

（この、ゴリラが──）

　七海は一いつ瞬しゆん殺意が芽め生ばえたが、

「あ、よかったら七なな海みちゃんたちも食べて。作り過ぎちゃったから」

　という幸こう徳とく秋あき良らの言葉で踏みとどまった。そして仕方なく、チラチラと久く遠おん久きゆうの顔を見ながら、山やま田だ束つか麿ま呂ろの口に鶏とりの唐から揚あげを放り込んでやるのであった。

「うまい、うまいよ七海」

　ほくほく顔の山田束麿呂。

（クソッ──てめぇに七海なんて呼び捨てにされる覚えはねーんだよ。小こ網あみさん、だろうが）

　校内美少女ランキング八位の幸徳秋良は久遠久とラブラブなのに、なぜ自分はランキング七位であるにもかかわらず、こんなババコンガ亜種みたいな男を隣となりに置いているのだろうか。七海は世の中の不条理を呪のろった。

　久遠久は所作に品があるというか、クールな雰囲気がある。

（なによ。あんな男、ひょろひょろじゃん。うちの筋肉ゴリラは、空手やってんだからね。まじでケンカしたら、ボッコボコなんだから）

　そう毒づくことで、七海は荒ぶった心を静めるのであった。

『ごちそうさまー』

　幸徳秋良の弁当はおいしかった。

　ちょっとした煮物にも上品なだしの味が効いていて、料理はほとんどプロの腕前と言って良いだろう。料理が上じよう手ずな女はモテると聞いたことがある。幸徳秋良の意外な特技が愚ぐ鈍どんな男子どもに浸透したら、ランキング七位の座は危ない。七海は危き機き感かんをつのらせた。

「山田くんってさ、すごい筋肉だよねー」

「──そうかな？」

「そうだよ。ねえ、おっぱい動かせる？」

　肉団子のような山田束麿呂の体が珍しいのか、幸徳秋良が彼に話しかけていた。

「こ、こう？」

「うわー。すごーい。動いたー」

　大胸筋を動かす山田束麿呂の気味の悪い特技に、幸徳秋良は大げさに驚おどろいていた。

「ねえ山田くん。懸けん垂すいってできる？」

「けんすい？」

「あの、斜め懸垂じゃない、本当のやつ」

「で、できるけど──」

「すごーい」

　天使のような幸徳秋良の笑え顔がおに、山田束麿呂は鼻の下を伸ばしている。七位である自分の目の前で、八位の女に。まったく笑えない。七海は腹が立った。

「見せてー。あそこに鉄棒あるから」

「い、いいけど──」

　山やま田だ束つか麿ま呂ろと幸こう徳とく秋あき良らは、七なな海みにことわりもせず、芝生しばふの脇わきにある鉄棒で遊び始めた。

　きゃっきゃと戯たわむれる二人ふたり──その様よう子すをレジャーシートから眺める久く遠おん久きゆうと七海。思いがけず久遠久がすぐ隣となりに座ってきたので、七海は少し緊きん張ちようした。

　その緊張をごまかすように、七海は紙パックの苺いちご牛ぎゆう乳にゆうを飲む。

　肩の接する距きよ離りから見上げる久遠久の横顔は、ちょっとかっこいいと思った。

（どうしよう。なにか会話しなきゃ）

　七海はしばらくもじもじとした後、ようやく言葉をひねりだした。

「あのさ、久遠くん──」

　久遠久は返事をする代わりに、じっと七海の顔を見つめてきた。七海は自分の顔が、赤くなるのがわかった。

「──く、久遠くんってさ、幸徳さんの──どこが好きなの？」

　我ながら、バカな質問だと思った。のろけた答えが返ってきたら、七海のみじめさが増すだけだ。

　久遠久はしばらく遠くを見つめてから、ゆっくりとまた七海に顔を向けて、こう答えた。

「──別に、好きではない」

「えっ？　ど、どういうこと？　幸徳さんと、付き合ってるんじゃないの？」

「付き合ってはいない。脅おどされている」

[image: ]

「お、おど？」

　七なな海みの頭は、軽くパニックになった。

「弱みを握られている。それが原因で、俺おれは無む理り矢や理りあいつに従わされている。いまは猫をかぶっているが、あいつはとんでもない女だ。──まあ、信じられないかもしれないが」

「そ、そんな──」

　七海は女子騎き馬ば戦せんで感じた、幸こう徳とく秋あき良らが放つ瘴しよう気きのようなオーラを思い出した。罪のない普通の女子高生が、あんなどす黒いオーラをまとえるものだろうか。

　本当にあの女に脅おどされているのだとすれば、久く遠おん久きゆうが可哀かわい想そうだ。七海はそう思った。

　ふと気づくと、鉄棒で遊んでいた幸徳秋良と山やま田だ束つか麿ま呂ろの姿が消えていた。

「あれ？　幸徳さんたちは？」

「──気をつけた方がいい。あいつはまた、良からぬことを企たくらんでいる」

　彼の目は、噓うそを言っているようには見えなかった。

「あのさ、久遠くんの弱みって、なに？」

　久遠久は少し考えてから、七海の耳元に口を近づけ、そっと囁ささやいた。

　耳からうなじにかけて、久遠久の体温を感じた。ぞわぞわとする毛穴の感触に、七海は心しん臓ぞうが飛び出る思いだった。

「──お前なら、幸徳秋良の魔まの手から、俺を救ってくれるかもしれない」

（な、なによ。いきなり「お前」とか──カレシじゃ、あるまいし──）

　しかしそう呼ばれて、悪い気はしていなかった。




　久遠久の後について校舎の廊下を歩く。

　七海は勇気を出して、久遠久の手を握ってみた。その七海の手を、久遠久は握りかえしてきた。嬉うれしかった。そのまま腕に抱きついた。拒絶はされなかった。

　体育祭で、校舎に人ひと影かげはまったくない。久遠久と七海、世界に二人ふたりきりみたいだった。

　幸徳秋良がどんなに悪い女かはわからない。でも久遠久のことは自分が守ろう。七海はそう心に決めた。

　やがて無人の図書室を抜けて、その奥にある図書準備室に入った。

　部へ屋やに入るといきなり久遠久に腕を摑つかまれて、七海は体を壁かべに押しつけられた。

　密室に二人だけ。久遠久の顔が近い。

（な、なに──もしかして──キス？）

　七海は目をつぶり、少しだけ口をとがらせた。

「遅かったな、インポテンツ」

　その声に驚おどろいて目を開ける。二人きりではなかった。図書準備室には先客がいた。

　部屋の奥、声の方向に目を向けると──いた。

　そこには幸こう徳とく秋あき良らと山やま田だ束つか麿ま呂ろの姿があった。しかしどこか異常だ。書棚に寄りかかって倒れる山田束麿呂の隣となりで、幸徳秋良は人肉を食らう連続殺人鬼のような顔をして、こちらを睨にらんでいた。

　いつもの天使のような表情ではない。そのとき七なな海みは、一いつ瞬しゆんで理解した。幸徳秋良は本物だ。本物の悪あく魔まであると。

（どうしよう、久く遠おんくん。見つかっちゃった）

　一いつ緒しよに逃げよう──その言葉を発しようとしたとき、久遠久きゆうが七海の耳元に囁ささやいた。

「すぐにお前も、ああなる」

（え──？）

　突然、鈍どん器きで殴られたような強烈な睡魔におそわれ、七海は久遠久の腕の中で、気を失うように倒れたのだった。




「おい起きろ、小こ網あみ七海──」

（う、うーん）

　頰ほおをはたかれた感触で目を覚ますと、頭が重かった。即効性の睡眠薬だろうか。

　目の前の視界には悪魔のような表情の幸徳秋良と、その後ろに無表情で立つ久遠久。そしてなぜか、おどおどと怯おびえた顔の阿あ見み野の佳よし彦ひこの姿があった。

　七海は図書準備室の床に座らせられ、書棚に寄りかかっているようだった。

（ちょっ、どういうこと？）

　思うように声が出ない。

　左右を見回すと、すぐ隣となりにいた山田束麿呂と目が合った。その姿を見て理解した。手足はひもで拘こう束そくされ、口は鉢巻きで猿ぐつわをされている。声が出せないのは、そのためだ。

　山田束麿呂の表情が虚うつろだった。幸徳秋良の弁当に睡眠薬が混ざっていたのだとすれば、彼は七海よりも、ずっと多くを飲み込んでいる。

（──なにこれ、笑えないんだけど）

「これより我々は、阿見野佳彦に対する数々のいじめ行為への、復ふく讐しゆうを執行する──」

　力強く低い声色で、幸徳秋良はそう言った。

　七海の聞いたことのあるブリっ子声ではない。

「最初に言っておく。これは裁判ではない。純然たる復讐である。よって弁明は一切聞かない。そしてその復讐を学校や警けい察さつや、その他公的機き関かんに任せるつもりも一切ない。しかしながら復讐の執行を円滑に進めるため、一定の担保は確かく保ほしている──」

　幸徳秋良が広げた大学ノートには、リストが書かれていた。バッタやスズメの死し骸がいを食べさせる、万引きや自じ慰い行為の強要──身に覚えのある、阿見野へのいじめの目もく録ろくだ。

「この数日、貴様らが阿見野佳彦におこなったいじめ行為は全すべて映像に記録してある。ひとたび問題が明るみに出れば、このリストにある行為も全すべて、簡かん単たんに裏がとれるだろう」

（──これって、阿あ見み野のがうちを裏切ったってこと？）

　七なな海みは、飼い犬に手を嚙かまれた気分だった。

　阿見野には、先生にチクったらもっと酷ひどいことをすると脅おどしてある。先生にチクらずに、図書委員の幸こう徳とく秋あき良らにチクったということか。

　七海は遠巻きにこちらをうかがっている阿見野の顔を睨にらんだ。彼はびくつき、幸徳秋良の背中に隠れた。

「しかし先に述べたように、これらの証拠は担保にすぎない。貴様らが大人おとなしく従えば、我々は学校や警察に証拠を提出するつもりはない。──ここまでは、理解したか？」

　幸徳秋良の凄すごみに、七海はうんうんうんと素す早ばやく三回頷うなずいた。

「小こ網あみ七海と山やま田だ束つか麿ま呂ろへの復讐は、別々に執行される。山田束麿呂への復讐はこの図書準備室で、阿見野佳よし彦ひこ本人が行う。その怨おん念ねんのまま、殴ろうが蹴けろうが、欲望のままに肉体を弄もてあそぼうが、それは彼の自由である──」

　七海は隣で拘束されている山田束麿呂に目をやった。らしくない弱々しい表情で、七海のことを見つめていた。

「そして本件いじめ行為の主犯と言える小網七海に対する復讐は、幸徳家第三七代当主となるこの幸徳秋良と、その式しき神がみ・久く遠おん久きゆうが執とり行う。さぁ立て──」

　足を縛しばっていたひもを切られ、両側から幸徳秋良と久遠久の二人ふたりに抱えられた。薬が残っているのだろうか。まだ足元がふらふらする。

　立ち上がって見えた図書準備室の長机の上には、ノコギリやら万力やらアイスピックやら、拷ごう問もんに役立ちそうな多種多様な器具が用意されていた。

　図書準備室から連れ出されるとき、七海は振り返って後ろを見た。恐怖に顔を引きつらせた山田束麿呂と、うつむいて黒い顔をする阿見野佳彦の姿が見えた。




　校庭のほうから、体育祭の歓声が響ひびく。

　無人の図書室は静かだった。

　これから自分はいったい、どんな残ざん虐ぎやくなことをされるのだろう。その見えない未来に、七海は恐怖した。

「いいか？　騒さわぐなよ」

　閲えつ覧らん机づくえの椅い子すに座らされ、猿ぐつわを外された。口の中に詰め込まれていた布きれは、見覚えのある形をしていた。

（なっ──）

　七海のパンティだった。そういえば、下半身にすうすうと無防備な感覚がある。体たい操そう着ぎの短パンははいたままだが、下着をつけていないのだ。

「な、なによこれ」

「黙だまれ。喋しやべるのは私だ」

　幸こう徳とく秋あき良らにすごまれて黙だまったが、七なな海みは単純に恥ずかしかった。久く遠おん久きゆうに、自分の下着を見られている。

「貴様への復ふく讐しゆうは、なるべく被害者・阿あ見み野の佳よし彦ひこの希望にそった形で執行される──」

　七海は背中に冷や汗を感じた。

　阿見野佳彦は自分がアイプチでくっきり二ふた重えにしていることを知っている。これから彼らは、七海がもっとも怖おそれる復讐をしようというのだろうか。

　慌てて図書室の壁かべにかけられた鏡かがみを見た。

　ほっとした。まだメイクは崩れていなかった。

「──阿見野佳彦は貴様に、どんな報復を望んだと思う？」

「し、知らないわよ。あんなやつの考えることなんて」

　ここで下へ手たなことは言えない。七海はそう思った。

　うつむく七海の顔をのぞき込んで、幸徳秋良は穏おだやかにこう言った。

「阿見野佳彦が望んだのは、謝しや罪ざいだった。貴様にいままでのことを謝あやまってもらい、これからは友人として仲良くやりたいのだそうだ」

　驚おどろいて顔を上げる。

（──たった、それだけ？）

　目の前にあったのは、幸徳秋良の不気味な笑え顔がお。

「だが私は、そんなぬるい復讐など許さない」

「なっ、あんた関係ないじゃない」

「いやすでに私はこの件の利害関係者である。この強い怨おん念ねんが、慈悲や愛などという平和的手段で消化されてしまっては、私とインポテンツが困るのだ」

「は？　わけわかんないんだけど」

「しかし私も鬼ではない。──貴様に、試練を与えよう」

「試練？」

「もし見事その試練を乗り越えることができたならば、阿見野佳彦の望み通り謝しや罪ざいのみで貴様を解放しよう」

「──もし、乗り越えられなかったら？」

「貴様がもう二度と、人前に出たくなくなるような罰を与える」

　七海は壁かべの鏡を見た。

　鏡の中には、美少女がいた。いまは校内七位だが、すぐに校内一位となる美少女だ。それどころか近い将来大手芸能プロ所属の芸能人になって、みんなの憧あこがれの存在となる千年に一人ひとりの逸材だ。こんなところで埋もれるタマじゃない。

　やってやる。勝つんだ。七なな海みの中に、逆境を打ち破る闘とう志しがわいてきた。

「な、なによ。その試練って」

「──三人四脚だ。これから我々で三人四脚を行う。それで校庭のトラック一周を完走できたら、貴様の勝ちだ」

　七海はあっけにとられた。

（え？　そんなこと？）

「やるのか、やらないのか！」

「──それって、転んでもいいの？」

「条件は完走することだ。何度転んでも構わない」

「それなら、やるわ」

　やるに決まっている。それで済むのであれば。

　いままで、幸こう徳とく秋あき良らの不気味な雰囲気に騙だまされていた。所しよ詮せんは、いじめの制裁などと正義の味方を気取る偽善者だ。挫ざ折せつも、大人おとなの汚さも知らない世間知らずの女子高生なのだ。

　三人四脚？　笑ってしまう。そんな遊技が試練であるものか。

　七海の手の拘こう束そくが解かれ、代わりに足が拘束される。七海が真ん中で、左足には幸徳秋良の右足が縛しばられ、右足には久く遠おん久きゆうの左足がくくりつけられた。これで三人は一体となり、四本の足で歩くことになる。

　薄うすっぺらい体たい操そう着ぎのまま久遠久と体を密着させることとなり、七海は少し戸惑った。彼の体温を直じかに感じる。もしかしたら、彼も自分の体温を感じているかもしれない。

　顔を上げて久遠久の顔を見ると、彼は感情のない表情で前を向いていた。──久遠久は、幸徳秋良に脅おどされていると言っていた。こうして幸徳秋良に従っているのは、彼も本意ではないのだろう。

　立つと、下半身がすうすうした。七海は自分が下着をつけていないことを思い出した。

「あの、三人四脚はいいんだけどさ、パンツくらいはかせてくれないの？」

「そうだ忘れていたが──」

　幸徳秋良は悪あく魔まの笑え顔がおで、七海の顔をのぞき込む。

「──貴様は意外にも、処女なのだな」

　なっ──

「ばっ。なに言ってんのよっ！」

「貴様が寝ている間に、膣ちつ口こうを開いて処女膜を確かく認にんした。私はてっきり貴様がセックスしまくりの肉便器だと思っていたので、当初の計画から変更を余よ儀ぎなくされた──多少だがな」

（しょ、処女膜？）

　この女は、なんて非ひ常じよう識しきなことを言っているのだろう。

　みるみる七海の顔が紅こう潮ちようする。慌てて久遠久を見ると、彼は無表情のままだった。

「な、なに勝手にヒトの大事なとこ、見てんのよ！　笑えないんだけどっ！」

「そんなに恥じることもない。なかなか綺き麗れいな色だったぞ」

「し、信じらんないっ！　あのっ──久く遠おんくんも、見たの？」

「ふふふ。残念ながら、そいつは貴様の陰部になど、微み塵じんの興きよう味みもない」

　なんということだ。恥ずかしい。恥ずかしいが──よかった。彼には見られていない。もし見られていたら、自分はどうなってしまっていただろう。もし見られていたら、彼に責任を取ってもらうしかない。

　三人四脚は、イチ、ニという幸こう徳とく秋あき良らの号令で、薄うす暗ぐらい廊下を進んでいく。

　背丈が違うので、七なな海みの右手は久遠久きゆうの腰にまわしている。一歩進むたびに彼の骨こつ盤ばんが動くゴツゴツとした感触が、七海にはとても生々しく感じた。

　幸徳秋良に恥ち辱じよくされ、下着をつけないまま校庭のトラックを一周する。それが、自分に課かせられた試練というのだろうか。

　越えてやる。そして阿あ見み野のが望むのであれば阿見野に形式的な謝しや罪ざいをし、脅おどされている久遠久を味方につけ、今度は自分が、幸徳秋良を辱はずかしめてやる。七海はそう決めた。

「──そうそう」

　思い出したように、幸徳秋良が号令をやめて言う。

「貴様の処女膜を確かく認にんしたのは単なる私の趣しゆ味みであり、わざわざ下着を脱がしたのには、別の目的があった」

（え。なにを言っているの？）

　幸徳秋良は空いている左手で、透明な細い管を七海に見せる。

「これが何かわかるか？　──尿道カテーテルだ。わざわざ極細を買ったのだぞ。初めて使ってみたのだが、痛みで貴様が起きなかったところをみると、私には看かん護ご師しの才能があるのかもしれないな」

　この女は自分になにをしたのだろう。七海はたまらなく不安になった。

「尿道のカテーテルは通常、尿を排出するためのものだが、今回は注射器を使って逆に液体を注入した。──なにを入れたと思う？」

「な、なにを入れたのよ」

「どれほどの浸透圧の液体を注入すれば良いかわからなかったのでな。一応貴様の健康を考こう慮りよして、尿を入れておいたぞ──本当は阿見野か私の尿を注入したかったのだが、残念ながらすぐに出なかった。だからこの──久遠久の尿を入れた」

（うそ、でしょう──？）

　七海は久遠久の顔を見上げた。

　彼はばつが悪そうに、七海から視し線せんを逸そらす。

「二〇〇cc入る注射器で二回注入したから、四〇〇ccかな？　──その量の尿が、貴様自身の尿と混じり合って膀ぼう胱こうに入っている。とにかく貴様はその尿道から汚水をまき散らさぬよう、しっかり外尿道括かつ約やく筋きんを締しめて、三人四脚を楽しむことだな」

　そう言われて急に、七なな海みは内ない臓ぞうが蠢うごめくような、重たい違和感を覚えた。

　このお腹なかの中に、彼のおしっこが入っている。そして七海のおしっこと混ざって、一体となっている。

　満杯になった下腹部の張り──それが、とても愛いとしいような、ひどくおぞましいような、なんとも倒とう錯さくした感覚に七海は襲おそわれた。

「睡眠薬の影えい響きようかな？　本来ならばとっくに猛烈な尿意に脂汗を流していても良いはずなのだが──何事も、なかなか計画通りにはいかぬものだな」

　校庭への扉が開いた。

　午後の強い日差しと、活気ある体育祭の喧けん噪そうが全身にふりかかる。

　逃げよう。その考えが頭をよぎった。しかし七海を中心にした三人四脚は、彼女の意志とは関係なく強制的に校庭へと歩みを進めてゆく。

　これは試練などではない──地じ獄ごくだ。七海はそう実感した。




「棒倒しが終わったところらしい。いまは応援合戦の準備中か。気分はどうだ？　皆が注目しているぞ。プログラムにない、我々の登場に」

「は、話しかけないでっ！」

　トラックまで進み、七海の内臓は悲鳴をあげていた。

　強烈な排はい泄せつ衝しよう動どう──

　少しでも気を抜けば、全すべてが終わる。生涯で経けい験けんのないほど、七海は括約筋に力を入れた。粘ねばり気けのある不快な汗が、ノーパンの臀でん部ぶから下腹部にかけて、たらりと流れていった。

　観かん客きやく席せきの生徒や先生たちが、不ふ思し議ぎそうな顔でこちらを見ている。

　七海は必死に笑え顔がおを作った。自分は校内七位の美少女で、いずれ校内一位になる芸能人予備軍である。こんなところで、終わるわけがない。

「あのさ──久く遠おんくん。もうやめにしない？　助けてくれたら、うちが、久遠くんの彼女になってあげる。これでもうちは、好きな人には尽くすタイプだよ」

　無表情の久遠久きゆう。

「さっき、聞いたでしょ。うちが、その──処女だって。恥ずかしいけど、それは本当。でも久遠くんなら、エッチなことされてもいい。好きにしたって、いいんだよ」

　七海は久遠久に寄りかかるように身を寄せ、彼の体に胸を押しつけた。

　強烈な下腹部の張りが、自分と久遠久の愛の産物のような気がして、不思議な気分だった。

　七海は同級生たちに、さも自分が経験者であるように振ふる舞まってきた。そのほうが精神的に優ゆう位いに立てる気がしたし、実際そのことで一目置かれていた。しかしここでそんなプライドを守る必要もないし、また久く遠おん久きゆうになら好きにされて良いというのは、本心だった。

「残念だったな」

　その七なな海みの視界に覆おおいかぶさるように、悪あく魔まの顔がのぞき込む。

「そいつに色仕掛けは通用しない。それに久遠久は、身も心も、すでに私のものだ」

「──心まで、お前のものになったつもりはない。ビーカーに小便をしたのだって、強制されたからやったまでだ」

　めずらしく久遠久が反応した。その久遠久を、むっとしたように幸こう徳とく秋あき良らが睨にらんだ。

「心まで、私のものなのだインポテンツ。喜んで私の命令を聞く。式しき神がみとは、そういうものだぞ」

「そうなのか初耳だ」

「まあおまえへの教育はあらためて行うとして──」

　悪魔の顔が、七海へ向きなおる。

「よーい、スタートっ！」

「ちょっ、待っ！」

「イッチ、ニ！　イッチ、ニ！」

　幸徳秋良の身勝手なかけ声で、突然スタートが切られた。

　右足、左足、右足、左足──。

　一歩一歩が、地じ獄ごくの歩みであった。

　ずしんと内臓に響ひびく振動。ぴくぴくと痙けい攣れんする尿道括かつ約やく筋きん。臀でん裂れつを流れる大量の液体が、ただの汗なのか、粗そ相そうで漏れ出たものなのか、自分でも判別できなかった。太ふと腿ももをつたう透明な水の筋を目で確かく認にんして、やっとそれが汗だとわかった。

　右足、左足、右足、左足──。

　もう何歩進んだだろう。永遠とも思える苦しみの歩みを続け、七海は自分がやっとトラックを四分の一ほど回ったことがわかった。

「がんばれ！」

　トラック脇わきの観かん客きやく席せきから無責任な応援の声がする。プログラムにない単独の三人四脚を、何かの余よ興きようとでも思ったのだろう。

（言われなくたって、頑張るわよっ）

　心で毒づく七海。もはや笑え顔がおも作れなかった。しかし、負けてたまるか。自分はヒロインだ。誰だれもが羨うらやむ存在だ。七海は持ち前の負けん気とプライドで、その地獄の歩みを続ける。

　右足、左足、右足、左足──。

「正直に言おう──私は貴様を見くびっていたようだ。予想では貴様はとっくに汚水にまみれているはずだったのだがな。たいした根性だ」

（──絶対に、あんたなんかの、思い通りにはならないっ）

　やがて三人四脚は、トラック半周を回った。

　いける──そう七なな海みに希望の光が差したとき、異変は起こった。

　ぎりぎりと呻うめく膀ぼう胱こう。痺しびれる尿道括かつ約やく筋きん。限界以上に膀胱が膨ふくらみ、下っ腹がぱんぱんに張っている。寒気がするのに、全身から汗が噴ふき出した。

「そうそう言っていなかったが、貴様が阿あ見み野のに買ってこさせた苺いちご牛ぎゆう乳にゆうの中には、利尿剤が入っていた。予定では昼食時でなく、もっと早く貴様はそれを飲むはずだったんだがな。全すべてを計画通りに運ぶのは難むずかしいものだ」

　もう下半身に力が入らない。頭がぼーっとしてくる。七海は尿道括約筋にだけ力を込めて、なんとか堪こらえた。三人四脚──自分の意志と関係なく進んでくれる両側の足だけが、救いに思えた。

　右足、左足、右足、左足──。

「がんばれ！　ファイト！」

　歓声が大きくなっていた。

　トラックを我がもののように単独で走る三人四脚に、全校生徒の注目が集まっていた。

　右足、左足、右足、左足──。

　限界──そんなものはとっくに超えている。きっといま自分はひどい顔をして走っているのだろう。しかしそんなことが、なんだというのだ。粗相をするよりは、千倍ましだ。

　あと三十メートル。

　右足、左足、右足、左足──。

　あと二十メートル。

　右足、左足──。

　ゴールが視界に入った、そのとき、

「あっ──」

　幸こう徳とく秋あき良らがバランスを崩し、そのまま数珠じゆずつなぎに三人とも倒れた。応援していた観かん衆しゆうが嘆声をもらす。膝ひざをついた衝しよう撃げきが、人類を滅ぼす隕いん石せきの衝突のように感じた。

「すまぬ。転んでしまった」

　その悪あく魔まの笑え顔がおを見て、七海は悟った。

　試練だなんて、噓うそだ。この女は、最初から七海をゴールさせるつもりなどない。この三人四脚こそが、幸徳秋良が計画した復ふく讐しゆうそのものなのだ。

　土のトラックに四よつん這ばいとなり、両側から開かれてゆく七海の脚。括約筋に力が入らない。さらにご丁てい寧ねいに意地悪く、四つん這いの尻しりは、観客席のほうを向いていた。

（いやっ、いやよ──）

　自分はヒロインだ。学校で一番の美少女になって、芸能界に入って、自分の代わりに国民的美少女コンテストでグランプリになった子を見返して、誰だれもが憧あこがれる一流芸能人になるのだ。

　そのとき七なな海みの中で、全すべての音が消えた。

（うそ。うそ──み、見ないでええええええぇぇぇぇっ！）

　次の瞬しゆん間かん──




　自主規制、自主規制自主、規制自主規制自主規制自主規制自主規制自──。




　自主規制自主規制自主規制自主規制自主規制自主規制自主規制──

　自主規制自主規制自主規制自主規制自主規制自主、規制自主。

（っっあぐぅ、っあうわああああああぁぁぁぁぁっっっ！）

　自主規制自主規制自主規制自、主規制自主規制自主規制自主規制自主規制自主規制自、主規制自主規制自主規制自主、規制自主規制自主規制自主。

　七海の足先は痺しびれたようにぴくぴくと小刻みな痙けい攣れんを続け、自主規制自主規、制自主規制自主規制自主規制自主規制自主規制自。

　女のものとは思えない、凄すさまじい量であった。

　七海の体の中で混ざり合った久く遠おん久きゆうとの愛の産物──無残に、汚らわしく、強烈な勢いで、流れていった。

　静まりかえった観客席。そして次第に、ざわつきだした。

（──みないで。みないでええ──）

　二ふた重えまぶたがアイプチかどうかなど、もうどうでもいいことだった。自分は全校生徒の前で、漏らした。それも、凄まじい量を。

　終わった──校内ランキング一位も、芸能界も、久遠久も、なにもかもが。

　四よつん這ばいで地面を向いたまま、七海は頭が真っ白になっていた。これは、現実なのだろうか。違う──きっと夢だ。夢に違いない。

「すまぬな。ひとつ言っていないことがあった──」

　幸こう徳とく秋あき良らの声が聞こえる。

　とても彼女の顔など見ることはできない。むろん久遠久の顔も。

「自主規制自主規制自、主規制自主規制自主規制自主。規制自主規制自主規制自主規制自主規制、自主規制自主規制自主規制自主規制自。主規制自主規制自主規制自、主規制自主規制自主規、制自主規制自主規制自主規制自主規制自主規制」

　すでに何もかも失った七海に、容赦なく追い打ちをかけてくる。血も涙もない、幸徳秋良は鬼だ。本物の鬼だ。放心状態のまま、七海はそう思った。



















　校舎の廊下。

　午後の陽ひが入らない校舎の中は、校庭に比べると薄うす暗ぐらく感じる。

　幸こう徳とく秋あき良らと久きゆうは、四よつん這ばいのまま茫ぼう然ぜん自じ失しつする小こ網あみ七海を無慈悲に放置し、図書準備室へと向かっていた。

　汚物まみれの少女が残された校庭は、まだ阿あ鼻び叫きよう喚かんの真まっ只ただ中なかだろう。

　幸徳秋良は、上じよう機き嫌げんだった。

「どうだインポテンツ。なんか、こう、力が増したような実感はないのか？」

（──そういえば、そんな話だったな）

　久はさきほどの三人四脚が、単に幸徳秋良の嗜し虐ぎやく欲よくを満たすためのものでなかったことを思い出した。

　目的は、阿あ見み野の佳よし彦ひこに対するいじめ行為への復ふく讐しゆうである。幸徳秋良の理屈だと、こういった復讐によって式しき神がみ、つまり久が強化されるのだという。

　久は右の手のひらを開いてみた。閉じてみた。

「──とくに、変化はないな」

「そんなわけないだろう。もっと頑張って変化を探せ」

「そう言われてもなんだやめろ離はなせ」

　いきなり幸徳秋良に股こ間かんを握られた。以前のような陰いん茎けいの勃ぼつ起き確かく認にんではない。無防備な睾こう丸がんを強く摑つかまれ、久は本能的な恐怖を感じた。

「──おまえから、なんかこう、忠誠心のようなものを感じない。私がこんなにも、おまえのために身骨を砕いてやっているのにも拘かかわらず」

「そんなことを言わうっ──」

　幸徳秋良がごりごりと強く、指の腹で久の睾丸を挟み込む。その感触が内ない臓ぞうに響ひびいた。この女なら本当に潰つぶしかねない。いままでの経けい験けんから、それは確かく信しんできた。

「──わかった」

「なにをわかったというのだ」

「お前に、忠誠心のようなものを見せる」

「忠誠心のようなものとはなんだ」

「──忠誠心のようなものとは、なんだ？」

「それは、私が聞いている」

　幸徳秋良への忠誠心。久にそんなものはない。当たり前だ。

　久は強ごう姦かん罪ざいで訴えるぞと脅おどされ、無む理り矢や理り幸徳秋良に従わされている。

　数日前、久きゆうはその証拠である映像が本当に録ろく画がされているのか疑い、幸こう徳とく秋あき良らにそれとなく聞いてみた。

　翌日、幸徳秋良にビデオを見せられた。

　監かん視しカメラにたまたま撮とられていたような図書準備室の映像。

　そこには怯おびえて後ずさる幸徳秋良の姿が映っていた。その彼女へ、不気味に無表情な久く遠おん久が近づいてゆく。いきなり久は幸徳秋良を殴り、そのまま押し倒して制服を破った。その衝しよう撃げきでカメラが倒れたのか、画面は斜めになった天てん井じようの映像に。

　あとは、女の泣き叫ぶ声だけが続く。──必死に抵抗しながらも、強引に純じゆん潔けつを奪われ、乱らん暴ぼうに繰くり返される抽送に、悲痛の喘あえぎをあげる、幸徳秋良の声が。

　むろん久は、強ごう姦かんなどしていない。

　しかしリアリティのある、見事な編へん集しゆうの映像であった。

　この映像を見せられて、いったいどれだけの人間が自分の言い分を信じるだろうか。久にはまったく自信がなかった。

「答えろインポテンツ。お前は私に、どんな忠誠を見せてくれるというのだ」

　ごりごりと睾丸を摑つかみながら幸徳秋良が問う。

「──お前に、従う」

「従う？　いままでも従っていたではないか」

「ちゃんと、従う」

　睾丸を握ったまま、しばらく幸徳秋良は久の顔をじっと見つめていた。

「──忘れるなよ。お前は私のものだ。身も、心も」

　そう言ってやっと、睾丸を放してくれた。

　校舎の廊下。

　また図書室の方向へ歩き出した。図書準備室ではもう一つの復ふく讐しゆう──阿あ見み野の佳よし彦ひこがその怨おん念ねんのおもむくまま、山やま田だ束つか麿ま呂ろを痛めつけていることだろう。

　久は幸徳秋良に大人おとなしく従って、薄うす暗ぐらい廊下を進んでいった。




「──ごめんなさい、幸徳さん」

　図書準備室の扉を開けると、いきなり阿見野佳彦がこちらを見て謝あやまってきた。すでに彼の顔はボコボコで、巨体の山田束麿呂に胸ぐらを摑まれていた。

「あの、ばか──」

　幸徳秋良が舌打ちをした。

　背中を向けていた山田束麿呂が、ゆっくりとこちらへ振り返る。

　眉み間けんから深い皺しわが放射状に広がり、怖ろしい形ぎよう相そうで睨にらみつけてくる。弁当を食べていたときの、気の優やさしい類人猿の表情ではない。

「ぼくはただ──山やま田だくんに謝あやまってほしかっただけで──ぐがっ」

　怒れる類人猿が、その拳こぶしで阿あ見み野の佳よし彦ひこを黙だまらせる。

　長机に用意された拷ごう問もん器具が使用された形跡はない。残念ながら山やま田だ束つか麿ま呂ろは、ノーダメージということだろう。

「──なかなか計画通りには、いかぬものだな」

　ため息をつく幸こう徳とく秋あき良ら。

「ふざけるなっ！　オレを、こけにしやがって！」

　その場に阿見野をゴミのように投げ捨て、山田束麿呂がこちらへ近づいてくる。

　近くで見ると、やはり山田束麿呂の巨体が際立つ。

　背が高いだけでなく、筋肉が太い。体たい操そう着ぎの上からでもわかる、角張った鋼はがねのような体。拳のタコは、空手で鍛きたえられたものだろう。

「慌てるな山田束麿呂。この部へ屋やの様よう子すは全すべて──きゃっ」

「うるさいっ！」

　問答無用だった。

　幸徳秋良は山田束麿呂の拳に吹っ飛ばされ、体ごと書棚にぶち当たった。その衝しよう撃げきで大量の書しよ籍せきがバサバサと落下した。

　怒りにまかせた獰どう猛もうな暴ぼう力りよく。そこに相手が女であるとか、空手家の矜きよう持じとか、そういった理性的な歯止めは一切なかった。

「うっ──うう──」

　床に倒れ込む幸徳秋良。鼻から血を流している。うめいているので死んではいないようだが、脳のう震しん盪とうくらいは起こしているだろう。

　──次は、俺おれか。

　久きゆうは身構えた──が、山田束麿呂の顔は久に向いていない。

（ん？）

　血走った山田束麿呂の目を追っていくと──彼は書籍の山に埋もれた、幸徳秋良の姿に釘くぎ付づけになっているようだった。短パンからすらりと伸びるなだらかな太もも。シャツはめくれあがり、白く華きや奢しやなウエストがまる見えだった。

　むくむくと、山田束麿呂の短パンが盛り上がっていくのが見えた。それはまるで、短パンに締しめつけられた、怒れる大蛇のようだった。

「う、うぅん──」

　まだ幸徳秋良は目を開けない。

　さも当然のように、山田束麿呂は久を無視して、倒れた幸徳秋良の前に膝ひざをついた。そしてなんと、そのゴツゴツとした大きな手で、幸徳秋良の短パンを脱がし始めたのであった。

（なんだ、こいつは？）
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　なによりも己おのれの本能を最さい優ゆう先せんする、原始的な脳ミソの持ち主なのだろうか。それとも久きゆうの存在など眼がん中ちゆうにないという、己の強さへの絶対の自信の表れなのだろうか。

　無防備な側面を久へ晒さらしながら、山やま田だ束つか麿ま呂ろは幸こう徳とく秋あき良らの短パンを脱がし投げ捨てた。幸徳秋良の白いコットンのパンティが露ろ出しゆつする。

　ビキビキと音が聞こえそうなほど、山田束麿呂の股こ間かんは勃ぼつ起きをしていた。

（さて困ったな──）

　久には選択肢があった。

　幸徳秋良を助けるか、それともここから逃げるかだ。

　助ける──あの脳も肉体も類人猿のような山田束麿呂に自分が立ち向かう。いったいなんのために？　久にはその理由が見つからなかった。

　逃げる──ここで逃げることはたやすい。その場合おそらくこのまま山田束麿呂は本能のまま幸徳秋良を強ごう姦かんするだろう。

　さきほど幸徳秋良が言いかけた通り、この部へ屋やの映像は記き録ろくされているはずだ。つまりわざわざ編へん集しゆうする必要のない証拠映像とともに、噓うそではない本物の強姦罪が成立する。それはかえって自分にとって都合の良いことではないだろうか。

　そんなことを考えているうちに、すでに山田束麿呂は幸徳秋良のパンティを脱がし始めていた。久の位置からでも、ツンと真ん中で生はえ立った幸徳秋良の陰毛を確かく認にんできた。

　上半身は手つかずで体たい操そう着ぎのままである。下半身一いつ直ちよく線せんで女の服を剝はいでいく山やま田だ束つか麿ま呂ろの姿が、本物の猿のように思えた。

　久きゆうは部へ屋やを見回し、隠しカメラの存在を確かく認にんする。

　そのうち一つのカメラと──なぜか、目が合った気がした。

（いや待てよ──）

　幸こう徳とく秋あき良らは強ごう姦かんされた後、久が彼女を見捨てて逃げる姿を、この映像で確かく認にんするのではないだろうか。

　そのとき幸徳秋良の怒りは、きちんと強姦犯である山田束麿呂に向かってくれるのだろうか。

　裏切りは許さない──と、幸徳秋良は言っていた。

　むしろ彼女の怒りは久に向かう可能性のほうが高く、その場合の報復は小こ網あみ七なな海みなんかよりずっと陰惨なものになることは、想像に難かたくない。

　久は頭の中で、山田束麿呂の暴ぼう力りよく性せいと、幸徳秋良の嗜し虐ぎやく性せいを天てん秤びんにかけた。

「やめろはなせ」

　山田束麿呂の肩のあたりを思い切り蹴け飛とばした。ちょっと体勢は崩したが、久の蹴りではほとんどダメージはないようだった。

　ゆっくりと、山田束麿呂の獣けもののような眼がん光こうが久に向く。

「なんだガリヒョロ。邪じや魔まするのか」

「そうしないわけにもいかない」

　立ち上がって久を見下ろす山田束麿呂。体はやはり、久よりひとまわりは大きかった。あいかわらず股こ間かんは勃ぼつ起き中ちゆうである。

　山田束麿呂が構える。

　ゆったりと胸のあたりで拳こぶしを握る空手の構え。静かに力を漲みなぎらせているような、迫力のある構えだった。

（──来る）

　そう思ったら一いつ瞬しゆんだった。

「セイッ！」

　正拳突き。

　山田束麿呂の右拳に胸を突かれ、久は後方に吹っ飛んでいた。

　壁かべの書棚に激げき突とつする。なんとか腕で受け身をとったが、それでも上から書しよ籍せきの雨が降ってきて、久の体は埋もれてしまった。

（くっ──）

　遅れて胸に痛みが奔はしる。強い痛みだった。肋ろつ骨こつ──ヒビくらいは入っているかもしれない。

　山田束麿呂の体が、また幸徳秋良のほうへ向き直る。

　それを久は、書籍の山に埋もれながら見た。

　久きゆうが幸こう徳とく秋あき良らを助けようとしたことは、すでに録ろく画がされているはずである。このまま倒れていれば、幸徳秋良は山やま田だ束つか麿ま呂ろに本当に強ごう姦かんされ、久が幸徳秋良を強姦したという噓うその録画記録は意味をなさなくなる。

　久にとって、このまま書しよ籍せきの山に埋もれているという選択が、一番理にかなった、一番自分の利益となる選択であった。

　しかしそれとはまったく異なる考えが、久の頭に浮かんでいた。

（勝てる、かもしれない──）

　書籍をかき分けて、久は立ち上がった。

　そのとき久を動かしたのは倫理でも、情でも、恐怖でもなかった。あの類人猿のような大男、山田束麿呂に勝てるかもしれない、という単純な好奇心であった。

　突かれた左胸が痛かった。しかし左手は動いた。

　もともと久は痛みには鈍どん感かんである。痛みは感じるが、それを無視できた。

　痛みなんて、どうでもいい。骨を完全に折られたり、筋肉を寸断されたり、脳を揺らされて意い識しきを刈られたり、物理的に肉体を破は壊かいされない限り、体を動かせる自信はあった。

　立ち上がった久に、山田束麿呂が顔を向ける。

　山田束麿呂は笑っていた。

　もともと阿あ見み野のへの残酷ないじめを楽しんでいた男である。他人の体を痛めつけることが好きなのだろう。

「よく立ったな。手て応ごたえは、あったんだが」

「いや効いた。肋ろつ骨こつにヒビが入ってるかもしれない。カルシウム不足だな。その女が、プロテイン弁当ばっかり食わせるから」

「その弁当は、今度からオレが食う。オレはこの女のことが気に入った」

「どうぞご自由に。ただその女は、お前が思っているような可愛かわいらしい女じゃないぞ」

「犯やっちまえば、オレの女だ。お前はもう用済みだ。そこで泣きながら、オレの女になるところを見ているんだな」

「たぶん後悔することになるぞ。俺おれみたいに」

「ごちゃごちゃうるせぇな。もう一度胸を突けば──完全に、折れるかな？」

「──やってみればいい」

　山田束麿呂がゆったりと構える。さきほどと同じ構えだった。

　久も身構えた。山田束麿呂の言うとおり、同じところを突かれたら、肋骨が完全に折れて肺に刺さるかもしれない。

　だがあえて、その左胸は守らなかった。

（来い──）

　一いつ瞬しゆんのためのあと、

「セイッ！」

　山やま田だ束つか麿ま呂ろは綺き麗れいな型で、同じ場所に正せい拳けん突づきを打ってきた。

　久きゆうに勝つ見込みがあるとすれば、それは山田束麿呂が久をナメていることだった。そして予想通り、山田束麿呂は久を甘く見ていた。

　風を切り裂く山田束麿呂の豪拳。

　それを久は、左に体をずらして紙かみ一ひと重えで避けた。左胸に来るとわかっている攻こう撃げきを避けるのはたやすい。

　その山田束麿呂の右手を摑つかみ、ひねり上げながら背後にまわる。

「ういてててっ」

　山田束麿呂は背中を丸め、悲鳴をあげた。

　腕固め──。

　久には、幸こう徳とく秋あき良らにもカウンセラーにも言っていないことがある。

　久は幼少から、兄とともに柔道を習っていた。兄は柔道の天才で、久はまったく歯が立たなかった。その兄に勝つために、久が小学生のうちから密ひそかに練習を重ねていたのが、関節技である。

　この腕固めも、久の体に染みついた技のひとつであった。

（さて、どうしたものか──）

　関節を完全に極きめられ苦く悶もんの表情の山田束麿呂。

　試合なら、ここで一本だ。しかしこれは試合ではない。ここで技を放したら、山田束麿呂にまた襲おそいかかられるだろう。もう油断はされない。一方的に久がやられるだけだ。

　なので──

　メキッ、ミシミシッ──

「いぎゃあああああっ！」

　腕を、ぶち折った。

　筋が伸び、軟骨が剝はがれ、骨がずれる感触が、久の手に伝わってきた。

　山田束麿呂の腕が、肩からあらぬ方向に曲がって垂れた。痛がり方を見るに、おそらく脱臼は初めてなのだろう。

　彼は数秒、床にのたうち回って、立ち上がった。

「ゆ、許さねぇ──」

「元気だな」

　だらんと垂れ下がる右腕。それでも向かってくるのは空手で培つちかった根性のたまものだろうか。それともこの男が持つ本能なのだろうか。

　いまだに勃ぼつ起きしている山田束麿呂の股こ間かんを見るに、後者の可能性が高かった。

　しかしすでに状況は逆転し、久のほうが圧倒的に優ゆう勢せいであった。

「うらぁ！」

　苦し紛れの前まえ蹴げり。それを簡かん単たんに避けて、軸足を刈る。

　不細工に背中を床に打ちつける山やま田だ束つか麿ま呂ろ。今度はその左腕をとった。

　腕ひしぎ十字固め。

「ぐぶうあああぁぁああっ」

　めちめちと、靭じん帯たいが伸びる感触がした。

　床で苦く悶もんする山田束麿呂。気の優やさしい類人猿の顔で、痛みに涙を流している。大蛇のように勃ぼつ起きしていた股こ間かんも、しおしおと力をなくしていった。

　もう、戦う意志はなさそうだった。




　立ち上がると、本にまみれて気絶している幸こう徳とく秋あき良らの姿が見えた。久は少し迷ったあと、脱がされていたパンツを穿はかせてやった。
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　体育祭の翌日は、振替休日だった。

　久きゆうは朝から、ベッドで寝ていた。熱ねつがあったためである。

　山やま田だ束つか麿ま呂ろに突かれた肋ろつ骨こつは、おそらくヒビが入っている。面めん倒どうなので、まだ病院には行っていない。一日寝て熱が引かなかったら、病院に行ったほうがいいかもしれない。

　幸こう徳とく秋あき良らによる小こ網あみ七なな海みと山田束麿呂への私刑は凄せい惨さんなものだったが、彼らが学校や行政機き関かんに訴えることはないだろう。阿あ見み野のへのいじめを暴ばく露ろするぞと脅おどしてある。

　そういえば山田束麿呂の両腕を折ったのは、幸徳秋良ではなく久だったが──図書準備室の隠しカメラの記き録ろくがある。仮に訴えられても、正当防ぼう衛えいを主張できるはずだ──。

　などと、わざわざ熱のある状態で心配しなければいけないのは、気分が悪かった。

　全すべて幸徳秋良のせいだ。あの女が悪い。

　いま自分が熱で寝ているのも、野良猫の尻尾しつぽが短いのも、この世から戦争がなくならないのも、全部あの女のせいだ。

　そんなことを思いながらベッドで寝ていると、

　ピンポーン──。

　と、家のインターホンが鳴った。

　両親は仕事に出かけている。自分には熱がある。久は布団をかぶった。勧誘やセールスなら出る必要はないし、運送屋なら不在票を入れてさっさと帰るだろう。

　ピンポーン──。

　また鳴った。悪い予感がした。

　ピンポンピンポーン──。

　その悪い予感は、たぶん当たっている。

　ピンポンピンポンピンポンピンポンピンポーン──。

「なんの用だ」

　久は玄関のドアを開けて言った。

「なぜ私が呼よび鈴りんを鳴らしているのにすぐに出て来ない」

　案の定、幸徳秋良だった。

「俺おれはいま熱があって寝ていた」

「そうかそれは心配だな」

「待て。なんで当たり前のように家に上がろうとする」

「私はおまえに用があって来たのだ」

「耳が聞こえないのか。俺には熱がある。帰ってくれないか」

「式しき神がみの体たい調ちよう管理は陰おん陽みよう師じの仕事だ」

「だったら帰ってくれ。それで俺はベッドに戻る」

「ならばおまえはベッドで寝ていろ。私が看病をしてやる」

　幸こう徳とく秋あき良らがじっと久きゆうを睨にらんできた。

　彼女の私服は久のイメージと違い、飾りっ気のない白いワンピースだった。久のイメージでは、幸徳秋良の私服は黒と紫を基き調ちようとした革製品という感じだった。

「これは命令だぞインポテンツ。私に看病させろ」

　久はため息をついた。

「いま家に俺おれしかいない。お茶とかは出せないからな」

「気にするな。勝手に飲む」

　自分の部へ屋やに戻るやいなや、久はベッドに入った。幸徳秋良が枕まくら元もとから、じっと久の顔を見つめてきた。実に気味が悪かった。

「──おまえの部屋は、おまえの匂においがするのだな。不ふ思し議ぎなものだ」

「臭いなら、出て行けばいい」

「臭いとは言っていない。不思議だと言ったのだ」

　そのまま黙だまって、幸徳秋良はただ久の顔を見ていた。自分の部屋なのに、久は実に居い心地ごこちが悪かった。

「なにか──俺に用があって来たんじゃないのか」

「そうだ。私はおまえに用があって来た」

「なんだ。俺は熱ねつがあるんだ早く言ってくれ」

「その──おまえに、礼を言いに来たのだ」

「──なに？」

　意外だった。幸徳秋良が、他人に対して礼を言うような種族には思えなかった。なにか巧妙な罠わなではないかと久は疑った。

「おまえは、山やま田だ束つか麿ま呂ろから私の純じゆん潔けつを守ってくれた。それを映像で観みた。もちろんそんなことは式しき神がみとして当然の行いだが、素直におまえに礼を言おうと思ったのだ」

「──どういう風の吹き回しだ？」

「反省したのだ。私はいままで、処女膜を破って強ごう姦かん罪ざいで訴えると脅おどし、おまえを従わせてきた。言わば、恐怖の支配だ。しかしおまえは、私に忠誠心を見せてくれた。事前の小こ網あみ七なな海みへの復ふく讐しゆうで式神として強化されていたとはいえ、あの猛もう獣じゆうのような山田束麿呂に徒と手しゆ空くう拳けんで立ち向かうのには、勇気が必要だったと思う」

　幸徳秋良はいろいろと勘違いをしているようだが、久は熱があったのできちんと訂正する気にはなれなかった。

「私はおまえの忠誠心が、もっと欲しい。そうすれば、仮に私の処女膜がなにかの不可抗力で破られたとしても、おまえは私に従ってくれる。私はもっと、おまえを支配できる」

「──よくそんな言葉を、本人の目の前で言えるな」

「昨日きのうの体育祭は私にとっても、いろいろと示し唆さに富んだものだった。そして反省したのだ。いままで私は、なんと粗末な食事をお前に与えていたのだろうと。もっと良いものを与えれば、お前の忠誠心を得られるのではないかと」

「──!?」

　久きゆうは驚おどろいた。

　そういえば体育祭で食べた料亭の仕出し弁当は、味覚の針が振り切れるほどおいしかった。あれを食べて、己おのれの弁当の地じ獄ごくのまずさを全く省みないのであれば、味覚に問題があるか、人格に問題があるかだろう。

　久の脳裏に、これまで幸こう徳とく秋あき良らにプロテイン弁当を食わされた日々が浮かんだ。ついに自分は、あの地じ獄ごく弁当から解放されるのか。それなら肋ろつ骨こつを痛めながら山やま田だ束つか麿ま呂ろと闘たたかった甲か斐いがあったというものだ。

「今日きようは、新しい弁当を作ってきた──」

　持参のトートバッグから、幸徳秋良が弁当箱を取り出す。それだけで、ぐぐぅと久の腹の虫が鳴った。時刻は、正午を過ぎていた。

「おまえにこれを食べて欲しいのだ」

　幸徳秋良が弁当箱を開いた。

　それは──いつもの、プロテイン弁当だった。

「なんだこれは？」

「プロテインと一いつ緒しよに、蠣かき殻がらを砕いた粉を入れてみた。これでカルシウムも補給できる」

「俺おれはそんなことを聞きたいんじゃない」

「はい、あ～ん」

　いつものように強制的に口に押し込められた。

　味は、前より微妙にまずい。

「どう？　おいしい？」

「──おいしい」

　条件反射というものだろうか。そんな心にもない言葉が、久の口から出た。

　幸徳秋良が満足そうに微笑ほほえむ。

「おまえにそう言ってもらえて私もうれしい。正直少し自信がなかった」

（──そりゃそうだろう）

　また彼女はプロテイン蠣殻ご飯を箸はしで久に食べさせる。

　結局、完食をした。

　空になった弁当箱をうれしそうに見つめる幸徳秋良。突然ベッドの久に、彼女が顔を近づけた。口づけをするかという距きよ離りだった。

「どうだ？　忠誠心は増したか？」

「──まだ、わからない」
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「そうか。時間がかかるものなのかな」

　幸こう徳とく秋あき良らは少し悲しそうな表情をして顔を遠ざけた。そしてまたすぐに電球が光ったような表情になった。

「そうだ。いますぐ寝ね間ま着きを脱げインポテンツ」

「今度はなんだ？」

「昨日きのうの復ふく讐しゆうによって、おまえは強化された。その怪力によって山やま田だ束つか麿ま呂ろの腕を折った。筋きん繊せん維いがどの程度肥大しているのか見てみたい」

「何度言えばわかる。俺おれはいま熱ねつがあって寝ている」

「熱なら心配ない」

「どうしてそう断言できる」

「その熱は式しき神がみとして強化されている証あかし、成長痛のようなものだ」

　久きゆうはため息をついた。

「この熱はそんな不ふ思し議ぎな熱じゃない。そもそもお前の言う怪力ってやつも、そういう不思議な怪力じゃない。──あれだ」

　久はベッドから、幸徳秋良の背後にあるトロフィーを指さした。大きさの違いはあったが、トロフィーは棚いっぱいに並んでいた。

「なんだあれは？」

「子供のころ、俺おれは柔道を習っていた。山やま田だ束つか麿ま呂ろの腕を折ったのは、怪力じゃない。ただの関節技だ」

「準じゆん優ゆう勝しようばかりだな」

　幸こう徳とく秋あき良らが興きよう味み深ぶかそうにトロフィーを眺めながら言った。

「──優勝のやつは、隣となりの部へ屋やにある」

「優勝もあるのか。すごいではないかインポテンツ」

「うるさいな。俺は熱があるんだ。寝るぞ」

　久きゆうは布団をかぶり、幸徳秋良に背中を向けた。

　横になると、肋ろつ骨こつが痛かった。

「──でも昨日きのうのお前はすごかったぞ。映像で何度も観みた私が言うのだから間違いない」

　寝たふりをして応こたえなかった。

　しばらく幸徳秋良は意味もなく部屋をうろついていたが、やがて飽きたのか帰って行った。

　結局、幸徳秋良は礼を言うとは言ったが、お礼の言葉は一切言わなかったな──ベッドの中で久は、そんなことを思った。







　翌日になって、久の熱は引いていた。胸も痛くない。

　もしかしてこれが強化された式しき神がみの回復力なのか──まさか──そんな不安がよぎって、左胸を指で押してみた。痛かった。少しほっとした。

　朝の教室。久がいつものように授業の開始を待っていると、机の前にだれかが立った。

　阿あ見み野の佳よし彦ひこだった。

「あの──久く遠おんくん──」

　目の前でもじもじとしている姿を見ると、本当に小学生のように見えた。

「どうした。またいじめられているのか？」

「あ、はい。あ、いえ。もういじめられてないです。というか今日きようは学校に来てないです。小こ網あみさんも、山田くんも」

「それはよかったな」

「あ、でも、ちょっと可哀かわい想そうだったな、とは思っています。このまま不登校になっちゃったらどうしようとか──」

　沈んだ顔をする阿見野。

　久はため息をついた。

「お前はそれだけのことを、あいつらからされていただろう？　それにあいつらがどうなろうと、そんなことはお前が考えることじゃない。なにからなにまで、幸徳秋良のせいだ。安心しろ、実際幸徳秋良は頭がおかしい。刑事責任を問えないレベルで」

「そ、そうでしょうか。あ、でも、久く遠おんくんにはお礼を言わなきゃとは思って。あの、助けてくれて、あり、ありがとうございました」

　阿あ見み野のは深々と久きゆうに頭を下げた。

「礼も幸こう徳とく秋あき良らに言え。なにからなにまで、あいつが考えたことだ」

「でも、幸徳さんが気絶したあと、久遠くんが山やま田だくんを止めてくれて、それでみんなが助かって──」

「見てたのか」

「はいっ。尊敬しましたっ！」

　そう叫んで、阿見野はきらきらと瞳ひとみを輝かがやかせていた。

「ぼくなんか臆おく病びようだから、あんなに山田くんが怒ってるのが、怖くて怖くて──。でも久遠くんは違った。あんな怖い山田くんに、やられても立ち上がって、そして勝ちました」

「勝算があっただけだ。なければ俺おれも逃げていた」

「ぼくからみたら、勝算があるだけで、すごいです」

　予よ鈴れいが鳴った。

「礼はいいから、自分の教室へ戻れ」

「あ、はい。でも最後にひとつだけ質問があります」

　久は何も言わずただ面めん倒どうそうに阿見野を見た。

「あの、久遠くんは幸徳さんと、付き合ってるんですか？」

　面めん倒どうな質問だった。

　正せい確かくに言うと、久は幸徳秋良から強ごう姦かん罪ざいで訴えると脅おどされて、幸徳秋良を陰おん陽みよう師じ、久遠久を式しき神がみとする主従契約を結ばされている──という関係だが、そんなことを説明しても勘違いされるだけだった。

「──付き合ってない」

　久はそれだけ答えた。

「で、でも、幸徳さんのことは、好きだったりするんですよね？」

「は？」

「その──恋愛感情があるって意味で」

「そんなもの、あるわけがないだろう」

「そ、そうなんですか？」

「お前は、好きなのか？」

　久がそう言うと、阿見野は顔を真まっ赤かにさせてうつむいた。

「──そんなこと、言えるわけないじゃないですか」

　世の中にはマニアがいるものだ。と久は思った。

　確たしかに幸徳秋良は、震ふるえるほど美しい。

　その容姿に騙だまされているだけなのか、あの破は綻たんした人格を知ってなお彼女に好意を持っているのか。いずれにせよこういう人間が、幸こう徳とく秋あき良らを校内美少女ランキング八位までに押し上げているのだろう。

　阿あ見み野のはもじもじと恥じらいながら、久きゆうの顔をちらりと見た。

「あの──付き合ってないのなら、ぼくにもチャンスはあるってことで、いいですか？」

「そうだな。がんばれよ」

　久の激げき励れいに、阿見野はきらきらとした顔をして廊下を走っていった。




　噓うそくさい笑え顔がお。幸徳秋良は機き嫌げんが良さそうだった。

「はい、あ～んして」

　よりまずくなった白飯を咀そ嚼しやくし、飲み込む。不完全に砕かれた蠣かき殻がらが、じゃりじゃりと不快な食感を演出していた。

「質問があるのだが──」

　久は幸徳秋良に話しかけた。

「許す。言え」

「仮にいまお前に恋愛感情を寄せている人間が存在するとしたら、どう思う？」

　幸徳秋良の動きが止まった。それからじっと久を睨にらみつけてきた。

「──なぜ、おまえがそんなことを私に聞く」

「仮の話だ。聞いてみたかった」

　幸徳秋良は唇に指を当てて、少し考えた。

「そうだな──そういう気持ちを明示してくるのであれば──もっと大事にしないといけないのかもしれないな」

「大事にするというのは、付き合うってことか？」

「付き合う？　どういう意味だ」

「交際するという意味だ」

「交際──」

　幸徳秋良はその言葉に、あまりピンと来ていないようだった。

「そんなことより、私は関係性を次の段階に進めたいな」

「次の段階ってなんだ」

「──結婚だ」

　久は胃の内容物を、吐きそうになった。

「結婚!?」

「私は処女だ。それはおまえも知っているな」

「そういうことを教室で堂々と言うな。それに正せい確かくに言うと俺おれは知らない。すべてお前の自己申告だろう」

「とにかく処女膜の喪失は痛みをともなうらしい。私はマゾヒストではないので、痛みによる快楽は味わえない。必要がなければ痛いことは避けたい。だから結婚だ」

「意味がまったくわからない。そもそもお前は処女膜を破るぞとさんざん俺おれを脅おどしていただろうに」

「必要があれば処女膜は破る。脅すことはおまえを私のものにするのに必要だった。そして、こうして私はおまえを支配している。身も、心も」

　そう言って幸こう徳とく秋あき良らは指先で色っぽく、久きゆうの頰ほおを撫なでた。

「おまえがインポテンツでも、結婚をすれば、我々の繫つながりはより深くなると思う」

「──待て。どうして俺の話にすり替わっている。仮の話だと言ったはずだ。そもそも、男は一八歳にならないと結婚できないぞ」

「そうか。それは残念だな──とても」

　物もの憂うげに目を伏せる幸徳秋良の表情はいやに妖よう艶えんで、ひどく不気味に感じた。







　水すい曜よう日び。

　カウンセリングを受け、ハンコをもらう日。

　澁しぶ澤さわめぐみは、相変わらず脳天気だった。

　阿あ見み野の佳よし彦ひこという一年生が、幸徳秋良に恋をしているかもしれない。その話を澁澤めぐみは喜怒哀楽の激はげしい表情で聞いていた。

　彼女が驚おどろいたり喜んだりするたびに、無む駄だに大きな胸が無駄に揺れた。

「やだ。恋こい敵がたき登場じゃない。久く遠おんくん、早く幸徳さんに告白しなきゃダメよ」

「──なんの告白だ」

「好きなんでしょ？　幸徳さんのこと」

「俺があいつを好きだなんて話、一回もしたことないだろう。全部あんたの妄想だ」

「その下級生に、幸徳さんをとられちゃうかもよ？」

「それがどうした。俺には関係ない」

「関係なくないよ。先生は久遠くんと幸徳さん、とってもお似合いだと思うもん」

　少し首を傾かしげて、諭さとすような顔の澁澤めぐみ。

「あのね久遠くん。大事なものっていうのは、失ってから気づくものなんだよ？」

　その澁澤めぐみの言葉は、なぜかひどく、久をイラつかせた。

「──そんなことは、知っている」

「へ？　知っている？」

「うるさい」

　久きゆうはソファから立ち上がった。

　カウンセリング時間はまだ、半分以上残っていた。

「あんたはカウンセラー失格だ。俺おれの話なんかこれっぽっちも聞こうとしないで、自分の妄想話ばかりを押しつけてくる。俺はもともとカウンセリングを受けたいなんて思っていない。ただ担任に強制されてハンコをもらいに来ているだけだ」

「ご、ごめん久く遠おんくん。私はただ──」

「ハンコなんてもうどうでもいい。俺は二度と、ここには来ない」

　久は少し乱らん暴ぼうに戸を閉め、保健準備室を出て行った。




「──めぐみちゃん、泣いていたぞ」

　図書準備室に入るなり、幸こう徳とく秋あき良らが言った。

　久は長机で睦む月つき影かげ郎ろうの官能小説を読んでいた。当然久はフェティックな官能小説を読んでも性的興こう奮ふんは覚えないし、股こ間かんの隆起もないが、他ほかの選択肢──たとえば幼女の写真集を眺めること──よりはいささかマシに思えた。

　その久の隣となりに、幸徳秋良が椅い子すを寄せて座る。

「おまえはめぐみちゃんに、どんな辱はずかしめをしたのだ？」

「そんなことはしていない。ただ少しイライラして、怒っただけだ」

「ほう──」

　幸徳秋良は興きよう味み深ぶかそうに、隣となりから久の顔を見ていた。

「おまえも怒ることがあるのだな、女を泣かすほどに。もっと、感情のない人間だと思っていた」

「それは誤解だ。俺にだって感情はある。そしてよくお前に対して怒りを感じている」

「しかし私を助けた。傷ついても、勇ましく立ち上がって──」

　そう言って幸徳秋良は久の頰ほおを優やさしく撫なでた。

「なにが、おまえを怒らせたのだ？　めぐみちゃんは、おまえに嫌われたと言っていた」

「──お前には関係ない」

「関係ある。私は知りたいのだ。おまえがなにに怒るのかを。なにに喜び、なにが好きで、なにが嫌いなのか、すべてを知りたいと思っている」

「──また、陰おん陽みよう師じと式しき神がみか」

「そうだ。式神の特性を知る陰陽師こそが、一流の陰陽師だ」

　幸徳秋良が久の顔をのぞき込む。

　久の視界が、幸徳秋良の顔でいっぱいになった。

「私はもっともっと、おまえのことを知りたいと思っている。この気持ちが、最初よりどんどん強くなっている。──おまえが式神として強化されたように、私も陰陽師として成長しているのかもしれないな」

「俺おれは、強化されている実感なんてないがな」

「自覚をしていないだけだ。──そうだ」

　はっとした顔をして、幸こう徳とく秋あき良らは背筋を伸ばした。

「早く、次の復ふく讐しゆうを探さなければならないな」

「──まだ、やるのか」

「当たり前だ。もっともっと復讐をして、もっともっとおまえを強化するのだ」

「仮の話だが、俺が式しき神がみをやめると言ったらどうする？」

「そのときは処女膜を破っておまえを訴える何度も言わせるな」

「訴えられても、やめると言ったら？」

「おまえは──式神をやめたいのか？　こんなに成果が出ているのに」

「──仮の話だ」

　幸徳秋良は長机に両手で頰ほお杖づえをついて、少し考えてからこう言った。

「──そのときは、私は、おまえを殺してしまうかもしれないな」

「お前に殺されるのは、ちょっと嫌いやだな。残ざん虐ぎやくそうだ」

「いや、やっぱり殺さないかもしれない」

　頰杖を解いて、幸徳秋良は久の顔をまっすぐに見た。

「大きな穴を掘って、そこにおまえを入れる。古井戸みたいな深い穴だ。私は毎朝その穴をのぞいて、おまえと少しだけ会話をしてから、蠣かき殻がらを砕いて入れたプロテインご飯をバケツに入れて縄なわで下ろす。おまえは自分の排はい泄せつ物ぶつを前日分のバケツに入れて私に返す。私はそのバケツの排泄物をトイレに流してから明日あしたのためにタワシで洗う。それから私は朝食を食べて、歯を磨いてから学校へ行く。そんな生活を続けたら、おまえも式神をやめるなんて思い直してくれるかもしれない」

「──思い直すだろうな。たぶん」

　冗じよう談だんではなく、この女なら躊ちゆう躇ちよなく実行するだろう。久きゆうはそう思った。

「そうか。それならそうしよう」

「いや待て。仮の話だぞ」

「もちろん仮の話だ。──でも良かった。おまえがそんなことを、言わない式神で」

　幸徳秋良の笑え顔がおは、背筋が凍るほど美しかった。







　その夜、久は夢を見た。

　久は暗くてじめじめとした深い穴の中にいた。

　井戸の底だろうか。膝ひざまでが、黒い水に浸つかっていた。

　上から陽ひの光が入ってくる。見上げると、まるい穴から空が見えた。

　その穴をのぞき込んで、誰だれかが久きゆうを見ていた。まぶしくて、誰だかはわからない。

　久は叫んでいた。

　なにを叫んでいるのかはわからない。しかし必死だった。

　やがて光の中から、穴をのぞく人間の正体が見えた。それは、久の顔だった。

　井戸の底の久はさらに叫び、穴の壁かべを登ろうとあがく。だが石垣に指がはじかれ、苔こけに足を滑すべらされ、どうしても壁を登ることができなかった。

　井戸の上の久は、その無ぶ様ざまな姿を、ただ無表情で見つめていた。

　井戸の底の久は、ただ叫ぶことしかできなかった。

　そして氷のような無表情のまま、井戸の上の久は去っていった。







「はい、あ～んして」

　昼休みの教室。

　久は蠣かき殻がら粉こ入りのプロテイン飯を飲み込んだ。この味に慣なれてきた自分が、久は少し怖ろしくなってきた。

「──昨日きのう、お前のせいで悪夢を見た」

「おまえの夢にまで、私が出てきたのか？」

「いや。ただ俺おれが深い穴に閉じ込められている夢だった。朝起きたら、汗で体が濡ぬれていた」

「そうか。ふふふ」

　幸こう徳とく秋あき良らは、笑え顔がおで久の顔を見つめていた。

「なぜ笑う」

「私が昨日きのう戯たわむれに話した計画が、おまえの潜せん在ざい意い識しきにまで恐怖を植え付けていたのだな──と思って少し嬉うれしくなった」

「──計画と言わないでくれ。現実味が増す」

「そうだインポテンツ。放ほう課か後ごは先に図書準備室に行って待っていろ。私は少し遅れる」

「カウンセリングの枠でも増えたのか？」

「そうではない。新聞部に行ってくる」

「新聞部？」

「校内新聞に、広告を出すのだ。復ふく讐しゆうを代行しますと。そうすればわざわざ探さずとも、復讐を望む者たちが向こうからやってくる」

「広告とか、校内新聞ごときにそんなシステムがあるのか？　そもそも公式な校内新聞がそんな反社会的な広告を許すわけがないと思うが」

「その交渉をしてくる。可愛かわいらしいゆるキャラのイラストでも添えれば、きっとものすごい数の依頼がくるに違いない」

　まるで夢見る乙おと女めかのように、幸こう徳とく秋あき良らは瞳ひとみを輝かがやかせた。

「交渉ねぇ──脅迫じゃないのか」

「──脅迫も、交渉の一手段だ」

　幸徳秋良はそう言って微笑ほほえんだ。




　図書準備室。

　ひとりで官能小説を読む久きゆう。強ごう姦かん罪ざいで訴えられたくもないし、深い穴に閉じ込められたくもないので、おとなしく幸徳秋良を待っていた。

　扉をノックする音がした。

「──あのう。すみません」

　阿あ見み野の佳よし彦ひこだった。

「なんだ。幸徳秋良ならここにいない。いま新聞部で交渉中だ」

「え。そうなんですか。──で、でも、ちょうどいいや」

　阿見野は小走りで入ってきて、久の隣となりに座った。

「あの、ぼく、あれから小こ網あみさんの家と、山やま田だくんの入院先に通っていたんです。久く遠おんくんに、その報告をしようと思って」

「わざわざ行ってきたのか。お前をいじめていた連中だぞ」

「でも──ぼくのせいで学校に来なくなっちゃったら、嫌いやじゃないですか」

「前にも言ったように、お前のせいじゃない。ぜんぶ幸徳秋良のせいだ」

「でも、そんなふうに割り切るのなんて、ぼくには難むずかしいですよ──」

　阿見野は消え入るような声でそう言った。

（──そういえばこいつは、幸徳秋良に惚ほれていたのだな）

　恋愛感情とは難なん儀ぎなものだな、と久は思った。

「それで、小網さんとは昨日きのうやっと会うことができたんです。授業のノートとか、プリントとかを持っていってたんですけど、最初はぜんぜん会ってくれなくて──。でも、昨日は久遠くんに会ったって話をしたらドアをちょっとだけ開けてくれて、そのまま久遠くんの話で盛り上がっちゃいました」

　照れくさそうに阿見野が笑った。

「──俺おれの話？」

「そうです。久遠くんが山やま田だくんと闘たたかって勝った話なんか、小網さん身を乗り出して聞いていました。それでぼくと小網さんも、ほんのちょっと、仲良くなっちゃったというか」

「お前ら、ケンカの話なんかに興きよう味みがあったんだな」

「ケンカの話じゃありません。久遠くんの話です。──ほら、ぼくと小網さんは、同じ穴のムジナみたいなものですから」

「あ？」

　言っている意味がわからなかった。

　その久きゆうの反応に、阿あ見み野のは少し首を傾かしげてはにかんだだけだった。

「そうだ。久く遠おんくんにお願ねがいがあるんです。──こんど一いつ緒しよに、小こ網あみさん家ちに行ってくれないかなあって思って」

「なぜ俺おれが」

「だってほら、小網さんも喜ぶと思うし」

「なぜそう思う。俺は幸こう徳とく秋あき良らと一いつ緒しよに、あいつをこっぴどく辱はずかしめたんだぞ」

「それはそうですけど──」

「とにかく、お前と小網七なな海みが仲良くなったのなら、それでいいだろう。おまえをいじめていた主犯は、小網七海だ」

「でも──ぼくも、久遠くんと一緒に行けたら、うれしいですし──」

　阿見野は子供のような笑え顔がおで言った。

　久はため息をついた。幸徳秋良に惚れている阿見野は、彼女の罪を少しでも軽くするために奔ほん走そうしているのだろう。

　その一方で幸徳秋良は、次の罪を重ねるために新聞部を脅迫中である。

　永久に終わらないもぐら叩たたきを、阿見野はしている。久にはそう見えた。

「小網七海はいいとして、山やま田だ束つか麿ま呂ろはどうしたんだ？」

「それが、入院しているんですけど、会ってくれないんです。なんかぼくのことを久く遠おんくんの仲間だと認にん識しきしているみたいで」

「それが普通だ」

「怖がっているらしいんです。久遠くんのことを」

「本気でやったら、山田束麿呂が勝つ。あのときやつは油断していただけだ」

「そうでしょうか」

「そうだ。やつの腕が治って退院してきたら、俺はどうすることもできない。それまでにお前はお見み舞まいを重ねて、せいぜい仲良くなっておいたほうがいいかもな」

「はいっ」

　せっかく久が忠告をしたにもかかわらず、阿見野は緊きん張ちよう感かんのない笑顔で返事をした。

「なぜ笑う。お前が、山田束麿呂から報復されるかもしれないんだぞ」

「え──。そ、そうですね。でもいまはなんか、久遠くんと二人ふたりきりなのが、心強いというか、ちょっと嬉うれしいかなあ、なんて。へへ」

　危き機き意識の乏とぼしいやつだ。と久は思った。

　こういう性格だから、いじめの被害にあうのだろう。

「──ねえ、久く遠おんくん。こうしてもうちょっと、久遠くんのこと見ててもいいですか？」

　阿あ見み野のは長机に片かた頰ほおをくっつけて、久きゆうを見つめていた。

「勝手にしろ」

　久は舌打ちをして、文庫本の続きを読み始めた。

　しばらく図書準備室に、静かな時間が流れた。

　突然──バンッ──と乱らん暴ぼうに、図書準備室の扉が開いた。

「──なんだ来ていたのか、アナルセックス」

　幸こう徳とく秋あき良らだった。

　表情の明るさをみると、どうやら脅迫は成功したらしい。

「そそ、そんな想像、してませんってっ！」

　顔を真まっ赤かにして、阿見野が怒る。

「貴様は本当にいやらしい男だなアナルセックス。どうせ顔に似合わない淫みだらな想像で、その未み成せい熟じゆくな海かい綿めん体たいを充血させているのだろう。──どれ、触らせてみろ」

「や、やめてくださいっ！」

　人格が破は綻たんしている幸徳秋良に恋心を抱くのは、さぞ大変なことだろう。他ひ人と事ごとながら、久は少し気の毒に思った。

　そして図書準備室でちょっとした鬼ごっこをしている二人ふたりを無視し、また久は、官能小説のページを開くのであった。







　校内新聞は、Ａ３のわら半紙を両面印刷して二つ折りにしたもので、少し小さめのタブロイド紙という印象だ。

　月に一度、新聞部が非公式に発行している号外に、復ふく讐しゆう募集の広告が掲載された。

　便べん宜ぎ的てきに広告と呼んでいるが、むろん広告費などは支払っていない。

　ページ半分を占有した広告で、まず大きな毛筆書きの「復讐」の二文字が目につく。そこから見出し文字で「あなたの復讐を代行します。図書準備室で相そう談だんを受付」と書かれていた。

　イラストも添えられていて、それは、鼻のないオカッパ頭の女の子が、眼がん球きゆうがむき出されたような真円の瞳ひとみで、じっとどこかを睨にらんでいるものだった。幸徳秋良は可愛かわいらしいゆるキャラだと言っていたが、とんでもない。夢に出てきそうなほど不気味なイラストだった。

　こんな醜しゆう悪あくかつ非倫理的な広告が、非公式とはいえ学内で配られる校内新聞に掲載されること自体、正気の沙さ汰たとは思えない。

　だがこの際、そんなことはどうでもいい。

　久は図書準備室の長机に校内新聞を置き、深くため息をついてから、幸徳秋良へ抗こう議ぎした。

「なぜ代表者の名前が、俺おれなんだ？」

　広告の一番下には「代表：久く遠おん久きゆう（２年Ｄ組）」という文字が、勝手に刻まれていた。

「代表者の名前が必要だったからに、決まっているだろう」

「それならお前の名前を書けばいい。この件の主体はお前で、俺おれじゃない」

「私は正式には図書委員なのだ。だからダメだと言われた。しかしいまさら、小さなことにこだわることもあるまい。私の名前でもおまえの名前でも、ほとんど同じことなのだから」

「小さなことでも、同じことでもない。俺のカウンセリングの時間を増やされる」

「おや？　もう、めぐみちゃんのところには行かないんじゃなかったのか？」

「下へ手たしたら、専門の病院に行かされるかもしれない」

「それは困るな。私はめぐみちゃんから、お前の話を聞くのが好きだった」

　幸こう徳とく秋あき良らはそう言って、久の頰ほおを撫なでた。

「──とにかく代表に俺の名前を使うのは修正してくれ」

「もう遅い。学校中に配られている。校内新聞の号外は人気があるらしい。部長がそう言っていたぞ。校内美少女ランキングが、掲載されているからだそうだ」

　長机の新聞に目を移すと、確たしかに一面から校内美少女ランキングの発表だった。

　久はページをめくり、幸徳秋良の文字を探してみた。

　あった。ランクは九位に落ちていた。少し久は気が晴れた。天罰が下ったのだ。

　解説にはこうある。

　幸徳秋良──図書室の魔ま女じよ。美び貌ぼうは折り紙付きだが、人格に大きな欠陥がありランキング上位は望めないだろう。マニア層に高い人気も、最近彼氏ができたという噂うわさがある。

「おい──」

　久は幸徳秋良に声をかける。

「──世間ではたぶん、お前と俺が付き合っていると勘違いをしているぞ。阿あ見み野のもそう思っていた。訂正したほうがいいんじゃないか？　人気がだだ下がりだぞ」

　珍しく、幸徳秋良が憂ゆう鬱うつそうにため息をついた。

「こんなものの人気など私はどうでもいいが、勘違いは許せないな。記事の訂正を交渉すべきかもしれない」

「お前もそう思うか」

「ああ。我々の関係は、付き合っている、などという曖あい昧まいかつ対等な関係ではない。契約で結ばれた、陰おん陽みよう師じと式しき神がみだ」

「──いや。やっぱり訂正はしなくていい」

「なぜだ。私は許せない」

「陰陽師だとか式神だとかは、なるべく公表しないほうがいい」

「なぜそう思うのだ」

「そのほうが、仕事をしやすいだろう──たぶん」

　幸こう徳とく秋あき良らは唇に指を当てて少し考えた。

「それもそうかもしれないな。おまえにしては良いことを言う」

「──俺おれもそう思う」

　校内美少女ランキングは、意外な動きがあった。

　小こ網あみ七なな海みのランクが、七位から五位に上がっていた。記事によると体育祭のお漏らし事件によりマニア票を大幅に獲かく得とくしたのだという。いったいマニアとはどういった人種なのだ。久きゆうにはよくわからなかったが、どうでもいいことだとも思った。

　不動の一位は、織おり口ぐちしのぶ。

　記事にはこうある。

　得票数でダントツの一位。顔・性格・スタイルすべてに文句のつけようのない美少女。二年生になってテニス部のエースとしても活かつ躍やく中ちゆう。隠れ巨乳でもあり、幅広い支持を集めている。

　写真は、体育祭でチアリーダーをしているときのものだった。きらきらと輝かがやくような健康的で可愛かわいらしい笑え顔がおで、確たしかに胸もかなり大きい。

「──そんな女が、気になるのか？」

　久が織口しのぶの記事を読んでいると、横から幸徳秋良が口を出してきた。

「気になると言えば、気になるかな」

　その言葉を久が発するやいなや、幸徳秋良がすばやく久の睾こう丸がんを摑つかんだ。

「思い上がるなよ、インポテンツ」

「待て。はやまるな──」

　そのまま、ぎゅーっと、幸徳秋良が久の睾こう丸がんを強くひねり上げる。

　内臓に響ひびく、重く危険な痛みだった。

「おまえのような欠陥のある人間と、この女は住む世界が違うのだ。同じ人間ですらない。この女が高たか嶺ねの花だとしたら、おまえは地じ獄ごくのエノキダケだ。その差は、一生では埋まらない。輪廻りんね転てん生せいを繰くり返しても埋まらないかもしれない」

「──わかったから、その手を放せ」

　睾丸を摑む力が少し緩ゆるむ。久の内臓に束つかの間まの安あん堵ど感かんが広がる。

　しかしすぐにまた、幸徳秋良の指に強い力が入った。

「うっ──」

「だが安心しろインポテンツ。私がいる。おまえが地獄のエノキダケなら、私は地獄の菌類栽培業者となろう。私がちゃんと導みちびいて、おまえを立派な式しき神がみに育ててやる。なにも高嶺を目指す必要などない。──我々は、暗い地獄の底で大きく栄えればいいのだ」

「わかった。わかったから、はやまるな──」

　またぎゅぎゅぎゅーっと、睾丸を締しめる力が強まった。

「だいたいこの女がなんだというのだ。世界が自分を中心に回っていると思っているような、痛々しいリア充じゆうではないか。セックスしまくりの、超ど淫いん乱らんだぞ」

「──こいつを、知っているのか？」

「いいや。目を合わせたこともない。しかしわかるのだ。この、男に揉もみしだかれて成長しただらしのない肥大乳がその証拠だ。きっと夏休みはワンボックスカーで日に本ほん中じゆうを回って、千せん人にん斬ぎりを目指しているセックス依存症に違いない。そして日本中の性病がこの女に集まっている。いわばセックスの権ごん化げ、性病の中ちゆう央おう卸おろし売うり市し場じようと呼んでも過言ではないだろう──」




「──だれが、性病の中央卸売市場よ」




　女の声がした。幸こう徳とく秋あき良らの低い声ではない。

　声の方向──図書準備室の入口を見ると、そこにはなんと──織おり口ぐちしのぶ本人がいた。

　制服姿の織口しのぶ。

　着こなしの違いか、着ている者の性質の違いか、幸徳秋良と同じ制服を着ているようには思えなかった。──どこか輝かがやいて見える。それは短めのスカートから露ろ出しゆつする健康的な太ふと腿もものせいだけではないだろう。

　ネバネバした地獄の菌類栽培業者の表情で、幸徳秋良が織口しのぶを睨にらむ。

　睾こう丸がんへの締め付けが緩ゆるんだ。久きゆうはほっと息を吐いた。

「──去いね。ここは地じ獄ごくだ。貴様のような性病持ちが来るところではない」

「あなたが幸徳さんね。噂うわさは聞いているわ。あまり良い噂とは、言えないけど」

「その噂なら全部本当だ。もし図書室を利用中に過ってこの準備室に迷い込んだのならば、三秒以内に出て行け。さもなくばその悪い噂を、貴様は身をもって体たい験けんすることになる」

「私がここに来たのは、これを見たからよ──」

　織口しのぶがこちらへ示したものは、校内新聞の号外にある「復ふく讐しゆう」の文字だった。

「──ほう。まさか貴様のようなリア充が、最初の依頼者になろうとはな」

「私はこの復讐とやらの依頼に来たんじゃないわ。──ここに、久の名前を見つけたからよ」

「きゅう──だと？　馴なれ馴なれしいぞ貴様」

「当然よ。私と久は──幼なじみだもの」

「下へ手たな噓うそをつくな。こいつにそんなものはいない」

「本当よ。ね、久」

　織口しのぶは久を見て、軽く微笑ほほえんだ。

「──本当、なのか？」

　ゆっくりと幸徳秋良が振り返って、久に目を向けた。我が子を食らうサトゥルヌスのような顔だった。

「幼なじみなどと──おまえにそんな、ベタな学園ドラマみたいな人間関係があったとは、聞いていないぞインポテンツ」

　消え入るような小声で不気味に囁ささやく幸こう徳とく秋あき良ら。

「待て。そんな良いものじゃない。子供のころ、一いつ緒しよの道場に通っていただけだ」

「いますぐ絶交しろインポテンツ。そんな人間めいた繫つながりは、式しき神がみとしての力を弱めることになるっ！」

「おい、はやまるな」

　久きゆうはすばやく立ち上がって、距きよ離りをとった。

　幸徳秋良がまた久の睾こう丸がんに手を伸ばしたからだった。睾丸を空振りした幸徳秋良の手は固く、おそらく彼女の百パーセントの握力で握にぎり締しめられていた。

「しのぶ──」

　久は椅い子すで幸徳秋良から距離をとりながら、織おり口ぐちしのぶに声をかける。

「とりあえずお前はここを出て行け。話がややこしくなる」

「いやよ──」

　拒絶する織口しのぶ。

「エイのことがあってから、私は何年も久のことを心配していた。なのに久はずっと私を無視し続けていた。それがなに？　校内新聞の変な広告に久の名前を見つけたと思ったら、評判の悪い女とイチャイチャしている。ちゃんと説明してもらわないと、私の気が済まないわ」

「黙だまれクラミジア──」

　幸徳秋良が立ち上がった。

　完全に瞳どう孔こうが開いている。危険な表情だった。

「ちょっ、クラミジアって私のこと？」

「貴様以外に、ここに性病持ちなどいない」

「私は性病なんて持っていないわ」

「黙れと言っている。でないと私は──貴様を殺してしまうかもしれない」

（やばいな──）

　久は織口しのぶと幸徳秋良の間に割って入る。

「しのぶ、いますぐ帰れ。この女は本気だ。本当にお前を殺す」

「逃げる必要なんてないわ久。だって私のほうが幸徳さんより、ずっと強いもの」

　自信に満ちた表情の織口しのぶ。

「そんな格かく闘とう技ぎ的てきな強さに意味はない。──お前は、幸徳秋良の怖おそろしさを知らない」

「私の前で──」

　ゆらゆらと不気味に、幸徳秋良が近づいてくる。

「──下の名前で呼び合うなっ！」

　いきなり幸徳秋良が動く。速かった。

　獣けもののようにしなやかな敏びん捷しようさで、あっという間に久きゆうを素通りし、その後ろにいる織おり口ぐちしのぶとの差を詰める。

　そのまま幸こう徳とく秋あき良らの細い指が、魔ま界かいの森の枯れ枝のように折れ曲がり、刃物のような鋭するどさで織口しのぶの胴体を引き裂くかに見えた、その瞬しゆん間かん──

　幸徳秋良の体が、空中を舞まった。

　そしてバシンという鈍にぶい音とともに、幸徳秋良は図書準備室の床に叩たたきつけられたのだった。

　一本背負い。

　綺き麗れいな形だった。

　織口しのぶは女子だったが、久は道場で、一度も勝ったことがなかった。いまやれば体重の差で久が多少有利かもしれないが、当時はまだ織口しのぶのほうが体が大きかった。

　床に仰あお向むけになった幸徳秋良を、そのまま押さえ込もうとする織口しのぶ。

　その織口しのぶの腕を、久が後ろからひねり上げた。

「なっ、なにするのよ久」

（──事情は後で説明する。いまはこの場から逃げろ、しのぶ。なるべく遠くへだ）

　久はそう織口しのぶの耳元へ囁ささやいた。

　仰向けで放心する幸徳秋良の顔が、ゆっくりと、織口しのぶと久のほうへ向いた。不気味に髪の毛が伸びる日に本ほん人にん形ぎようのような暗い瞳ひとみで、口元だけが笑っていた。

「放してよ、久」

　あがく織口しのぶ。

（──俺おれを信じろ）

　久が織口しのぶを扉のほうへ誘ゆう導どうしようと力を緩ゆるめた瞬間、

「ぶごぉっ！」

　織口しのぶの後頭部が、久の顔面を痛打した。そのまま彼女は体をずらして強烈な肘ひじ打うちを久の水すい月げつに決め、流れるような動きで図書準備室の扉の外側へ移動していた。

　久が膝ひざをついて見上げると、織口しのぶは冷酷な勝利者の顔で久を見下ろしていた。

　その顔は、久が子供のころ道場で何度も見たことのある顔だった。

（せ・つ・め・い・してね──）

　そう織口しのぶは口を動かして、ゆっくりと図書準備室の扉を閉めた。

「待てクラミジアッ！」

「待つのはお前だ」

　追おうとする幸徳秋良を、久は体を張って止めた。

「あっ──鼻血が出ているではないか、インポテンツ」

　そう言われて気づいたが、鼻から血が出ていた。織口しのぶの頭突きを食らったからだ。

　幸徳秋良が制服からティッシュを取り出して、久の顔を拭ふく。

　鼻血はすぐに止まった。

「──まったくなんという女なのだ。性病持ちというだけでなく、あれほど凶きよう暴ぼうとは」

「お前も人のことは言えないと思うが」

「私は性病など持っていない。──しかし考えようによっては、傷害罪で訴える材料ができたとも言えるな。おまえの流血は無む駄だではなかった」

　そう言って幸こう徳とく秋あき良らは久きゆうの頰ほおを撫なでた。

　図書準備室の映像音声は、記き録ろくされている。

　さきほどのちょっとした格かく闘とうは、織おり口ぐちしのぶの正当防ぼう衛えいと言える内容だったが、編へん集しゆうででっち上げることは、幸徳秋良の得意技である。

「その、しのぶのことだが、俺おれに任せてくれないか。きちんと状況を説明をすれば、きっと和解できると思う」

　久の頰を撫でていた幸徳秋良が、急に爪つめを立てた。そのままゆっくりと頰を引ひっ搔かいて、肌に赤い筋が浮き出た。遅れてその筋が、じんじんと疼うずく。

「和解など認めない。あの女は、私が殺す。できれば自殺に見せかけて」

「お前は幼なじみという言葉を、なにか勘違いしている。さっきも言ったように、しのぶとは、ただ通ってた道場が一いつ緒しよだっただけだ」

　幸徳秋良の爪に、さらに力が入る。

「あの女を下の名前で呼ぶのはやめろ。おまえは私のものだ。幼なじみなどという人間めいた繫つながりは認めない」

「人間めいているのではなく、俺は人間だ。お前も人間だ。親だっているし、先生やカウンセラーだっているし、いくら教室で孤立していようが、いままで築いてきた人間関係はゼロじゃない。なぜお前は、そんなにしのぶのことを敵視する」

　そのとき突然、幸徳秋良が久に抱きついてきた。

　久への新手の嗜し虐ぎやく行動かと一いつ瞬しゆん身構えたが、幸徳秋良はただ久の胸に顔をうずめているだけだった。女の髪の、甘い匂においがした。

「──私は、あの女が怖かった」

「怖い？　──お前が？」

　久の頭は軽くパニックになっていた。

　この幸徳秋良に、怖ろしいものなどあるのだろうか。

「怖いと感じて、それでいきなり襲おそいかかったのか？　俺にはお前の防ぼう衛えい本能がまったく理解できない」

「私の知らないおまえを、あの女は知っている。──私にはそれがなんだか、たまらなく怖かったのだ」

　久の胸で、幸徳秋良が震ふるえている。表情は見えない。

　抱きつき、体を密着させて怯おびえる幸こう徳とく秋あき良ら。ひどく華きや奢しやに感じた。

「なぜそれを怖いと思う。子供のころの知り合いというだけで、しのぶはいまの俺おれのことなんて何もわかっちゃいない。俺だってお前の子供のころの話など知らない。そんなことは、当たり前の話だろう」

「私はおまえの全すべてを知りたいと思っている。でもあの女は、私の知らないおまえを知っている」

「俺の全てなんて、だれにもわからない。お前にもわからない。たぶん俺にも」

　強く、幸徳秋良が久きゆうの体を抱きしめる。

　悪あく魔まのような思考回路をもつ彼女が、実は人間であり、しかもかなり魅み力りよく的てきな女性の肉体を持っていることを久はあらためて認にん識しきした。

「それでも私は、おまえを知りたい。おまえは、私のものだから」

「──また、式しき神がみか」

「そうだ。おまえは私の式神だ。私だけの、式神だ」

　久はため息をついた。

　抱きついて離はなれない幸徳秋良。静寂の図書準備室。遠くで部活のかけ声が聞こえる。

　久はそのままにしていた──彼女の、気が済むまで。




　その夜、織おり口ぐちしのぶが久の家に来た。

「ひさしぶり──」

　玄関に出ると、織口しのぶは少し気まずそうに言った。

「今日きよう学校で会っただろう」

「ここに来るのが、ひさしぶりってこと」

　彼女はひらひらのベアトップにショートパンツという、肩や太ふと腿ももをさらけ出した真夏のような格好をしていた。

　部へ屋やへ上がる。しのぶちゃん可愛かわいくなったわね──という久の母親の感嘆に、織口しのぶは慣なれた感じで会釈した。

「準じゆん優ゆう勝しよう──まだとってあるんだね」

　織口しのぶは、久の部屋にあるトロフィーを見ていた。

「捨てようと思ったことはある」

「──久く遠おん兄弟の友達っていうのが、私の自慢だったわ」

　彼女は振り返って微笑した。

「久遠永えいの、だろう。その大会の女子の部で、お前は優勝していたはずだ」

「久も強かった」

「しのぶには、一度も勝ったことがなかった」

「一度も？　そうだったかしら」

「お前は俺おれなんか眼がん中ちゆうになかった。だから忘れている。いつも兄貴を見ていた」

「ふふ。妬やいているの？」

「悪い冗じよう談だんはよせ」

「──ごめん」

　しばらく二人ふたりは黙だまっていた。

　久きゆうがベッドに座る。それを見て、自然に織おり口ぐちしのぶも隣となりに座った。

　バカになりかけたベッドのスプリングが沈み、太ふと腿もも同士が触れ合った。

　子供のころ、よくこうしてベッドに座って話をした。ただそのときは、必ずもう一人ひとりも一いつ緒しよだった。

「でも、元気になったみたいで良かった」

　隣で笑う織口しのぶは、あの頃ころよりずっと綺き麗れいになっていた。胸の大きさもだいぶ成長している。しかし子供のころの面おも影かげは残っていた。

「──お前にそう見えるのなら、そうなのかもな」

「もしかして、幸こう徳とくさんのおかげ？」

「は？」

「久は幸徳さんに恋しちゃっていて、それで元気になったのかなあ──なんて」
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「お前って、そんな冗じよう談だんを言うやつだったか」

「え、違うの？」

「俺おれは──そうだな──あいつに、従わされている」

　久きゆうは、織おり口ぐちしのぶに話した。

　幸こう徳とく秋あき良らが、目的のためなら手段を選ばない狂気の女であること。強ごう姦かん罪ざいをでっち上げられて脅おどされていること。復ふく讐しゆう代行と称しすでに何人かの生徒を不登校に追いやっていること。

　ただ陰おん陽みよう師じと式しき神がみとして、主従契約を結んでいることは言わなかった。説明が面めん倒どうだし、自分もまた入院が必要なレベルと勘違いされることを懸け念ねんした。

「──なにそれ、脅迫されてるってことじゃない」

「まあ、その通りだ」

「だめよ久。こういうことは毅き然ぜんと対処しなきゃ。警けい察さつに相そう談だんしたり、先生に相談したり、スクールカウンセラーに相談するって手もあるわ」

「まあ──そう、だな」

「なによ。あなたちゃんと対処する気あるの？　そういう態度が、いじめを増長させるのよ」

「そうか──俺は、幸徳秋良にいじめられているのか」

　思わず久は微笑ほほえんだ。笑うのは、久しぶりな気がした。

　脅されている、とは思っていたが、それがいじめだとは思っていなかった。

「私から、先生に言ってあげようか？」

「教員は無力だ。責任を逃のがれることしか考えていない」

「そうかな」

「そうだ」

「なら私が、幸徳さんの手から、久を助けてあげる」

　こともなげに、織口しのぶはそう言って笑った。子供のころのように、屈託のないキラキラした笑え顔がおだった。

「やめておけ。返かえり討うちに遭うのがオチだ」

「久も見てたでしょう？　幸徳さんより、私のほうが強いわ。ずっと」

「説明したはずだ。あいつの怖ろしさは、そういうところじゃない。気づいたときにはもう遅い、蟻あり地じ獄ごくのような罠わなに嵌はめられるぞ」

「関係ないわ。私は、強くなったの──」

　織口しのぶの表情が変わった。笑顔であることは変わらないが、その瞳ひとみには、とてつもなく冷れい徹てつな光が宿っていた。

「──久には想像もできないでしょうけど、一見平和そうな女の子の世界の裏側にはね、いつも汚れた嫉しつ妬との渦が、グツグツと煮えたぎっているものなの。学校で少しでも目立つ存在は、嫌いやでもその渦に巻き込まれる。私はそういう汚れたいじめをずっと、はね返してきたわ」

　織おり口ぐちしのぶの言う女の子の世界というものは、久きゆうにはわからない。

「──なんか変わったな、しのぶ」

「女の子はね、久、強くなきゃ、やってられないのよ」

　諭さとすような口く調ちよう。

　また、弟扱いか──。久はそう思った。

　子供の頃ころ、織口しのぶはよく兄と一いつ緒しよになって、久を弟のように扱った。久はそれが悔しくて、いつか見返してやろうと思っていたのだが、その思いは、すでに永久に果たせないものとなってしまった。

「──しのぶ、お前の手は借りない」

「どうしたの？」

「幸こう徳とく秋あき良らの件は、俺おれの問題だ。お前は関係ない」

「私は、久を助けたいのよ」

「なぜそんなに俺に干渉したがる。放っておけばいいだろう」

「私はあなたの幼なじみよ。いけない？」

「永えいは死んだんだ。──俺はいつまでもお前の弟ではない」

「私は──」

　言いかけて、織口しのぶは口をつぐんだ。

「思うに、しのぶと幸徳秋良の相性は、最悪だ。お前が出て来ると、余計ややこしくなる」

「──なんか変わったね、久」

「そうか？」

「昔はもっと、可愛かわいかった」

　そう言って笑う織口しのぶの表情はどこか儚はかなげで、とんでもなく、美しかった。

「しのぶは、いまのほうが可愛いかもな」

　バシンッ──。

　いきなり織口しのぶが、久の頰ほおを殴った。それもグーで。

　唐突すぎて、一いつ瞬しゆんなにが起きたのかわからなかった。

「──なにをする」

「なんか、殴りたくなっちゃった」

　彼女は屈託のない笑え顔がおでそう言った。殴られた頰が熱あつかった。

「──お前は昔より、暴ぼう力りよく的てきになったな」

「人は変わるのよ、久──」

　織口しのぶが両手を挙げて伸びをする。

「──さて、帰るかなっ！」

　夜道は、幸徳秋良に襲しゆう撃げきされるかもしれないから危ない。その久の忠告を振り切って、織おり口ぐちしのぶはひとりで帰って行った。
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　翌日の放ほう課か後ご。

　久きゆうは職しよく員いん室しつに呼び出された。

　ほとんど忘れかけていたが、校内新聞の広告の件だった。

　これは何だ、と担任が久に聞いてきた。身に覚えのないことだ、と久は主張した。そういう水みず掛かけ論ろんに終始し、面めん倒どうは起こすなよと担任に念を押され、久は職員室から解放された。

（そうか──俺おれは、幸こう徳とく秋あき良らにいじめられていると言えば良かったのか）

　久は職員室の戸を閉めたときにそう気づいたが、また職員室の戸を開く気にはならなかった。




　図書準備室に入ると、すでに幸徳秋良がいた。

　長机で、彼女はなにかを必死に大学ノートに書いていた。

　新たな復ふく讐しゆう計画でも作成中なのだろうか。近づいてみて、久はぎょっとした。

　大学ノートにはただ繰くり返し、びっしりと──「削れ死ね織おり口ぐちしのぶ」と書かれていた。

「──おい、なにをしている」

「見てわからないのか？　人を、呪のろっているのだ」

　久が声をかけても、幸徳秋良のペンは止まらなかった。

「あの女が、生きたままグラインダーで爪つま先さきから削られていくのを想像しながら書いている」

「昼飯のとき言っただろう。もう、しのぶがお前に干渉することはない」

「相互不干渉──そんな消極的な対処では、とても私の殺意は収まらない。積せつ極きよく的てきに、私はあの女を殺したい。あのクラミジアが、いまこの瞬しゆん間かん酸素を吸い二酸化炭素を吐き出している事実に戦せん慄りつする。あのクラミジアの、存在自体を許容できないのだ」

「とりあえず落ち着け」

　久の制止にもかかわらず、幸徳秋良は大学ノートにしがみついて離はなれない。

　どうしたら幸徳秋良は止まるのか──少しだけ久は考えたが、

（まあいいか。実害があるわけでもないし──）

　すぐにどうでもいいと思い直して椅い子すに着き、適当な官能小説を手にとった。

　しばらくして、図書準備室に男が入ってきた。

　はじめて見る顔だった。

「久く遠おん久って、オマエ？」

「そうだが──」

　肌は浅黒く、髪型はパーマがかった坊主頭。背が高い、ハーフ顔の男前。

　制服を着崩していて、一見してチャラそうな風ふう貌ぼうだが──さいわい幸徳秋良は、必死にペンを動かし、まだ織口しのぶを呪っていた。

　本当にそうであるかに関かかわらず、幸徳秋良はリア充じゆうっぽい人間を執しつ拗ように嫌う。

「オレは池いけ永なが。三年だ」

「その三年が、なんの用だ」

「これ──」

　池いけ永ながという男が示したのは、校内新聞の復ふく讐しゆう募集広告。

「この復讐代行ってさ、お金かかんの？」

「かからない。たぶん」

「たぶん？」

　久きゆうは幸こう徳とく秋あき良らのことをひとめ見た。彼女はいまだ、人を呪のろうことに夢中だった。

「──話を聞こう」

　ほんの少し迷ったが、久は身振りで着席をうながした。官能小説を読んでひまをつぶすのも、依頼者の話を聞いてひまをつぶすのも、そう変わらないことのような気がした。




　池永富とみ益ます。三年。男子。

　彼の相そう談だん内容は、最低だった。

　ごく簡かん潔けつに結けつ論ろんだけ言うと、女に振られたから復讐をしたい。そういうことだった。

　それだけの話を、池永はまるで神話の英えい雄ゆう譚たんのように、長々と語った。




　池永の話は、自慢から始まる。

　自分がこれまで、どれほどモテモテの人生だったか。肉食系とか草食系とか、自分はそんな次元ではない。神に愛されたメスの大カマキリである、と。

　女たちは寄ってたかって、池永との交尾を求めてきた。彼はフェロモンに釣られて寄ってきた女を選び、交尾をし、ときに捕食する立場であったという。彼にとって女とは、フェロモンに酔ったオスのカマキリでしかなかった。

　はじめからそうだったわけではない。

　池永は、日に本ほん人じんとフィリピン人とのハーフである。幼少の頃ころから、彼にはハーフ特有のコンプレックスがあった。自分は日本人でも、フィリピン人でもない。どこにもアイデンティティの置き場のない、中途半端な存在である。そう思っていた。

　彼を変えたのは、中学校の女教師だった。彼女は言った。ハーフは中途半端なんじゃない、両方持っている、特別な存在なのだと。

　その言葉で、池永の世界が変わった。あらゆるコンプレックスは、自分の強みに逆転した。それから、自分からフェロモンが出ているのを感じるようになった。

　そのフェロモンに最初に酔ったのは、彼を変えてくれた、女教師だった。

　彼女のアパートで、池永は童どう貞ていを捨てた。

　それからの池永は、無敵だった。彼が少しでも優やさしくすると、女たちは喜んで股またを開いて、彼を受け入れてくれた。

　自分はこの世の帝王だ。すべての女は、基本的には自分のものである。たとえ人妻であっても、それはたまたま他ほかのだれかのものになっているだけで、ひとたび自分がその女の手に触れ、少し性感帯をいじれば、その所有権は簡かん単たんに移動する。池いけ永ながはそう思っていた。




　池永の話の途中、久きゆうは一度、幸こう徳とく秋あき良らの様よう子すをうかがった。

　幸徳秋良のペンが止まっていた。顔は無表情だが、それが逆に不気味だった。噴ふん火か寸前の火山の、束つかの間まの静寂のように思えた。

　幸徳秋良はこの手の、性的に節せつ操そうがなくだれとでも肉体関係を結ぶ人間のことを、ひどく敵視している。




　池永はさらに熱あつく、自分を語る。

　自分はこの世の帝王だ。その気持ちが、打ち砕かれる事件が起きた。

　彼は、恋をした。もしかしたら生まれてはじめての恋かもしれない。

　夜中に突然目が覚めて彼女を想おもい、いてもたってもいられなくなって、家の外へ飛び出し、河原かわらで意味もなく彼女の名前を叫ぶほど、激はげしく愛してしまっていた。

　当然、池永はいつものようにフェロモンで完全武装して、彼女にアプローチをかけた。彼女は見向きもしなかった。もう一度アプローチをかけた。あからさまに迷惑そうな顔をされた。

　意を決して、愛の告白をした。はじめての告白だった。とても緊きん張ちようした。

　彼女の答えはノーだった。

　プライドが傷ついた。辛かった。だがそれ以上に、諦あきらめきれなかった。

　ある夜、池永は彼女の家に行き、土下座して付き合って欲しいと頼んだ。結果は同じだった。部活帰りの彼女を追いかけて、また告白をした。次は警けい察さつを呼ぶと脅おどされた。

　とてもプライドが傷ついた。でもまだ、諦められなかった。

　ある夜、家の前で彼女の帰りを待った。彼女の家族に警察を呼ばれたから逃げた。プライドが傷ついた。しかたがないので、学校の廊下で彼女にすがりついた。彼女に見事な一本背負いを決められ、腰から床に強く打ちつけられた。そしてまるでゴミ置き場の可か燃ねんゴミでも見るかのような冷たい瞳ひとみで見下された。プライドが傷ついた──




「──ちょっと待て」

　嫌いやな予感がして、久は池永の話を遮さえぎった。

「その彼女ってのは、だれのことだ」

「ん、そりゃこの──」

　池永富とみ益ますは、持っていた校内新聞を裏返し、その一番大きな記事を指差した。

　織おり口ぐちしのぶの記事だった。

（まずい──）

　久きゆうは咄とつ嗟さにその校内新聞を破り捨てようとした──が、すでに遅かった。

「引き受けたっ！」

　幸こう徳とく秋あき良らが立ち上がってそう叫んでいた。

「その復ふく讐しゆう依頼──喜んで引き受けよう」

　爛らん々らんと、幸徳秋良の瞳ひとみは妖あやしく光っていた。







　その夜、久は織おり口ぐちしのぶの家に行った。

　もともと久の家からはそう遠くない。歩いて行ける距きよ離りにあった。子供の頃ころは、よくお互いの家を行き来したものだった。

　久は周囲を警けい戒かいし、幸徳秋良や池いけ永なが富とみ益ますがいないかを確かく認にんしてから、インターホンを押した。

「どうしたの？　久」

　玄関に出て、キョトンとした顔の織口しのぶ。

　風ふ呂ろ上あがりなのだろうか。彼女はＴシャツにショートパンツという格好で、濡ぬれた髪に片手でタオルを当てていた。

「まずい事態になった」

「へ？」

　とりあえず部へ屋やに通される。

　織口しのぶの部屋には何度も入ったことがあるが、すっかり女の子っぽい印象の部屋になっていた。いい匂においもする。

　以前はよくこの部屋で、兄と取り合うようにして、古い柔道マンガを読んだものだった。

　柔道の優ゆう勝しようトロフィーは、まだ飾ってある。しかしそれと同じくらい、中学からはじめたテニスのメダルやトロフィーが目立っていた。

　彼女の時と計けいは、先に進んでいる。久の時計は止まったままだった。

「なんか不ふ思し議ぎ。大人おとなになった久が、私の部屋にいるって」

「──まだ、大人じゃない」

「やだ細かい。高校生になった久、これでいい？」

　首を少し傾かしげて久を見る織口しのぶ。風呂上がりの顔がほのかに上じよう気きして、つやつやと輝かがやいて見えた。薄うす手でのＴシャツ姿で、大きく成長した胸の膨ふくらみが、いやでも目に入る。

「ちゃんと上を着ろ。部屋の外で待つから」

「やだ、恥ずかしがってるの？　いまさら。昔よく一いつ緒しよに裸で着替えてたじゃない」

　織口しのぶがいたずらっぽく笑う。

「子供の頃の話だろう」

「まだ、大人おとなじゃないんでしょ？」

「もう高校生になった。お前がそんな無防備だから、池いけ永なが富とみ益ますなんかに狙ねらわれる」

「え──」

　彼女の顔が急に曇くもる。

「──池永に、会ったの？」

「今日きよう、図書準備室にやって来た」

「なんか言ってた？」

「お前に振られてプライドが傷ついたから、復ふく讐しゆうしたいと言っていた」

「──あの、ストーカー。次に会ったら、もう容赦しないわ」

「幸こう徳とく秋あき良らも乗り気だ。お前はしばらく身を隠せ。俺おれはそれを言いに来た」

「なによ久きゆう。私に、逃げろって言うの？」

「このままだと、お前は酷ひどい目に遭う」

「返かえり討うちにするわ」

「小こ網あみ七なな海みという女がどうなったかは、説明しただろう。夜道で不意打ちを受けるかもしれないし、部活帰りにたまたま買ったスポーツドリンクに毒物が入っている可能性もある。お前は二四時間、幸徳秋良の攻こう撃げきに怯おびえるつもりか？　──俺だって、幸徳秋良の命令で動くかもしれない」

　少し驚おどろいた顔で、織口しのぶが久を見る。

「──久は、幸徳さんに言われて、うちに来たの？」

「いまは違う。だがこれからはわからない」

「なによ。どっちの味方なのよ──」

　織口しのぶはそう独りごちて、少し考える仕し草ぐさをする。

「あ、いいこと、思いついた」

　彼女が屈託のない笑え顔がおに戻った。

「──私が久の、彼女になっちゃおうかな」

「は？　どうしてそんな話になる」

「だってそうでしょう？　私と久が付き合ってるってわかれば、池永はストーカー行為をやめるだろうし、幸徳さんだって久のことを諦あきらめると思う」

「──!!」

　そんな解決策など、久は思いつきもしなかった。

　織口しのぶと久が交際していると偽れば、すべての問題が解決するかもしれない。

　久は少し考える。

　──いや待て。本当にそれで、問題は解決するのだろうか。むしろ池永富益も幸徳秋良も逆上し、余計ややこしい事態に発展するのではないか。

　拒絶されても諦あきらめないからストーカーなのだし、誰だれかと男女交際をしたからといって式しき神がみ契約が無効になるとも思えなかった。

「──いや、それはやめよう」

「なによ。嫌いやなの？　──久きゆうは知らないかもしれないけどね、私ってば、ちょっと人気あるんだよ？」

　織おり口ぐちしのぶはそう言って少しむくれた。

「そういう問題じゃない」

「どういう問題？」

「わからないのか？　事態が悪化するのが目に見えている。池いけ永なが富とみ益ますも幸こう徳とく秋あき良らも余計に怒りが増して、それこそ、なにをしてくるかわからない」

「いいじゃない別に。返かえり討うちにすれば」

「それでは、振り出しに戻っている」

「振り出しじゃないわ。久が、私の彼氏になってる」

　いたずらっぽく笑う織口しのぶ。

「それだけなら、他ほかの誰かを探せばいいだろう。むしろお前に彼氏がいないことのほうが不自然だ。池永富益じゃなくても、お前と付き合いたいやつなんて大勢いるだろう」

「──久はさ、私と付き合いたいとは、思わないの？」

「なあ、しのぶ──」

　少し言おうか迷ってから、結局久は言葉を続けた。

「──まだ、永えいのことが好きなのか？」

　その言葉に、笑え顔がおだった織口しのぶは明らかに動揺した。一いつ瞬しゆん泣きそうな顔になった。その動揺を、必死に隠そうとしているのがわかった。

「私は──」

　そう言いかけたが、彼女の言葉は続かなかった。

　久はため息をついた。

「俺おれは、もう少し幸徳秋良を説得してみる。もしかしたらあいつを止められるかもしれない」

「──私の案は、不採用なのね」

「もっといい解決策を探す。しのぶは警けい戒かいを怠おこたるな。できればどこか海外にでもしばらく旅行していて欲しい」

「私は逃げない」

「なら気をつけろ。よくわからない飲食物には手をつけるな」

「ねえ久──」

　部へ屋やから出ようとする久を、織口しのぶが呼びとめる。

「なんだ」

　振り返ると、織おり口ぐちしのぶは真ま面じ目めな顔で、まっすぐ久きゆうをを見つめていた。

「永えいが死んだ日のこと、覚えてる？」

「──その日のことは、なるべく思い出したくない」

「──そう」

　織口しのぶは消え入るような声で、それだけ応こたえた。

　去り際、彼女のトロフィーが視界に入る。織口しのぶの時と計けいもまた、あのときから止まったままなのかもしれない。久はそう思った。

　玄関先で周囲を警けい戒かいしてから、久は住宅街の夜道を歩いて帰った。










　もっといい解決策を探す。

　織口しのぶにそう豪語したものの、なにも思いつかなかった。

　そのまま昼休みが始まる。

「はい、あ～んして」

　変な勘違いをされないために、久と幸こう徳とく秋あき良らは、昼食を図書準備室でとるようになった。

　栄養満点のプロテイン＆カルシウム飯を久は頰ほお張ばり、咀そ嚼しやくし、飲み込む。

　その久の様よう子すを、幸徳秋良は穏おだやかな表情で見つめてきた。まるで地じ獄ごくの夜や叉しやが、慈愛の女め神がみにでもなったようだった。

「なんか、機き嫌げんが良さそうだな」

「わかるか？　あのクラミジアの尊そん厳げんをどう破は壊かいするか──その計画を考えるのが楽しくて楽しくて、たまらないのだ」

　うっとりした表情でそう言い放つ幸徳秋良は、震ふるえるほど不気味だった。

「計画は、どこまでできている」

「見たいか？　でもな。まだ細部を詰めていないから、ちょっと恥ずかしいな」

「なら見せなくていい」

「そう遠えん慮りよするな、おまえも見たいのだろう？　そうだろう？」

「いや別に」

「素直になれインポテンツ。我慢することは良くないぞ」

　醜しゆう悪あくな笑えみを浮かべ、幸徳秋良は大学ノートを差し出した。

　開いたページの表題は『リベンジポルノ・リベンジ・リベンジ計画』。

　その概要はこうだった。





　①、経口の薬物もしくは吹き矢を用いて織口しのぶを眠らせ、拉ら致ちする。

　②、織おり口ぐちしのぶをラブホテルに連れ込み、池いけ永なが富とみ益ますに強ごう姦かんさせる（排卵日が理想）。

　③、その強姦の様よう子すを、幸こう徳とく秋あき良らと久く遠おん久きゆうの二人ふたりで映像に記き録ろくする。

　④、記録した映像を実名入り無修正でネットに晒さらす。必要ならば炎上拡散工作をする。

　⑤、織口しのぶに、池永富益を強姦罪で訴えさせる。

　⑥、裁判中に幸徳秋良が準備した証拠により、池永富益を逆転無罪にする。

　⑦、拘こう置ち所しよから出所した池永富益をけしかけ、織口しのぶを刺殺させる（腹の子も死ぬ）。

　⑧、殺人罪により、池永富益は死刑判決を受ける。

　⑨、その判決が出た夜に、幸徳秋良と久遠久は二人でイタリアン・ピザを食べる（笑え顔がお）。



　以上。




　地じ獄ごくの鬼すらヘド吐く計画──久は率直にそう思った。

「いろいろと突っ込み所はあるのだが──」

　素朴な疑問を、久は幸徳秋良にぶつけてみた。

「まず、池永富益は今回の依頼人ではないのか？　これでは池永富益にも、充分制裁が加わっているように思うが」

「私が池永みたいなセックス依存症の男を許すとでも思うのか？　あんな射精猿は、生きているだけですでに極刑に値する。そんな所は突っ込み所でもなんでもないぞインポテンツ」

　幸徳秋良は久の表情を見ながら、少しイラついたように言う。

「ああ、もう。察しが悪いな。私がおまえの意見を聞きたいのは、ここなのだ──」

　彼女は指したのは、⑤。織口しのぶに池永富益を強姦罪で訴えさせる、という部分だった。

「問題は、強姦が親告罪であることなのだ。つまり被害者が告訴しなければ裁判にはならない。あのど淫いん乱らんのただれた貞てい操そう観かん念ねんで、たかが強姦をされた程度で素直に告訴してくれるとでも思うのか？　逆に犯してくれてありがとう、と感かん謝しやされる可能性すらあるぞ」

「お前のその思考が、むしろ強姦魔まの思考そのものに思える」

「──ここは思案のしどころだぞインポテンツ。いったいどうすれば、あのど淫乱が悲鳴を上げて許しを請こうような強姦ができるというのだ。くそっ、想像もつかん。まさかこんなところで、私自身が処女であることが大きな仇あだになろうとは──」

　幸徳秋良は頭を抱え、大学ノートとにらめっこをはじめた。

　久は大きく息を吐いた。

　納得いく計画が立つまで、幸徳秋良は動かない。まだ少しだけ、時間はありそうだった。




　幸徳秋良の狂った暴ぼう走そう。その呼び水となったのは池永富益だった。

　久は考えた。池永富益に織口しのぶを諦あきらめさせれば、すべては丸く収まるのではないか。

　しかしすでにストーカー化した男を、どうやって改心させるのか。久には想像もつかなかった。まさかこんなところで、自分にストーカー経けい験けんがないことが大きな仇あだになろうとは。

　今日きようは、水すい曜よう日びだった。

　久きゆうにはひとりだけ、相そう談だんするあてがあった。

「──もう、来てくれないかと思った」

　澁しぶ澤さわめぐみが走り寄ってきて、いきなり久の腕に抱きついた。二の腕に、やわらかい女の乳房を感じた。

　保健準備室にはずいぶん来ていない気がしていたが、実際には一週間ぶり。つまりいつも通りであった。

「おい離はなれろ。そういうサービスは、他ほかの男子生徒にやれ」

「だって──だって、もう会えないかと思ったんだもん」

　澁澤めぐみの童顔がうれしそうに微笑ほほえんでいた。

「お茶にする？　コーヒーにする？」

　ソファに座るとすぐに、彼女が聞いてきた。

「──じゃあ、お茶で」

　以前はこんな飲み物を出すシステムはなかった。澁澤めぐみも、不人気なカウンセリングの客を繫つなぎとめるのに必死なのかもしれない。

「熱あついよ。ふぅふぅしてあげようか？」
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「必要ない」

　可愛かわいらしいマグカップで日に本ほん茶ちやをすすってから、久きゆうは話をきりだした。

「──今日きようあんたに相談したいのは、ストーカーについてだ」

「あ、あの、勘違いしないでね久く遠おんくん。幸こう徳とくさんは、ストーカーじゃないわよ」

「あいつのことじゃない。まぁあいつも関係しているが、別の男のことだ」

「へ？　そうなの？」

「──逆に疑わしいのだが、あんたもしかして、幸徳秋あき良らをストーカーだと認にん識しきしながら、俺おれにけしかけてたんじゃないだろうな」

「なんのことだかわからないわ。──私はただ、幸徳さんと久遠くんの味方だってこと」

　そう言いながら、澁しぶ澤さわめぐみは久の顔から目を逸そらしていた。

　久は舌打ちをする。

　ただ彼女の言う通り、久も幸徳秋良をストーカーだとは思っていない。そんな生やさしいものではなく、もっと凶悪な、なにかだ。

「状況を説明する。悪いが一切メモはとらないでくれ──」

　久は澁澤めぐみに話した。

　幸徳秋良が織おり口ぐちしのぶを敵視していること。池いけ永なが富とみ益ますが織口しのぶにストーカー行為をして拒絶され、復ふく讐しゆうしようとしていること。幸徳秋良が池永富益に同どう調ちようし、残ざん虐ぎやくな計画を企たくらんでいること──。

　澁澤めぐみはその久の話を、表情豊かに感情移入しながら聞いていた。

「──で、久遠くんはどっちが好きなの？」

「は？　なんの話だ」

「幸徳さんと織口さんの、どっちを取るかって話よ」

「そんな話はしていないだろう。どう池永富益を止め、どう幸徳秋良を止めるかという相そう談だんをしている」

「私は、幸徳さんの味方よ」

「──あんたは俺に、幸徳秋良の残虐な計画に荷担しろというのか？」

「そうじゃないわ。幸徳さんの残虐性を緩かん和わできるのは、久遠くんの愛だってこと」

「本気で、言ってる意味がわからない」

「あのね久遠くん。思春期の女の子はね、よく残虐な妄想をするものなの。女の子がオカルトやホラーや、凄せい惨さんなスプラッタにハマるのは、その代だい替たい行為と言ってもいいわ。もちろん個人差はあるけど、そういった趣しゆ味みは──満たされない欲求のはけ口とも解釈できる。その満たされない欲求とは、多くの場合──」

　澁澤めぐみは久に顔を近づけて言う。

「──恋愛感情よ」

　久きゆうはため息をついた。

「前にも言ったと思うが、幸こう徳とく秋あき良らは、そんな生やさしい女じゃない。近い将来、人類史に残る連続殺人鬼にでもなるんじゃないかと、俺おれは本気で思っている」

「幸徳さんは、可愛かわいい、普通の女の子よ」

「──わかったぞ。思えば最初からそうだった。あんたは幸徳秋良と俺をくっつけて、幸徳秋良を治ち療りようしようとしているだろう」

「それは久く遠おんくんの誤解よ。私は、二人ふたりの味方ってだけ」

　澁しぶ澤さわめぐみは、とぼけた笑え顔がおでそう言った。

「──幸徳秋良の問題を解決するのは、あんたの仕事だ。俺の仕事じゃない」

「問題を解決するのは私じゃなくて、あくまで本人の仕事よ。カウンセラーは、そのお手伝てつだいをするだけ」

　時と計けいを見ると、すでに二〇分が経過していた。

　もっと澁澤めぐみと話をしたかったが、もう時間だった。

　下へ手たに延長すると、次の枠の幸徳秋良に聞かれる可能性が高い。

「──また来てね久遠くん。私、待ってるから」

　久はハンコをもらって外へ出た。

　廊下では幸徳秋良が微笑を浮かべ、順番を待っていた。

「先に図書準備室で待っていろインポテンツ。計画の細部を詰める」

　彼女はすこぶる機き嫌げんが良かった。




「おい、久遠」

　図書室へ通じる廊下で、呼びとめられた。

　振り返ると、池いけ永なが富とみ益ますだった。

「いつになったら織おり口ぐちに復ふく讐しゆうすんのよ。オレ、待ちきれないよ」

　馴なれ馴なれしく、池永富益は久と肩を組んできた。池永富益の体は、久より大きい。攻こう撃げきをしてくる意志はなさそうなので、久は特に反撃はしなかった。

「いま幸徳秋良が計画を立てている」

「うそ、プランはオマエじゃなくて、アノ子が考えるの？」

「そうだ」

　少し驚おどろいた顔の池永富益。

「ねえ、どんな計画なのよ。教えてよ」

　いまの計画では、池永富益は殺人罪で死刑判決を受ける予定なのだが、彼がそれを知ったらいったいどんな顔をするのだろうか。

「教えられない」

「いいじゃん。オレの依頼なんだからさ。さわりだけでも、ね？」

　久きゆうは少し考え、まあどうでもいいか、と思った。

「計画名は、リベンジポルノ・リベンジ・リベンジ計画──と書いてあった」

「リベンジポルノ!?」

　池いけ永なが富とみ益ますはその単語に驚おどろきの声をあげたが、顔は笑っていた。

「うわぁ。可愛かわいい顔してるのに、えぐいこと考えるんだね、幸こう徳とくちゃん」

「──俺おれもそう思う」

「ちょっと聞きたいんだけどさ──」

　久の肩にまわした腕に、池永富益が力を込めた。威い嚇かくするような、力の入れ方だった。

「──オマエと幸徳ちゃんってさ、付き合ってんの？」

　久は池永富益の顔を見た。男同士で口づけをしようかという気味の悪い距きよ離りだったが、池永富益の顔は真剣なものだった。

「──別に付き合ってない」

「じゃあさ、オレが幸徳ちゃんを取っちゃっても、怒らない？」

　池永富益の腕に、さらに力が入る。その状態でも久は、一いつ瞬しゆんで彼を倒せる自信はあった。

「──お前は、織おり口ぐちしのぶのことが好きなんじゃないのか？」

「好きだよ。もうメッチャクッチャに復ふく讐しゆうしてやりたいくらいにね。でもオレは、新しい恋も見つけなきゃならない。両方やらなくっちゃあならないってのが、帝王のつらいところだな」

「よくわからないな」

「オマエの気持ちなんて、どうでもいいの！　いまオレが聞きたいのは、幸徳ちゃんがオレに惚ほれちゃっても、オマエがちゃんと、あの織口のやつに復讐してくれっかってことなの！」

「──勝手にすればいいだろう」

　久がそう言うと、池永富益はやっと肩から腕を離はなした。

「いいね素直で。そういうの好きよ。オマエとは、いい友達になれそうだ」

　もともと久には友達などいない。しかし池永富益とだけは、友達にはならない。久はそう思った。







　翌日の朝、事件は起こった。

　教室に入ると、同級生たちが騒そう然ぜんとしていた。自分の席に着いてその原因がわかった。机の上に、女の全裸写真があったのだ。

　それはなんと、織口しのぶの写真だった。

　Ｂ５のコピー用紙。カラープリンタで印刷したものだろうか。股またをＭ字に開脚して、織口しのぶが女性器を露ろ出しゆつさせている。よく見ると、首の付け根が微妙に不自然である。出来の悪い合成写真なのは明らかだった。

（あの、バカ──）

　久きゆうは幸こう徳とく秋あき良らの教室へ走った。彼女の教室も騒そう然ぜんとしている。

　幸徳秋良は窓際にある自分の席に座り、織おり口ぐちしのぶの開脚写真を静かに見ていた。

「おい、計画の詳細が詰まるまで、動かないんじゃなかったのか？」

「──私が、こんな下へ手たなアイコラを作ると思うのか？」

　幸徳秋良は、久を見上げて応こたえた。

「おおかた池いけ永ながのしわざだろう。──昨日きのう、リベンジポルノだ、リベンジポルノだと狂ったように叫んでいたからな。しかし、つまらないことをする男だ」

「やつの教室へ行って、この件を問い詰める」

「放っておけ。こんなアイコラでは織口しのぶも大したダメージは負わんし、池永が無断で勝手なことをしたのも癪しやくだが、無意味というわけではない」

「なに？」

「織口しのぶに心理的圧迫を加えることはできる。誰だれかに呪のろわれていることを自覚した人間が、その心理的圧迫に耐えられず、本当に心身を害したり、ときには死に至ることもある」

　久は、織口しのぶのことが心配になってきた。

　自分は強くなった。織口しのぶは、久にそう語った。本当だろうか。

　子供の頃ころから、しのぶは泣き虫だった。人一倍負けず嫌いだったしのぶは、試合に負けたときいつも泣いていた。兄の永えいは、泣くくらいなら強くなれと言った。兄より弱かった久は、しのぶが泣き止やむまで待った。泣いているしのぶに、弱い自分の姿を重ねていたのかもしれない。

「幸徳さんっ！」

　彼女を呼ぶ甲かん高だかい声。甲高いが、女の声ではなかった。

　阿あ見み野の佳よし彦ひこ。少し息を切らしながら、教室に入ってきた。

「大変です幸徳さん。あの、ぼくのクラスに、変な写真が」

「なんだアナルセックス。これのことか？」

　幸徳秋良が見せた織口しのぶの写真に、阿見野佳彦はキョトンとして首を傾かしげた。

「ち、違います。あの、これです！」

　阿見野佳彦が手に持ったコピー用紙を見せる。

　その写真はなんと──幸徳秋良がＭ字開脚をしているヌード写真だった。

　しかし織口しのぶの合成に精力を注いだからだろうか、その出来はかなり雑だった。手抜きと言っていい。ボディは織口しのぶの写真と一いつ緒しよであり、顔のつなぎ目は、観かん光こう地ちにある顔はめ看板のように違和感丸出しであった。

「見るなインポテンツ!!」

　久が見ていたその写真を、幸徳秋良が奪い取る。

　幸こう徳とく秋あき良らは顔を真まっ赤かにして、怒っていた。

「あの、射精猿めっ」

「──なんだかお前も、池いけ永なが富とみ益ますに呪のろわれているようだな」

「思い出したぞ──そういえば昨日きのう、あの射精猿が私に近づいて来た。なにかと用か問うたら、私と交際したいとぬかしてきた。失うせろ殺すぞと脅おどしたが、やつは諦あきらめなかった。なので私は言ってやったのだ。貴様のような射精猿には獣じゆう姦かんがお似合いだ。人類はおろか哺ほ乳にゆう類るいも難むずかしいだろうから魚類が狙ねらい目だ、と、助言までしてやったというのに──」

「助言というか、ど真ん中の侮ぶ辱じよくだろう」

「おのれ池永。恩を、仇あだで返しおってえっ！」

　幸徳秋良は怒っていた。

　こんなに怒っている人間を、久きゆうは見たことがなかった。

　怒ど髪はつ天てんを衝つくかのように、髪が数本逆立っている。顔を赤く染め、目を血走らせ、わなわなと体を震ふるわせて、まさに心身を害すほど、激げき昂こうしている。高血圧などの持病を抱える人間なら、そのまま血管が切れて死んでもおかしくないほどだった。

「計画変更だインポテンツっ！　──あの猿には、死すら生ぬるい」




　久は、たとえ池永富益が殺されようと、どうでもいいと思っている。

　しかし合成写真をばらまかれた織口しのぶよりもずっと、池永富益の将来を気の毒に思った。
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　最近オレはツイている──池いけ永なが富とみ益ますは、そう思っていた。

　一週間前までは、最悪だった。

　原因はあの織おり口ぐちしのぶ。ちょっと巨乳で顔が可愛かわいいからって、お高くとまりやがって。オレのプライドを傷つけただけでなく、高校を退学にまで追い込みやがった。思い出すだけでも、池永は腹が立った。

　一週間前、池永はむしゃくしゃして、彼女の卑ひ猥わいな合成写真を学校中にバラまいてやった。

　そのときはスカっとした。これで織口しのぶは傷つき泣いて、自分に許しを請こいに来る。そう思っていた。──実際には違った。

　電光石火で織口しのぶは証拠を集め、池永の犯行だと教師にチクった。池永が早朝の学校に忍び込む映像が、不ふ審しん者しや対策の監かん視しカメラに捉とらえられていたことが決定的だった。

　我ながら短絡的だったとは思っている。

　ついカッとなってやってしまった。ほんの出来心だった。いまは反省している。必死にそう弁明したのに、教師たちの態度は厳きびしかった。

　警けい察さつか、自主退学か。ひとりの教師はそう言った。

　自主退学を勧めるだけありがたいと思え。別の教師がそう言った。本当は、池永の意志などに関係なく、退学処分にできるのだという。

　実際そうなのだろう。

　しかし池永は思った。ならば四の五の言わずに、さっさと退学処分にすればいいではないか。結局教師たちは、生徒が自分の意志で退学した、という証拠を残したいだけなのではないか。退学処分は教師の判断であるが、自主退学は生徒の意志である。生徒の自由意志ならば、教師の責任ではない。臆おく病びような教師たちはその決定に伴う責任から、ただ逃げているにすぎない。

　池永が思ったことを言うと、教師たちは黙だまった。

　大人おとなたちに勝った気がした。池永の自尊心は満たされた。池永は結局、より自尊心が満たされる、自主退学の手続きをとった。

　教師たちを黙らせて自主退学したことは、池永の人生の中で、誇り高いレジェンドとなった。

　実はそのレジェンドの陰には、ひとりの軍師がいた。

　それが、幸こう徳とく秋あき良らだった。

　教師たちを黙らせた言葉は幸徳秋良の受け売りだったし、警察に突き出されて猥わい褻せつ物ぶつ頒はん布ぷや名めい誉よ毀き損そんで訴えられるよりは、自主退学のほうがずっと良いと親身になって助言してくれたのも、幸徳秋良だった。

　池永は幸徳秋良の合成写真も学校にばらまいたのだが、彼女は織口しのぶとは違い、池永に泣いて許しを請いに来た。

　従順な女は好きだ。池永は幸徳秋良を許して、カノジョにしてやると言った。幸徳秋良は喜んでそれを受け入れた。

　以来、池いけ永なが富とみ益ますはツイている。

　幸こう徳とく秋あき良らの助言を聞いていれば、何でもうまくいった。

　退学して初めて買った馬券は大当たりするし、クレーンゲームは二個いっぺんに獲とれるし、たまたま入った喫茶店でタモリを見るし、なにより幸徳秋良自体が、抜群に可愛かわいかった。

　幸徳秋良は幸運の女め神がみである。池永はそう思っていた。

　ただひとつ不満があるとすれば、彼女がキスもさせてくれないことだった。

「なあいいだろう？　今日きようはさ──ね？」

　ファストフード店の客席で向かい合って、池永は幸徳秋良を誘う。彼女は学校帰りなので、制服姿。誘っているのは、ラブホテルだった。

「だめよ。池永くんのことは好きだけど、私は織おり口ぐちさんとは違うもの」

　幸徳秋良は少しすねたような口く調ちようで言った。それがたまらなく可愛かった。

「オレが織口のこと好きだったこと、まだ怒ってんのか？　昔のことにやきもち焼かないでくれよ。秋良はあんなお高くとまった女とは、ぜんぜん違うよ。秋良のほうが、ずっと可愛い」

「私はそんなこと言いたいんじゃないもん。私は織口さんとは違って、処女だってこと。セックスなんて、なんか怖いもん」

「だからオレが、優やさしく教えてやるって」

「えー。池永くんってば、なんかエッチ～」

　幸徳秋良がいたずらっぽく笑う。ここで結局なにもさせてくれないのが、いつものパターンだった。

　しかし、今日は違った。

　彼女は下を向きもじもじとしたあと、恥じらいながら、言葉を絞り出すようにこう言った。

「──でも、池永くんがそんなにしたいんなら、秋良にエッチなことしても、──いいよ」

「え？　いいの？」

　池永は目を丸くした。彼女は狂おしいほど美しい瞳ひとみで、池永を見つめ返していた。

「うん。でも、条件があるの」

「な、なに？」

「あのね、秋良と──結婚してくれる？」

「けっ──結婚!?」

　池永の頭は混乱した。

　結婚など、考えたこともなかった。

　しかしよく考えたら、こんな幸せな提案などないのではないだろうか。自分は高校を中退して、仕事もなく、将来が不安である。こんな自分と結婚したいと言ってくれる女がいる。それも幸徳秋良のような超絶美少女が。

　自分にとって、幸徳秋良は幸運の女神である。彼女と一いつ緒しよなら、どんな困こん難なんも乗り越えられそうな気がした。

「する！　けっこん、するっ！」

「──でも問題があるの。日に本ほんでは法律の壁かべがあるの、私たち」

「どういうこと？」

「女の子は16歳でも結婚できるんだけどね、男は、18歳にならないと結婚できないのよ。池いけ永ながくんって、まだ17歳でしょ？」

「そ、そうだけど──あと二ヶ月もすれば誕たん生じよう日びだから、オレ18歳になるよ」

「二ヶ月も、待てないわ──」

　幸こう徳とく秋あき良らは鞄かばんから何かを取り出して、テーブルに置いた。

　一枚の紙。

　漢字でもひらがなでもアルファベットでもない、見み慣なれない言葉の書類だった。

「なにこれ？」

「タイ語よ」

「タイ？　──タイで結婚しようって、そういうこと？」

「そう」

　タイでなら結婚できるのかどうかも知らないし、国こく籍せきの問題をどうクリアするのかも、池永にはわからない。しかし外国で結婚をすることに、違和感はなかった。

　もともと池永は日に本ほん人じんとフィリピン人のハーフである。その自分が日本でもフィリピンでもなく、タイで結婚をする。その構図自体に、どこか運命のようなものを感じた。

「ここに名前を書いて」

　池永富とみ益ます、Ikenaga Thomas──漢字とアルファベットでサインした。

　紙切れ一枚のサインにすぎない。しかしこれで愛する幸徳秋良との絆きずなが増える。そのことがなんだか不ふ思し議ぎであり、嬉うれしくもあり、幸せだった。

「さあ、行こう──」

　池永は幸徳秋良の手を握って言った。行き先はもちろんラブホテルである。

「だめよ」

「なんで？　サインしたじゃん」

「だ～め。言ったでしょ、私、初めてだって。女の子の初めては、一生の思い出なの。だから、素す敵てきな場所でしたいの」

「──素敵な、場所って？」

「ふふふ。考えてたの、ずっと。来て──」

　花の香に誘われる昆虫のように、池永はふらふらと幸徳秋良の後についていった。

　ファストフード店を出て、駅できっぷを買って自動改札に入り、電車に乗り、また駅の自動改札を出て──港までやってきた。

　その間、池いけ永ながはずっとやきもきしていた。

　いますぐ秋あき良らに抱きつきたい。キスしたい。でも秋良の言う素す敵てきな場所に着けば、秋良にも嫌いやがられず、初めてのエッチができる。そう思って、はやる心をなんとか抑えた。

　夕方の埠ふ頭とうを、二人ふたりで歩いてゆく。

「これよ」

　幸こう徳とく秋良が振り返って、池永に微笑ほほえみかける。

　彼女が示したのは、豪華なクルーザーだった。ハリウッドセレブが友人たちと洒落しやれた週末を過ごす、そんなイメージの船だった。

「──これに、乗るの？」

「そう」

「秋良ってもしかして、お金持ちなの？」

「お金のことは気にしないでいいわ。女の子の、一生で、一度のことだから」

　桟さん橋ばしから甲かん板ぱんに上がると、アロハを着た外国人風の男が挨あい拶さつをした。

「待ってたヨ、幸徳サン。彼がイケナガくんネ。聞いてた通りネ。いいオトコね」

「ふふふ。そうでしょ？　──池永くん、紹介するわ。こちらがこの船を運転してくれる、ポンチャイさんよ」

「よ、よろしく」

　池永は少し緊きん張ちようしつつ、片手を挙げて挨あい拶さつをする。

「よろしくネ」

　笑え顔がおが爽さわやかで陽気そうな男だったが、口元に刀傷のようなものがあったのが不気味だった。まあ悪い人ではないのだろう。

「出発ネッ！」

　船はすぐに発進した。

　日の沈んだ街には、明かりが灯ともっていた。徐々に遠ざかって行く街の明かりが、甲板からとても綺き麗れいに見えた。

「素敵ね──」

　それをうっとりとした表情で眺める幸徳秋良。長い黒髪が、海風に揺れていた。

　その横顔は震ふるえるほど美しく、池永はいますぐキスをしたくなった。

「──秋良」

「だ～め。汗を流してから」

　幸徳秋良は人差し指で池永の唇を押さえて、そう言った。

　船室に入ると、そこはホテルのスイートルームのようだった。キングサイズのベッドと、豪華な調ちよう度ど品ひんの数々。微妙な揺れを感じなければ、地上のホテルだと勘違いしてもおかしくない。

「じゃあ、先にシャワーを浴びてくるね」

「あ、ああ」

　脱衣場の曇くもりガラスの向こうで、幸こう徳とく秋あき良らが制服を脱いでいくのが見えた。

　池いけ永ながの緊きん張ちようが、急速に高まった。

　シャワーの水音が聞こえる。どうにも落ち着かない。意味もなく尻しりをバウンドさせ、ベッドのスプリングの弾力を確たしかめた。枕まくら元もとの調ちよう光こう装置の脇わきには、避ひ妊にん具ぐがあった。

　やがて水音が止まった。

　曇りガラスの向こうで、裸の幸徳秋良が、白いガウンを羽は織おるのが見えた。

　池永は緊張しすぎて、息が苦しいほどだった。ドキドキと、自分の心しん臓ぞうの音がうるさかった。

　脱衣場から出てきた幸徳秋良は、狂おしいほど艶つやめいていた。

　濡ぬれて色っぽく光る黒髪、上じよう気きして赤みをおびた白肌。たった一枚、無防備なガウンを剝はがすだけで、彼女の全すべてが露あらわになる。

　我慢ができず、池永はベッドを立ってガウン姿の幸徳秋良に走り寄った。

「秋良──ああ、秋良──」

「だ～め。池永くんも、シャワーを浴びてから」

　彼女に軽くかわされ、そのまま力が抜けたように、わなわなと脱衣場に入ってしまった。

（なにをしているんだ、オレは──）

　こんなはずではなかった。なさけない。これではまるで、処女の幸徳秋良にリードされているみたいではないか。
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　池いけ永ながはひとつ、幸こう徳とく秋あき良らに噓うそをついていたことがある。

　彼には女性経けい験けんなど、一度もない。──童どう貞ていである。

　初体験は中学生のとき女教師と、ということになっていたが、現実には自分の妄想の中で犯しただけだった。童貞でない、と噓をつくことで、自尊心が満たされた。

　そのままチャラい感じを演出してみたものの、実際にはあまりモテなかった。軽いキャラクターは真ま面じ目めな女の子たちには敬遠され、遊んでそうな女には、童貞がバレるのが怖くて声をかけられなかった。

　池永が極度に緊きん張ちようしてしまうのは、しかたがないことであった。

　しかしそんな自分とも、今夜でお別れである。

　服を脱いで、シャワーを浴びる。陰いん茎けいは勃ぼつ起きしっぱなしであった。余裕なく暴あばれ勃たつ自分を見て、幸徳秋良はどう思うだろうか。

　幸徳秋良は文句なしに美しい。その魅み力りよくに、自分は堪たえられるだろうか。

　処女に、え、もう終わり？　──なんて思われたら、自尊心が崩ほう壊かいしてしまうかもしれない。

　しかしもうここまで来て、悩んでもしかたがない。

（大丈夫。秋良はオレの嫁。秋良はオレの嫁──）

　池永はシャワーを終え、脱衣場の鏡かがみを見る。イケメンがそこにいる。帝王がそこにいる。そう思って自分を奮い立たせた。

　アメニティの歯ブラシで歯を磨いた。口をゆすぎ、手のひらに息を吹きかける。──口臭対策も、万全だ。

（よし！）

　池永は男性用のサイズの白いガウンを羽は織おり、脱衣場から飛び出した。

　幸徳秋良はガウン姿でベッドの上に横たわり、誘うような視し線せんでこちらを見つめていた。

「あ、秋良──」

　ドキドキが止まらない。余裕など、一いつ瞬しゆんで吹き飛んだ。

　池永はあやふやな足どりでベッドに近づいていく。

「それ──」

　彼女が指を差した。

「──勃起してるの？」

　池永の股こ間かんは、恥ずかしいほど、ビッキビキに充血していた。

「こ、これは──」

「いいのよ──見せて」

「う、うん」

　ガウンを脱ぐと、ビヨンと男らしく反そり返った池永が、天てん井じようを向き跳ねた。

「もっと近くで見せて」

「う、うん──」

　幸こう徳とく秋あき良らが興きよう味み深ぶかそうに目を丸め、池いけ永ながの池永を見つめる。

　緊きん張ちようはもう、限界だった。

「秋良──オレ──」

　そのとき幸徳秋良は、どこからか黒いヒモを取り出し、いきなり池永の陰いん茎けいの根元をきつく縛しばった。黒いヒモは太めのゴム製で、医い療りよう用ようらしき金属製のクリップで固定された。

（な、なんだ──）

　これでは陰茎が充血したまま、勃ぼつ起きが収まらない。

（もしかして秋良のやつ──）

　池永が思ったのは、幸徳秋良が気を利かせたということだった。これならもし池永が幸徳秋良に堪たえられず、すぐに果ててしまったとしても、エッチを続けられる。

　やはり幸徳秋良は自分にとって、幸運の女め神がみだ。

「秋良、秋良──」

　そのまま池永は彼女に覆おおいかぶさった。

「や、やめろ射精猿っ」

「好きだよ、秋良──」

　彼女にキスしようとして、かわされる。──なぜ？

「イ、インポテンツ！　助けろっ！」

　なぜそう叫ぶ？　こんなにも、ビッキビキなのに。

　次の瞬しゆん間かん、池永の右手が背中へひねり上げられた。──なに？　だれ？

「──そこまでだ、池永富とみ益ます」

　聞き覚えのある声。池永は思い出す。この声は、久く遠おん久きゆうのものだ。久遠が後ろから池永の自由を奪っている。

「遅い！　もう少しで、私はっ！」

「お前の計画ミスだ。こんなベッドの下に長時間隠れるのは、二度とごめんだ」

（──なぜここに久遠久が。──ま、まさか、３Ｐ？）

　幸徳秋良が池永を睨にらみつける。

「まったく盛りおって──」

　彼女の声が低い。さきほどまでの可愛かわいらしい声ではなかった。

「そろそろ目的の座標に到着する頃ころだろう。──さあ、制裁の時間だ」

（え？　え？　え？　どういうこと？）

　わけがわからない。池永は軽くパニックに陥っていた。

　幸徳秋良の処女を目の前に、池永は全裸で動けないまま、ただ股こ間かんだけを激はげしく勃起させていた。




「これが契約書だ」

　幸こう徳とく秋あき良らがポンチャイに書類を手渡す。

　それに目を通し、彼はにっこりと笑った。

「問題ないヨ。契約成立ネ」

　見覚えのあるその書類は、幸徳秋良と池いけ永ながの婚こん姻いん届とどけのはずだった。

「け、契約成立ってなに？」

　池永は全裸で股こ間かんを勃起させたまま、甲かん板ぱんに立たされている。両手は後ろで縛しばられていた。

　月夜の太たい平へい洋よう。

　風はなく波も穏おだやかだった。

　隣となりには、貨物船が横付けされている。池永たちが乗るクルーザーよりも、ふた回りほど大きな船だった。

　その船から荷揚げ用のクレーンが伸び、ゆっくりとクルーザーの甲板へ向けて、高層ビルの窓ふきのようなゴンドラが降りてくる。

　その様よう子すを不安な顔で見上げる池永。ふと彼の前に、幸徳秋良が立った。それだけで池永の股間がビキビキと疼うずく。彼女はまだ白いガウンだけの姿だった。

「そう悲しそうな瞳ひとみで見るな。貴様は売られてゆくのだ。仔こ牛うしのように」

「え？　売られる？」

「そうだ。しかし悲しむことはない。買い手は大富豪だ。飢うえて死ぬことはないだろう。まあ、いまの世で人間を買うことなど、法律をねじ伏せるほどの金がないと不可能だろうがな」

「──あの、お金持ちに買われた人間って、何するの？」

「わからんか？　──性せい奴ど隷れいだ。よかったな。貴様の写真を見て、一目で気に入ったそうだ」

　池永はまだ、目の前で起きていることを理解できなかった。

　慎重に、貨物船からクルーザーの甲板にゴンドラが降ろされた。

「幸徳サン、引き渡しネ。乗っテ！」

　わけのわからないまま、池永はゴンドラに乗せられる。幸徳秋良も一いつ緒しよに乗った。

　ポンチャイが手を振って貨物船に合図すると、ゆっくりとまたゴンドラがクレーンで引き上げられていった。

「あのさ、オレ、本当に売られちゃうの？　お金持ちに」

「そうだ」

　まだ、池永は現実味を感じなかった。

　このまま自分は売られ、お金持ちの性奴隷になる。その金持ちってのが、若い美人さんってことはないだろう。おおかた夫に先立たれたしわくちゃのババアとか、だれも貰もらいたがらないようなドブスなのだろう。自分の童どう貞ていは、そこで捨てることになるのか。

　幸こう徳とく秋あき良らに裏切られたことはわかる。

　最初から、自分なんかと付き合う気などなかったのだろう。思えば当たり前のことだ。あんな写真を学校にばらまいたのだから。怨うらまれていてもおかしくはない。

　ただこんな手の込んだ仕返しをしてくることは誤算だった。そこは幸徳秋良という女を甘く見ていた。

　上がっていくゴンドラを、クルーザーの甲板からポンチャイと久く遠おん久きゆうが見上げている。

　思えば最初から幸徳秋良は、織おり口ぐちしのぶよりもずっと警けい戒かいすべき女だったのかもしれない。そこは自分のうかつさ。自じ業ごう自じ得とくなのだろう。池いけ永ながはそう思った。

　しかし考え方を変えれば、価値は逆転する。

　住めば都、という言葉がある。性せい奴ど隷れいというのがどういうものなのかはよくわからないが、金持ちとセックスをするだけで生活に不安なく過ごせるならば、それはそれで幸せなことなのではないか。

　もしかしたら美人のメイドと恋仲になって、お金持ちのババアを油断させて逃げだし、映画のような愛の逃とう避ひ行こうを繰くり広げることだってあるかもしれない。

　そんな自分の将来を、池永は夢想した。

「言っていなかったが──」

　揺れるゴンドラの上で、幸徳秋良が口を開く。

「貴様を買った大富豪というのは、特殊な性せい癖へきの持ち主らしい」

「特殊な性癖ってなに？　ＳＭとか？」

　痛いのは苦手だな、と池永は思った。

「そうではない。相手の大富豪は──中年の男性だ」

「ホ、ホモってこと？」

　自然と括かつ約やく筋きんが締しまった。──そうか、だから。

　池永は自分が全裸で、強制的に勃ぼつ起きさせられたままな理由がわかった気がした。

　最悪だ。やはり性奴隷など、そんな甘美なものではない。自分はこのままお金持ちのオッサンに犯され、男としての尊そん厳げんも自尊心もズタズタにされるのか。

　池永の〝住めば都〟は、一気に地じ獄ごくとなりそうだった。

「──ホモではないぞ」

「え？」

「同性愛者など、その辺に掃はいて捨てるほどいる。特殊な性癖などとは言えん」

　不気味な微笑で、幸徳秋良は池永のことを見つめる。

「──その大富豪は、女になった男が好きらしい。それも性同一性障害などではなく、心は男のままで、女の体を持った男をだ」

　池いけ永ながは頭が混乱して、もうわけがわからなかった。

「このまま貴様はタイへ行き、一年間ホルモン注射を重ねた末、性転換をする。完全に女の体となるのだ。その上で、貴様を買った大富豪の性せい奴ど隷れいとなる」

　そんな──そんなこと──。

「い、いやだ──」

「もう遅い。貴様は買われたのだ」

「いやだ！　オレは帰るっ！　日に本ほんへ！」

　池永はゴンドラで暴あばれたが、手足を縛しばられていて思うように動けない。

「──往おう生じよう際ぎわが悪いな。まあ予想通りの反応だが、このまま暴れられては円滑に性転換ができない。そういう場合、これを使う計画になっている──」

　幸こう徳とく秋あき良らがガウンのポケットから取り出したのは、裁さい縫ほう用ようらしき、大きなハサミだった。

「貴様の希望を完全に奪えば、逃げようという浅はかな考えも失うせるだろう」

（おい、まさか、うそだろう──？）

「これは熟じゆく練れんの職しよく人にんによる手作りの鋏はさみで、七万円もするが、そのぶん切れ味は最高だ。今日きようのために、わざわざ買ったのだ」

　彼女が刃を動かすと、シャキシャキという小気味のいい音がした。

「どうだ可愛かわいいだろう？　名前もつけたのだぞ。私はこの裁たち鋏ばさみを、クロノスと呼ぼうと思っている──裁縫には使わないので、断ち鋏、かな」

（いやだ。やめろ──）

　その断ち鋏とやらの刃が、ゆっくりと開き──ゴムひもで縛られて勃ぼつ起きしっぱなしの池永の男根をはさみこんだ。片方の刃の側面が睾こう丸がんにあたり、ひんやりと冷たかった。

「やめろ、おねがいだ。やめてくれ──」

　池永は泣いていた。あまりの恐怖に、涙が出てきたのだった。

「そんなに怖おそれることもない。断たれることは、早いか遅いかの差でしかない。大人おとなしく自分の運命を受け入れられるという点で──いま断つほうが、貴様も気が楽だろう」

「おねがいだ、なんでもする。なんでもするからっ！」

「──そのセリフは、自分のご主人様に言うんだな」

　波と風。海の音が聞こえた。




　自主規制！




「っんギやあぁぁぁぁぁーっ！」

　自主規制自主規制。

　自主規制自主規制自主規制自主規制、自主規制自主規制自主規制自主規、制自主規制自主規制自主規制自主規制自、主規制自主規制自主規制自主規制自主規制自。

「──貨物船には船医がいる。早く止血してもらうといい」

　血も涙もない、幸こう徳とく秋あき良らは鬼だ。本物の鬼だ。泡を吐いて倒れる刹せつ那な、池いけ永ながはそう思った。










　池永富とみ益ますの絶叫が聞こえた。

　その惨さん劇げきが行われたゴンドラを、久きゆうはポンチャイと一いつ緒しよに見上げていた。

「やったネ。幸徳サン」

　久はため息をついた。

　事前に計画を聞かされていたとはいえ、男根が切除される叫び声を聞くのは気持ちの良いことではない。

　ゴンドラは貨物船までたどり着き、気絶した池永富益を降ろす様よう子すが見えた。

　だがしばらく経たっても、幸徳秋良が帰ってくる様子はなかった。

　ポンチャイが船のエンジンを回しはじめた。

「──おい、なにをしている」

「なにって、帰るネ」

「まだ、幸徳秋良が帰ってきていない」

「幸徳サンは、帰って来ないネ」

「なに？」

　ニタリと、ポンチャイは気味の悪い笑えみを浮かべていた。笑うと口元の傷が目立つ。

「イケナガ君より、幸徳サンのほうが高値で売れるネ」

「貴様──」

「オッと、動かないでネ」

　ポンチャイが久にピストルを向けていた。黒い自動式拳けん銃じゆう──相手がマフィアであることを考えると、モデルガンではないだろう。

　だからこの計画には、反対だったのだ。危険すぎると言っても、幸徳秋良は聞かなかった。

「──俺おれも、売られるのか？」

「怖い目してるネ。そういう子は、高く売れないネ」

「そうか──」

　久はため息をつく。

　ポンチャイが油断して貨物船に目を向けた、一いつ瞬しゆんの隙すきだった──。

　すばやく左手で銃身を握り、そのまま内側に捻ひねり込んだ。ポンチャイの手の関節がミシミシと悲鳴をあげ、拳銃が落ちる。甲かん板ぱんに落ちた拳銃を海へ蹴けり飛ばし、彼の手をひねり上げながら背後にまわった。

「イテテ」

「──幸こう徳とく秋あき良らを戻せ」

「無理ネ。もう売れたネ」

　久きゆうはポンチャイの手の小指を握り、曲がらない方向に力を入れた。

「イ、イタイね」

「これからお前の指を、一本ずつ折っていく。幸徳秋良が帰ってくるまで、それを続ける。たとえ帰って来なくても続ける。指の次は腕だ。腕の次は、足だ」

　ミシミシと、ポンチャイの小指の関節が鳴った。

「や、やめるネ。うそネ、うそ。冗じよう談だんネ。幸徳サンは帰って来るネ」

「──四の五の言わずに、幸徳秋良を戻せ」

　ポンチャイは摑つかまれてない片手で、貨物船に合図を送った。クレーンがまた動き出した。

「ホラ見て。幸徳サン乗ってるネ。冗談ネ。本当ネ」

　見上げると、幸徳秋良が笑え顔がおでゴンドラから手を振っていた。

「冗談が通じないオトコは、モテないネ」

　ゆっくりとゴンドラが、久の乗る船に戻ってくる。幸徳秋良が甲板に降りるのを確かく認にんしてから、久はやっとポンチャイの腕を解放した。

「──まったク。なんて馬ば鹿かヂカラね」

「力じゃない。ただの関節技だ」

　そう言いながらも、久は自分の手のひらをじっと見つめた。

　さきほどは拳けん銃じゆうを前によく動けたと、自分でも思う。これが幸徳秋良の言う式しき神がみの力なのだろうか──まさかな。その疑念を、久は頭を振って散らした。

「おーいインポテンツ！」

　幸徳秋良が、ガウン一枚で駆け寄って来た。

「──計画通り、帰ったら二人ふたりでイタリアン・ピザを食べるぞ！」

　彼女は脳天気にそう言った。







[image: 第７章　久遠久という被害者]







　平日の午後四時半。

　小こ網あみ七なな海みは、その時間が楽しみになっていた。

　阿あ見み野の佳よし彦ひこが、七海の部へ屋やにやって来る時間だからだ。

　阿見野とはいつも、久く遠おん久きゆうのことばかりを話す。今日きようは久遠くんとこんな事を話したとか、久遠くんの体たい操そう服ふく姿が素す敵てきだったとか──そういう話だ。

　たまに阿見野が、久遠久となにも会話しないで家に来ることがあるが、そういう日はとても腹がたった。七海は阿見野のコミュ力のなさを責めるのだが、そんなとき決まって阿見野はこう反はん撃げきしてくるのであった。ならば学校へ来ればいいじゃないか、と。

　七海は最近、学校へ行っていない。

　退学したわけじゃない。しかし行けるわけがなかった。──あんなことがあって。

　午後四時半。インターホンが鳴って、母親が玄関を開けて、いつものように阿見野が七海の部屋にやって来る。

　今日は久遠久の、どんな話をしてくれるのだろう。

　七海はいつものように部屋のドアを開けて、阿見野を迎え入れる。

　その瞬しゆん間かん、七海の心しん臓ぞうが止まる。

　部屋の外にはいつものように阿見野佳彦がいた。しかしいつもと違い、もうひとりいた。

　阿見野の隣となりには、なんと、久遠久が立っていたのだった。

　七海は、そのままドアを閉めた。

「え？　どうしたの小網さん。入れてよ。久遠くんが、来てくれたんだよ？」

「あ、あんたね、そういう大事なことは、事前に言いなさいよねっ！　笑えないんだけど！」

「喜んでくれると思って──。あのね、久遠くんには無理言って──」

「こ、こっちだってねえ、準備ってもんがあるんだからっ！」

　どうしよう──。七海は意味もなく、部屋を右う往おう左さ往おうする。

　いま七海はダサダサのいちご柄がらのパジャマを着ていて、つけまも、アイプチもしていない、ファンデすら塗っていない、完全なノーメイクだ。

　憧あこがれの久遠久が、すぐ部屋の外にいるのに。──あの、ばか阿見野。女心というものをまるでわかっていない。

「入るよ～」

「あ、ばか！」

　勝手にドアを開けて、阿見野が入ってきた。

　慌てて七海はベッドに飛び込み、枕まくらに顔をうずめる。

「み、みないでー！」

「どうしたの？　小網さん」

「あの、いまうち、変な顔してるから！」

「どれ」

　突然枕まくらを奪われた。七なな海みの枕を取ったのは久く遠おん久きゆうで、すぐ目の前には久遠久がいて、七海の顔を隠すものはなにもなくて──

「なんだ──」

　久遠久が七海の顔を見て、ため息をついた。人生が終わった。七海はそう思った。

「──その顔のほうが、ずっといいじゃないか」

「へ？」

　一いつ瞬しゆん、久遠久がなにを言ったのかわからなかった。

　七海はすぐに久遠久から枕を奪い返して、また顔を隠した。しかし彼の顔を見たかったので、目だけは隠さずに彼を見た。

「うそよ。いまうち、ノーメイクだもん」

「俺おれは前の変なメイクより、いまのほうがいいと思うが」

「うそ！」

　こんなこと、久遠久が言うわけがない。きっと阿あ見み野ののやつだ。阿見野が自分に変な同情をして、彼に言わせているのだ。

「変なメイクじゃないもん！　雑誌に載ってた、愛されメイクだもん。男の子はみんな、ああいう顔が好きなんだもん。変な同情なんか、しないで！」

「どう思おうが勝手だが、俺なんかが同情したって、なんの意味もないだろう」

「え──」

　目め線せんを上げると、久遠久はまっすぐ七海の瞳ひとみを見つめていた。

「他ほかの男の趣しゆ味みなんて知らない。流は行やりも俺はよくわからない。ただ俺は、無理して変な化粧をするより、いまの顔のほうが、ずっといいと思う」

　久遠久の目は、噓うそを言っているようには見えなかった。

　七海の力が抜けていく。もう枕で顔も隠してはいなかった。

　本当に腰が抜けたかのように、体にまったく力が入らない。──ただぽかぽかと温かく、見えない何か幸福なものに、全身が包まれていく感じがした。




　その後はぽーっと、自分の部へ屋やで阿見野と久遠久が会話しているのを眺めていた。せっかく自分の部屋に久遠久がいるのに、なにも喋しやべれない七海。

　しかしひたすらに、幸せだった。

　幸福な時間はすぐに過ぎる。

　去り際に放った阿見野の一言が、メロメロになった七海の脳を、現実に戻す。

「──あの、小こ網あみさん。まだ学校に行く気、しない？」

　七海は言葉につまった。

　いまさら自分に、どの面つらを下げて学校へ行けというのだろう。

「あの──」

　七なな海みは、久く遠おん久きゆうの制服の袖そでを引っ張っていた。

「──今日きようは久遠くんに会えて、とてもうれしかった。あの、また、来てくれる？」

　学校には行けない。だけど久遠久にはまた会いたかった。

「もう、来ない」

「え──」

　深く暗い谷に、叩たたき落とされた気がした。

「だれかと会って話すのが好きなら、学校へ行けばいいだろう。俺おれは阿あ見み野のとは違う。放ほう課か後ごわざわざ会話するだけのために、だれかの家に行くのは、面めん倒どうだ」

「でも、うちは──」

　七海は勇気を出して、彼に聞いてみた。

「──久遠くんは、どう思う？　うちが、その──漏らしちゃったこと──」

　幸こう徳とく秋あき良らの策略とはいえ、七海は体育祭で、全校生徒の前で、漏らしてしまった。それも大量に。そんな自分が、いまさら学校へ行ったって──。

　久遠久は少し考え、それから七海の顔を見た。

「体育祭の件なら──大したことじゃないと、思っている」

「た、大したことじゃない!?　あのね、女の子が、漏らしちゃったんだよ？　それも、みんなの前でっ！」

「でも、それでお前の人生が変わったわけじゃない」

「か、変わったわよ」

「変わってない。お前は五体満足で、日に本ほんにいて、性別も変わってなければ、誰だれかの奴ど隷れいになったわけでもないだろう」

　大まじめに、そんな突とつ拍ぴよう子しもないことを話す久遠久。

　彼の真剣な目。久遠久が本気で言っていることは、七海にもわかった。

「──そうなのかな。大したこと、ないのかな」

「少なくとも俺は、そう思う」

　彼がそう思ってくれる。それだけで、七海はなんだか、百万の味方を得た気分になった。

　他ほかのみんなが、七海のことをどう思うかなんて知らない。同級生は七海のことを笑うかもしれない。でも久遠久は、大したことじゃないと、そう思ってくれる。

　もう怖いものなんて、なにもない。七海にはそう思えた。










　織おり口ぐちしのぶは悔しかった。

　最近、久きゆうが明るくなってきた。子供のころのような快活な笑え顔がおは見せてくれないが、それでも自分の殻に閉じこもっていたここ数年を思えば、その差は歴然としていた。

　久は変わった。変えたのは自分ではない。──幸こう徳とく秋あき良らだ。

　それが、たまらなく悔しかった。

　いくらしのぶが久を元気づけようとしても──ときにはちょっと勇気を出して、デートに誘ってみても──彼の心は動かせなかった。

　心を閉ざし、なににも感動せず、屍しかばねのように生きる久。

　周りの大人おとなたちは、しのぶにこう言った。ああ、あの双子の──お気の毒に。あんなことがあったのだから、しかたがない。時間が解決してくれるのを、待つしかない──と。

　しのぶは待った。何年も待った。

　もしかしたら久は、このままずっと、心を閉ざしたままなのかも。しのぶがそんな不安を感じた頃ころ──

　閉ざされた久の心を、こじ開けた人間がいた。それが、幸徳秋良だ。

　幸徳秋良は久を変えた。いとも簡かん単たんに。──少なくともしのぶにはそう見えた。

　久が変わったことはうれしい。たまらなくうれしい。でも、幸徳秋良に対するこの気持ちは、そう簡単に割り切れるものではなかった。

「──なぜ、貴様がここにいるクラミジア」

　図書準備室の扉を開けて、幸徳秋良がそう言った。

「あら、私がいたら都合が悪いのかしら」

　しのぶは長机の席から、そう応こたえた。

「悪いに決まっている。ここは図書委員の部へ屋やだ出て行け」

「なら久も図書委員じゃないから、久が来たら一いつ緒しよに外に行って話すわ」

「あいつはめぐみちゃんの所に行ってるからまだ来ない出て行け」

「めぐみちゃん!?」

　知らない女の名前だった。しのぶの知らない久の人間関係──しかし、幸徳秋良は知っている久の人間関係──。

「──めぐみちゃんって、だれ？」

「貴様には、教えない」

　幸徳秋良は子供にいじわるをするような憎たらしい顔で、そう言った。

「やほー、久く遠おんくんいる？」

　そのときもう一人ひとり、図書準備室に女子生徒が入ってきた。

　しのぶはその顔に見覚えがあった。小こ網あみ七なな海みという一年生だ。

　以前、しのぶは彼女から面と向かって「織口ブス」を罵ののしられたことがあるから覚えている。ただそのときは派は手でなメイクをしたギャルという印象だった。いまは、こざっぱりとした清せい潔けつ感かんのある女の子という印象だ。

「──だれかと思ったら、クソビッチか」

　開口一番、幸こう徳とく秋あき良らが小こ網あみ七なな海みをそう呼んだ。

「な、なによクソビッチって！　笑えないんだけどっ！」

「クソビッチはクソビッチだ。クソビッチにクソビッチと言ってなにが悪い」

「うちは、ビッチじゃないもん。あんただって確たしかめたじゃない。うちに、その──男性経けい験けんが、ないってこと──」

　最後は消え入るような声で、小網七海が言う。

「では失しつ禁きん嬢じようとでも呼んでやるか。よかったな、中ちゆう国ごくの宮殿みたいな名前だぞ」

「いいい、いいわよ！　呼ばなくて！　久く遠おんくんがいないなら、こんな場所に用はないんだから！」

「おい待て失禁嬢」

「あ？」

　出て行こうとする小網七海を、幸徳秋良が呼びとめた。

「──前の娼婦のようなメイクより、いまのほうが私は好みだ」

「あ、あんたの好みとか、まじどうでもいいから！　死ねっ！」
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　小こ網あみ七なな海みはそう言って、逃げるように図書準備室を出て行った。

「──死ね、と言われたな。書き留めておこう。あとで復ふく讐しゆうせねば──」

　幸こう徳とく秋あき良らは大学ノートを取り出し、しのぶの向かいに座ってメモをした。

「知ってるわ、そのノート。残酷なことが書いてあるんでしょう？」

　むっとした顔をして、幸徳秋良がしのぶのことを睨にらんだ。

「──なぜ貴様が、それを知っている」

「聞いたの、久きゆうから。久はあなたを残酷な人間だと言ってたわ。──ねえ、教えて。幸徳さんは、どうしてそんなに残酷なの？」

「私が残酷なのではない。世界が残酷なのだ。私はその世界の一部にすぎない」

「そんな観かん念ねん的てきなことを聞きたいんじゃないわ」

「観念的な話ではない。事実、世界は残酷だ」

「──幸徳さんって、子供の頃ころから、そんなに残酷だったの？」

　そのしのぶの言葉に、一いつ瞬しゆん幸徳秋良の表情がゆがむ。

「ふん──私の子供の頃の話など、めぐみちゃんから聞けばいいだろう」

「めぐみちゃんって、だれよ」

　幸徳秋良は、そのまましばらく黙だまっていた。

「──めぐみちゃんは、よくある話だと言っていた。だから教えてやる。簡かん単たんに言うと、私はいじめられていたのだ」

「いじめられていた？　あなたが？」

「そうだ。子供の頃の私は、ただ本が好きなだけの、内気な少女だった。本の世界に興きよう味みがあるだけで、友達などひとりもいなかった。だがそれを不幸だとは思わなかった。世界は私に干渉しないし、私も世界に干渉しない。それだけのことだった──」

　幸徳秋良の表情が変わる。

「──しかしあるとき、状況が変わった。突然なんの前触れもなく、私はいじめられ始めたのだ。女子トイレの個室に閉じ込められて上から汚い水をかけられたり、私が大事にしていた本がビリビリに破られたりしていた。本が破られたとき、私は悲しくて泣いた。どうして自分がいじめられるのか、私にはまったくわからなかった。──あとで知ったことだが、原因は、クラスで人気の男子生徒が、私のことを好きになったということだった。そしてその男子のことが好きだった仕切り屋の女子生徒が、私へのいじめをけしかけたのだ。──その男子生徒と私は、話をしたこともなかった」

　そこまで話して、幸徳秋良はしのぶの顔をのぞき込んだ。

「つまり貴様のような人間が、理不尽に、私をいじめたのだ」

「──私、関係ないじゃない」

「とにかく私はそんなくだらない理由で自分がいじめられていたなどと、一切知らなかった。私は思った。世界は残酷だと。そんな残酷な世界から、私は、身を守らなければならなかった。──どうしたと思う？」

　幸こう徳とく秋あき良らは不気味に笑っていた。

「もっと残酷になってやろうと、思ったのだ。私をいじめた人間に、私は復ふく讐しゆうしていった。三人を不登校に追い込んだところで、私をいじめようとする人間はいなくなった。同時に、私へ話しかけようとするおせっかいな人間もいなくなった。──以来、私はずっと、ひとりで生きてきた。ときどき私に干渉してくる人間がいたが、すべてを拒絶した。またどんないじめをうけるか、わかったものではないからな。そうして何年も過ごしたあと、私は出会ったのだ。私と同じ匂においのする人間──久く遠おん久きゆうに」

「──久が、あなたと同じ？」

「そうだ。あの男は世界に干渉することも、世界に干渉されることも望んでいなかった。私と一いつ緒しよだと思った。そして、本当に一緒だった。私とあいつは、魂同士が、結合しているのだ。貴様のようなリア充じゆうには、わからんだろうがな」

　しのぶには、幸徳秋良の話はわからなかったし、わかる必要もなかった。

　彼女の言っていることは、間違っているのだから。

「──久は、あなたと一緒じゃないわ」

「一緒だクラミジア。めぐみちゃんも、一緒だと言ってくれた。幼なじみなどという、ただの時間的な繫つながりにすがりつく貴様には一生わかるまい」

「それは違うわ──」

　違う。しのぶは思う。

　久は幸徳秋良に弱みを握られて、無む理り矢や理りに従わされていると言っていた。──本当にそうだろうか？

　幸徳秋良の理不尽な命令を拒絶する機き会かいなど、久にはいくらでもあったはずだ。なのになぜ、久は幸徳秋良に大人おとなしく従っているのだろうか？

　しのぶの知っている久は、とても優やさしい少年だった。

　一方で幸徳秋良は、とても弱い人間だ。

　彼女の残酷さは、激はげしい強さの表れのようでいて、本当は、過剰な防御反応でしかない。少なくともしのぶは、そう思う。

　幸徳秋良は一見、暴ぼう虐ぎやくな主人のように久を使っていると見えて、その実、全ぜん身しん全ぜん霊れいでその優しさに甘えている、依存している。──しのぶには、そう見えた。

「──久は違う。あなたみたいな、根暗な人間じゃないもの」

「貴様に何がわかるクラミジア」

「わかるわ──だって、幼なじみだもの」

　しのぶの言葉に、幸徳秋良の表情がゆがむ。その顔は弱々しい、いじめられっ子の顔だった。

「私と久きゆうは、幼なじみって、だけじゃないわ──」

　ああ、これから幸こう徳とく秋あき良らに、自分は意地の悪いことを言う。

　しのぶにはそれが自覚できたが、だからといって止められなかった。なぜなら、久のことだから。そしてその久を変えたのが自分じゃなくて、この、憎たらしい幸徳秋良だから。

「──久はね、私の、婚約者なの」

「婚約者だあ？　──うそをつくな」

「うそじゃないわ。じゃあ幸徳さんは知ってるの？　久が、双子だってこと」

　幸徳秋良はただ目を丸くして、なにも言わなかった。

「そんなことも知らないで、魂同士が繫つながってるとか言ってたの？　笑っちゃうわ。なんにも知らないじゃない、久のこと」

「──うるさい黙だまれ」

「なんにも知らない幸徳さんに、教えてあげる。久にはね、永えいっていう、双子の兄がいたの」

「──いた？」

「そう。いた。──永は、柔道の天才だった。特に立ち技に才能があってね。体の大きな上級生が相手でも、必ず目が覚めるような、綺き麗れいな一本で勝っていたわ。こういう人間が、オリンピックで金メダルを取るのだろうな、と思った。私だけじゃなく、みんなもそう思っていた。

　一方で久には、兄ほどの才能はなかった──一卵性の双子なのに。私は、みんなが陰で噂うわさしていたのを聞いたことがある。──久は、兄に才能を吸われた、出がらしなのだと。たぶんその噂は、久本人も聞いたことがあると思う。

　実際には、久はそんなに弱くはなかったわ。むしろ強かった。ただ兄にだけは勝てなかった。それでどうしても兄と比べられ、弱いとみなされていた。いま考えるとそれは、久を出がらしだと嗤わらうことで、本当に弱い人間たちが、自尊心を守っていただけだったのかもしれない。

　だけど久は、そんな噂などまったく気にしていなかった。久が陰で、兄よりずっとたくさん練習して、努力していたことを、私は知っている。

　久は私に、よく勝負を挑んできた。私が永より弱くて、久より強かったから。その当時の私は、久より体が大きかったけどね。いまじゃ、久のほうがずっと大きくなっちゃった。

　──でも、容赦なく私は、久を倒した。そして言ってやった。そんなんじゃ、いつまでたっても永には勝てないわよ、って。手加減することなんて久は望んでいなかったし、私も久が必死に努力していることを知っていた。そうして真剣勝負を重ねて、私と久の差は、確かく実じつに詰まっていった。

　ほぼ互角かもしれない。そんなことを感じていたある日、久は私に言った。

　──もし俺おれが勝ったら、しのぶは永じゃなくて、俺のお嫁さんになれ──って。

　私はその勝負を受けた。本気で闘たたかった。──で、負けた。

　でもうれしかった。もちろん久が強くなったのはうれしかったけど、それだけじゃない。自分は久きゆうのお嫁さんになれる、そのことがたまらなくうれしかった。──久はずっと勘違いしてたけど──私が好きなのは天才の永えいじゃなくて、頑張り屋で、心の優やさしい久だったから。

　久はそんな私の気も知らずに、純粋に私に勝ったことを喜んでいた。それはもうキラキラとした笑え顔がおで、跳びはねながら。でもね、そんな久を見たのは、その日が最後だったの──」

　長机の向こう側で、幸こう徳とく秋あき良らは泣き出しそうな顔をして話を聞いていた。

　お前なんか泣けばいい──しのぶは思った。久のことなんて、なにも知らないくせに、と。

　しかし実際に泣いていたのは、しのぶのほうだった。

　彼女は途中から、泣きながら話をしていた。なのに幸徳秋良は泣いていない。それがなんだか悔しかった。

「──おい。最後というのは、どういうことだ」

「死んだのよ、その日」

「──死んだ？」

「永がね──車にはねられて、死んだの。ちょうど私と久が道場に居残って、結婚をかけた勝負をしていたとき、永は下級生たちを家に送っていた。その途中──公道でドリフト走行に失敗した改造スポーツカーが、永たちの列に突っ込んだ。永は咄とつ嗟さに下級生をかばって──その子は助かったんだけどね、永はね──死んじゃったの」

　涙が止まらなかった。

　この涙が永のためなのか、久のためなのか、それともひたすら何年間も久を待ち続けた自分のためのものなのか、しのぶにもわからなかった。きっと、全部なのだろう。

「それからなの、久が自分の殻に閉じこもるようになったのは。──わかったでしょう？　久は、あなたみたいに、元々根暗な人間とは、違うの──」

　泣き顔のまま、しのぶは幸徳秋良のことを睨にらむ。

「はっきり言うわ──私は、久のことが好き。ずっと、何年も、子供の頃ころから好きだった。そして、あなたのことが、邪じや魔まなのよ。──とっても」

　長机の向こうで幸徳秋良は、いじめられっ子の顔に戻っていた。







　図書準備室の扉を開けて、久は驚おどろいた。

　そこに織おり口ぐちしのぶと幸徳秋良が、二人ふたりきりでいたからだ。二人は一触即発、犬猿の仲である。

　その二人が一いつ緒しよにいること以上に驚いたのは、織口しのぶが泣いていたことで──

　織口しのぶが泣いていること以上に驚いたのは、幸徳秋良が泣いていたことだった。

（いったい、なにがあった──）

　久はすでに軽く混乱していた。

　澁しぶ澤さわめぐみのカウンセリングを、いつも幸徳秋良は楽しみにしている様よう子すだった。それが今日きようは、久きゆうの番が終わっても廊下にいなかった。図書準備室で寝ているのかと思ったら、織おり口ぐちしのぶと一いつ緒しよにいて、しかも泣いている。

　幸こう徳とく秋あき良らと目が合った。彼女は一いつ瞬しゆん見たこともないような弱々しい表情をして、すぐに久に背中を向けた。

「おい、どうした」

「久──」

　織口しのぶが久に声をかける。

「幸徳さんにね、話したの──永えいのこと。だからね、」

「そうだっ。聞いたぞインポテンツ！」

　幸徳秋良が勢いよく振り返って、久に顔を向けた。

　彼女は、いつもの表情に戻っていた。

「なぜいままで話さなかった。お前には、復ふく讐しゆうすべき相手がいるではないか」

「──なに？」

「おまえの兄を殺した、ドライバーだ。そいつは死刑にもならず、いまものうのうと生きているのだろう？　憎いだろう？　復讐したいとは、思わんか？」

　悪あく魔まのような表情で、幸徳秋良が久の顔をのぞき込む。

「──私が手伝てつだってやる。さあ、計画を練ろう。その糞くそったれに、死よりも過酷な制裁を加えてやるのだ」

　久く遠おん永。久の双子の兄。柔道の天才。みんなから期待されていた。

　永が死んだときの記き憶おくが、久の頭の中によみがえる。

　そのとき久は、しのぶと一緒に道場を雑ぞう巾きんがけしていた。練習が終わった後に二人ふたりで居残って、永を倒すべく特訓をしていたのだ。特訓はうまくいっていた。自分にも永を倒せるかもしれない。いまじゃなくても、いつか、きっと。

　そんな希望で、道場の雑巾がけも、体が軽かった。

　その雑巾がけの最中に、なんの前触れもなく、突然久は倒れた。頭が重かった。高こう熱ねつが出ていた。泣き虫のしのぶが、久のことを心配した。少し寝てれば治ると、久は言った。

　家に電話しても、親の携帯に電話しても、留守電だった。

　心配性のしのぶが、病院へ行こうと言い出した。みんなが心配するからいやだと、久は言った。結局しのぶに押し切られ、彼女の父親の車で病院に連れて行かれた。

　病院に着いて、はじめて知った。──兄の永が、交通事故に遭っていたことを。

　永は集中治ち療りよう室しつで六時間頑張って、息を引き取った。

　同時に久の高熱は、噓うそのように引いた。代わりに、久の目の前に広がっていた世界が、噓のように、色彩を失っていった。

　永をはねたドライバーは一八歳で、運転免許を取得したばかりで、親に買ってもらったスポーツカーでドリフト走行を試して失敗し、歩道に突っ込んだのだという。

　そんな話を聞いても、久きゆうはどうでもいいと思った。

　生まれたときから一いつ緒しよだった、永えいが死んだ。久の双子の兄であり、柔道の天才で、久の憧あこがれであり、目標でもあった。

　それは久にとって、世界を失ったに等しいことだった。

「おまえの止まった人生は──」

　幸こう徳とく秋あき良らは妖よう艶えんに微笑ほほえみ、久の肩を摑つかんだ。

「──おまえの兄を殺したその糞くそったれに復ふく讐しゆうを果たしたとき、再び動き出すのだ」

　確たしかに久の時と計けいの針は、そのときから止まっている。

　行き場のない久の悲しみは、復讐を果たすことで浄化され、時計は再び動き出すのだろうか。たとえそれで罪を背負うことになろうとも、屍しかばねのまま生きるよりは、ずっとましなことのように思えた。

「違うわ、久──」

　織おり口ぐちしのぶは、泣き虫な天使の表情で、久を見た。

「──永は死んだの。たとえドライバーに復讐をしても、永はもう帰って来ない。久に必要なのは、永のために復讐することじゃない。永のぶんも、生きることなの。これから私と一緒に、いまを生きることなの！」

「しのぶは、永の兄弟じゃないから、そんなことが言える」

　織口しのぶの言っていることは綺き麗れいごとだ。そう久は思った。

「──俺おれは違う。永と血を分けた双子の弟だ。永は俺で、俺は永だった。しのぶのように、永を忘れて、いまを生きることなんてできない」

「忘れてなんてない」

「いいや忘れてる。お前だって、あんなに永に憧あこがれていたじゃないか。その永が、なんの罪もない永が、理不尽に殺されたというのに、どうして笑っていられる」

「私は──」

　言いかけて、織口しのぶの言葉は続かなかった。

「そうだインポテンツ。その女は薄はく情じようきわまりない、いまだけを刹せつ那な的てきに生きる鈍どん感かんなリア充じゆうだ。他人の痛みを感じない、想像もできない。だから他人を平気でいじめるし──復讐という、被害者に与えられた唯一の救いを平然と否定できるのだ」

「違う」

「なにが違う。図ず星ぼしだろうに」

「──違う。私はずっと久のことを想おもってきた。だからわかる。──久は、臆おく病びようなのよ」

「なんだと？」

　久が、織口しのぶを睨にらむ。

「そう臆おく病びようよ。久きゆうは頭の中では永えいが死んだことを理解しているけど、本当のところ、心の底では、永が死んだことを認めていない。だから心を閉ざしていた。永のいない世界を、認めていない。永のいない悲しみを、受け入れていない。それは悲しみから、逃げていただけ」

「そうだ俺おれは永が死んだことを認めていない。だから復ふく讐しゆうをする」

「違うわ。久は、復讐をする以前の問題を抱えているの。永の死を受け入れてもいないのに、復讐をしても無む駄だなだけ。そうでしょ？　幸こう徳とくさん──」

　織おり口ぐちしのぶに笑え顔がおで声をかけられて、幸徳秋あき良らは少しびくついた。

「──正直なところ、あなたには感かん謝しやしている。幸徳さんは、久の心を、開いてくれた。ほんのちょっとだけど、それは私には、できなかったことだから」

　次に織口しのぶは、久に微笑ほほえみかけた。

「久──いまならあなたは、永のいない世界に耐えられるはずよ。永が死んだことを認めて、悲しみを受け入れられるはずよ。受け入れた上で、復讐したいのなら、そのあとですればいい」

「悲しみを受け入れる──そんなこと、俺にはできない。どうやったらそれができるのかもわからない」

「できるわ」

「お前はどうやって、受け入れた。どうやって、あの永の死を、認めることができたんだ」

「──私は、泣いたわ」

　そう言って彼女は笑った。泣きながら。

「久は知らないかもしれないけどね、私はお葬式のあとも学校を一週間休んで、ずっと泣いてたの。苦しかったけど、泣いて、泣いて。久は、もっとつらいんだと思いながら──」

「泣いた──泣いた、のか──」

　久は思い返す。

　永が死んでから、ずっと心を閉ざしていた。思えば、ただの一度も泣いたことがなかった。




　──そうか。俺は、泣けばよかったのか──




　そのとき、無表情の久の頰ほおに、ひとすじの涙が伝った。

　やがてその涙は、ふたすじとなり、みすじとなり、鼻水も出てきた。久の無表情は崩れ、八の字に眉まゆ根ねを寄せ、歯を食いしばり、震ふるえ、それから両腕を抱き、落ちるように膝ひざをついた。

　号ごう泣きゆうだった。

　永が死んだ。生まれたときから一いつ緒しよだった。久の双子の兄であり、柔道の天才で、久の憧あこがれであり、目標でもあった。

　その永が、死んだ。

　永に会いたい。たまらなく会いたい。──でも、もう一生、会うことはできない。

　久きゆうは、みっともなく嗚お咽えつした。

　うめき声をあげた。だらだらと鼻水を垂らした。

　そんな久を、幸こう徳とく秋あき良らが心配そうに見守っていた。織おり口ぐちしのぶは慈いつくしむように見守っていた。

　──何時間も、いつまでも。
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　その夜──久きゆうは、夢を見た。

　久は、深い古井戸の底にいた。

　暗いが、とても温かかった。

　井戸の中には、久と一いつ緒しよに、幸こう徳とく秋あき良らと織おり口ぐちしのぶがいた。

　二人ふたりは服を着ていない。裸だった。

　二人の裸は、とても美しかった。薄うす暗ぐらい井戸の底で、ほのかに光って見えた。

　幸徳秋良がなにかを言って、久に抱きついてきた。

　織口しのぶもなにかを言って、久に抱きついてきた。

　気づけば久も裸だった。

　久は二人に抱きつかれて、とても気持ちがいいと思った。女の体はやわらかくて、すべすべしていて、ちょっとひんやりしていた。

　久は気持ちが良かった。気持ちが良すぎて、少し不安になった。

　それで、井戸の上を見た。

　井戸の上には、まるい空が見えて──そこから永えいが、井戸の底をのぞき込んでいた。

　永は久を見て笑っていた。それを見て久も、安心して笑った。

　気持ちがいいと思った。

　本当に、気持ちがいいと思った。







　朝の光で、久は目が覚める。

　股またのあたりに違和感があった。おそるおそる布団をどかすと、寝小便かと思うほど、大量の夢精をしていた。

　それだけではなく──ビキビキと痛いほど固く、陰いん茎けいが充血していた。生命力に溢あふれ、ドクドクと脈を打っている。

（まいったな──）

　数年の沈ちん黙もくを取り戻すかのように、その勃ぼつ起きは、まったく鎮しずまる気け配はいがなかった。




「あ、久み～っけ」

　登校路で、だれかが久の腕に抱きついてきた。

「おはよ」

　織口しのぶ。きらきらした笑え顔がおだった。

　久は二の腕で、彼女の大きな胸の、無防備なやわらかさを感じた。夢の艶なまめかしい感触がよみがえり、せっかく鎮めた陰茎が、またむくむくと激はげしく充血した。

「よせ、離はなれろ」

　慌てて久きゆうは織おり口ぐちしのぶを振り払った。勃ぼつ起きしたものが制服のズボンに締しめ付けられて痛かった。久はポケットに手を突っ込んでごまかした。

「なに久──」

　彼女が悲しそうな顔をする。

「──私にくっつかれるの、いやなの？」

「そういう問題じゃない。いまはまずい」

「──幸こう徳とくさんだったら、いいの？」

「だからそういう問題じゃない。お前は、強すぎる」

「強すぎる？」

　織口しのぶが首を傾かしげて久を見つめた。その顔が可愛かわいかったので、久は顔をそむけた。

「──事情はいつか説明する。お願ねがいだ、信じてくれ」

　その言葉に、彼女は笑え顔がおに戻った。

　そしてまた久に抱きついた。

「おい、ばか」

「信じてるゾ！」

　織口しのぶはいたずらっぽく笑って、元気に学校のほうへ駆けだしていった。昔は少年のようだったしのぶ。彼女の成長した胸や尻しりや、太ふと腿ももばかりに目がいった。

「くそっ──」

　久はポケットに手を突っ込んでごまかしながら、必死に気を鎮しずめた。




「はい、あ～んして」

　図書準備室。いつものように二人ふたりで昼食を食べる。

　ふたりきり──震ふるえるほど美しい、幸徳秋あき良らと。

　そのいつもの状況が、いまの久には、なんだかむず痒がゆかった。

「どう？　おいしい？」

　蠣かき殻がら入りのプロテインご飯。味なんて感じなかった。ただ幸徳秋良から放たれる、甘い香りばかりが鼻び腔こうを刺し激げきした。

　突然、幸徳秋良が顔を近づけて、久の顔をのぞき込んだ。もう少しで口づけをしそうな距きよ離りだった。

「──な、なんだ」

「なんか変わったな、インポテンツ」

「そうか？」

「雰囲気というか、オーラというか──表情が、変わった気がする」

「そうかな。自分じゃわからないな」

「確たしかに、変わった──」

　そのとき幸こう徳とく秋あき良らが、パッと明るい顔になった。

「──わかったぞ。覚かく醒せいしたのだ。昨日きのうおまえは兄のために涙を流し、式しき神がみとして覚醒したのだ。さらに、強化されたのだインポテンツ！」

「そ、そうかな──」

「きっとそうだ」

　幸徳秋良は、うれしそうに笑っていた。

「あくまで仮の話だが──」

　久きゆうは、幸徳秋良に聞いてみた。

「──もし俺おれがインポテンツじゃなくなって、勃ぼつ起きをするようになったらどうする」

　幸徳秋良は、無邪気な表情で唇に指をあてて、少し考えた。

「そうだな──まずは見るな。色や形や、大きさを確かめる」

「──確かめたあと、どうする」

　彼女は妖よう艶えんな微笑を浮かべ、久を見つめた。

「断つ──と思う」

　久は動揺してゴホゴホとむせ返った。

「おい、なぜ断つ。俺は、池いけ永なが富とみ益ますみたいなセックス依存症じゃないぞ」

「──おまえの勃起したペニスは、リアリティがありすぎる」

「なんだよ、リアリティって──」

「私にとって、リアリティがあって、怖いのだ」

　いつものことだが、幸徳秋良の理屈は久にはまるでわからなかった。

「怖いからって、断つことはないだろう」

「別にいいではないか。──どの道おまえは、インポテンツなのだからな」

　そう言っていきなり、幸徳秋良が久に抱きついてきた。

「おいばか、よせ」

　慌てて久は立ち上がって、幸徳秋良から離はなれた。

　幸徳秋良が徐々に、悪あく魔まじみた不気味な表情に変わる。

「インポテンツ、おまえ──ポケットになにか、隠しているな」

「隠してなんかいない。いいからお前は落ち着け」

「落ち着くのはおまえだインポテンツ。忘れたか？　私は陰おん陽みよう師じで、おまえはその式神だ。おまえは身も心も、私のものだ。その所有物も私のものだ。──ポケットに隠しているものをここに出せ」

「だから、なにも隠してないと言ってるだろう」

「ならばそれを確かめる。そこを動くな」

　幸こう徳とく秋あき良らが久きゆうを襲おそう。久が逃げる。それをまた幸徳秋良が追う。

　図書準備室で、地じ獄ごくの鬼ごっこが始まった。




　久は思う。

　このまま自分は、断たれずに高校生活を送ることができるのだろうか。

　どうしたら自分の勃ぼつ起きを抑えられるのか──そんな恥ずかしいことは誰だれにも相そう談だんできない。親にも相談できない。

　ひとりだけ、久には相談するあてがあった。

　次の水すい曜よう日びが、久は待ち遠しいと思った。





了












あとがき




　最後までお読み頂いただきありがとうございます。出で口ぐちきぬごしです。

　いかがでしたでしょうか？

　書いた本人としては、電でん撃げき文ぶん庫こでも有数の上品な物語になったのではないかと、自負しております。

　上品すぎて一部、編へん集しゆうの黒くろ崎さきさんからＮＧが出たほどでした。あまり上品なのも、考えものですね。

　プロットの段階では、こんなに上品な作品ではありませんでした。しかし実際出来上がった作品には、書く者の人間性が色濃く現れてしまうものなのかもしれませんね。

　品がある、品がない──とは、いったいどういうことでしょうか。

　その問いについて、どこかで読んだことがあります。

　人間の価か値ち観かんは、時代や環境によって変化します。なので、あるものが上品か下品かを客観的に判断することは、とても難しいです。

　ただ主観的に、それを上品か下品か判断することは簡かん単たんなのだそうです。

　例えば、いま貴方あなたがある一冊の小説を手にしているとします。

　貴方はその小説を、両親や恋人、大切なヒトに紹介することができるでしょうか？

　それを家族や大切なヒトに薦すすめることができれば品がある。薦めることができなければ品がない、と判断ができる──そうです。

　本書のように上品な文学作品の、巻末のあとがきまでお読みになっている読者の皆様は、とても上品な方々に違いありません。

　皆様の中には、本書を家族や大切なヒトに推すい薦せんすることを躊ちゆう躇ちよするような下品な方は、一人ひとりもいないと確かく信しんしております。

　ぜひ本書をご家族に紹介してください。そして、ますます上品な人間になりましょう。




　──という上品な小説を書いた夢を見ました。




　品のない冗じよう談だんはさておき、本書の制作には多くの方に大変お世話になりました。

　とくに恥の多い著者失格の文章にお付き合いいただいた編集の黒崎さん、校閲さん。その文章に素す晴ばらしいイラストを加えていただいた、そりむらようじさん。

　そして個々の脳内で、作品を完成させていただいた、全すべての読者の皆様。

　本当にありがとうございました。それではまた！
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出で口ぐちきぬごし

東京生まれ。母乳育ち。最近、中田英寿の頭の形がすごく良いことに気がつきました。中田英寿の頭をモデルにした抹茶茶碗を作れば、たぶん「なんでも鑑定団」に出しても恥ずかしくない一品になると思います。いい仕事してます。

[image: ]




イラスト／そりむらようじ

はじめまして。

可愛く、凜として、艶っぽい、そんな三拍子揃った女の子の漫画やイラストを描くことを生き甲斐にしています。

わりとＭ体質です。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「出口きぬごし先生」係

「そりむらようじ先生」係











本書は書き下ろしです。
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(C)2014 KINUGOSHI DEGUCHI





※2014年11月8日発行の電撃文庫『サディスティックムーン』初版に基づき制作
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